
教 学 の 理 念

� 学長　େ　ޫ正

。ढ़അによって創設されたߥ業େ学は1���年、学࢈ژ　

ઓ後本のਫ਼ਆ文化のߥഇを༕ྀされた学は、「ݐ学のਫ਼ਆ」

を根本理念として、ࠃ際社会で活༂できる人材の育成に心݂を

͗、本学は極めてॱௐな発展をげた。この学による「ݐ学の

ਫ਼ਆ」は、その後も歴の学長により力ڧくडけܧがれࡏݱに

。っているࢸ

　本学が創設以来、ऴ࢝一؏して掲げてきた教育理念は、「ݐ学の

ਫ਼ਆ」にᨳわれているように、自らをݫしくしつつ、創造力に

み、社会的な義をଵることなく、ࠃ内外を問わず活༂できる人材

の育成である。そのためには、本固有の文化の特࣭や歴史的な

ҙ義を深く理解するのみならず、ੈ ք各ࠃの文化や文明に通ڿし、

ੈքで通用し得る見識とࠃ際֮ײを身につける必要がある。

際化、情報化社会において、本学は、時のスࠃ速に進展するٸ　

ピードにりれることなく、常にࠃ際社会の動向に視しなが

ら、๛かなࠃ際֮ײとੈքに༤ඈする行動力のある人材育成のた

めのカリキュラム編成とそのॆ実に取り組Μでいる。特に、科学技

術の進展や文化・文明が作り出したنٿの課題解決がٸの

点総合େ学の利点を最ڌ社会に対応するために、本学は、一ݱ

େݶに生かし、体系化された教養教育と専門教育、さらには学部間

のนを取りったカリキュラム編成と、特৭のあるେ学Ӄの専門教

育のカリキュラムのॆ実にҙཉ的に取り組Μでいる。

　本学が、特に重視するのは、幅広い教養知識とࠃ際社会で活༂

できる専門知識の修得にՃえて、「ݐ学のਫ਼ਆ」にᨳわれている๛

かな人間性と高い倫理観を持った人֨形成の確立である。





情報理工学部のポリシー
教育研究上の目的
　情報理工学の高度な知識・スキル・応用力と情報に関わる高い倫理観を有し、これらを活かして進展著しい情報化社会
の最先端領域に立ち、新しい社会の創造に積極的に携わる人材を養成することを目的とする。

ディプロマポリシー　学位授与の方針
　次の素養を身につけるために、学部が定めるカリキュラム（教育課程）により学修し、学部が定める卒業要件を満たした
者に卒業の認定及び「学士（情報理工学）」の学位を授与する。

■獲得する専門分野の知識とスキル
　ａ　自然科学のうち情報理工学に関連する科学技術の基礎的で幅広い知識とスキルを有する。
　ｂ　�情報理工学の基礎として、プログラム作成などの技術を習得し、問題解決のための基礎的スキルを十分に身に付け

ている。
　ｃ　情報理工学のうち特定の領域・分野に関する深い知識とスキルを有する。
　ｄ　社会人として情報理工学を活用した職業に携わるための基礎的知識を有し、理解している。

■獲得する汎用的知識とスキル
　ａ　情報理工学と他の自然科学、また人文科学や社会科学との関係についての知識を有し、理解している。
　ｂ　数学を含めた科学的な物事の考え方を理解し、数理的かつ論理的な考え方を身に付けている。
　ｃ　�定量的・定性的な情報の示し方を理解し、客観的視点でのレポート執筆を行うための知識及びスキルを身に付けて

いる。
　ｄ　�座学で得た専門知識を実験や演習を通して実践として修得することで、技術的課題や社会的課題の解決のために利

用・応用する能力、もしくは新たな科学技術や価値を創造する能力を身に付けている。
　ｅ　�グローバル社会のなかで多様な相手と良好な関係を築き、科学技術情報のやりとりができるよう、英語での基本的

なコミュニケーションができる。

■態度・志向性
　ａ　�情報理工学を中心とした科学技術を扱う際に、技術者倫理や情報倫理をもとにした倫理観によって判断・行動する

ことができる。
　ｂ　�情報理工学の学びで得た知識やスキル、問題発見・問題解決能力を、積極的に社会や人類の平和と幸福のために活

用する気概を有する。
　ｃ　�情報理工学関連の科学技術について、その進展の速さを理解しており、最新の内容を常に学び続けて自身の専門性

を磨き続けるための気概を有する。

カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）に掲げる目標を達成するために、以下の演習科目および講義科目を
開講する。プログラミング演習科目や実験科目などの学部専門必修科目によって、学生の体系的学びの根幹を形成する。
そして、専門必修科目から発展する特徴を持つもしくは需要のある専門分野・領域の履修コースを1つないしは複数を選
択させることを通じて、当該コースの専門分野を深く学ばせる。さらに特別研究科目によって高度な専門知識と応用力の
育成を重点的に行う。そのために、以下のカリキュラムポリシーに従った体系的な教育課程を編成する。
　カリキュラム（教育課程）については、ナンバリングやカリキュラム・マップ等を用いて、その体系性や構造を明示する。
カリキュラム（教育課程）の教育成果を自己点検・評価することで、カリキュラム（教育課程）の適正化を図る。

　教育内容、教育方法、学修成果の評価については、以下のように定める。



教育内容および教育方法
■専門分野の知識とスキル
　ａ　�1年次の専門教育科目において、情報理工学の基礎としてコンピュータの一般的な概念と動作原理、及び数理的解

釈の概念を理解する。また、情報技術の歴史を知るとともに、情報理工学の全体像についての概要を幅広く学び、
専門分野として扱う各科目内容の位置付けや関係性を知る。これらにより、他の様々な専門教育科目を理解するた
めの知識の根幹を作る。

　ｂ　�1年次から2年次前半にかけてのプログラミング演習科目を通じて、基本的なコンピュータ・プログラム作成の知
識とスキルを身に付け、応用的なプログラム作成への基礎を固めるとともに、各専門教育科目で学ぶ内容に対して、
自らがプログラムの作成を通じて確認出来るための知識とスキルを身に付ける。これらによって、他の様々な専門教
育科目を理解及び実践するためのスキルの根幹を作る。

　ｃ　�2年次の実験科目を通じて、コンピュータのハードウェア・ソフトウェア・ネットワークの動作原理、及びそれらを
利用する人間の基礎特性について、実践的な取組によって理解し、それらを確認するための基礎的な実験スキルを
身に付ける。これにより、プログラミング以外の手段による他の様々な専門教育科目の理解及び実践のためのスキ
ルの根幹を作る。

　ｄ　�3年次前半のプロジェクト演習科目にて、特定のテーマに沿った長期的な実験・開発プロジェクトに従事し、より実
践的で高度な専門性を身に付けるためのスキルの根幹を作る。

　ｅ　�ａからｄで得られた知識およびスキルの根幹から発展する専門教育科目を多数置き、それらのなかから特徴もしく
は需要のある分野・領域に即した体系的な科目群を履修コースとして複数設定する。学生はいずれかのコースに沿っ
た専門教育科目を修得することで、当該コースに関連する分野・領域の体系的な深い知識及びスキルを身に付ける。
また、各科目はいずれかのコースにのみ設定されるのではなく、コース間で重複設定されることから、学生が複数の
コースを選択することも可能とする。複数のコースを選択した場合は、それぞれのコースが体系的であると同時に
分野横断的な形での深い知識及びスキルを身に付けることが可能となる。自主的なコース選択により、選択した
コースを中心として展開した専門知識とスキルを身に付ける。

　ｆ　�3年次後半から4年次にかけての特別研究科目を通じて、情報理工学に関する研究テーマを定めて研究に取り組
み、それまでの専門知識及びスキルを総動員して発展させることで、さらなる深い知識及び実践的な研究・開発ス
キルを身に付ける。

■汎用的知識とスキル
　ａ　�1年次の専門教育科目において,� 情報技術の歴史や情報理工学の概要を知るとともに、共通教育科目の様々な科目

を修得することで、情報理工学と他の自然科学、また人文科学や社会科学との関係について理解し、社会における
情報技術の位置付けや今後の発展の方向性について理解する。

　ｂ　�数学をはじめ、プログラミング教育科目を含む様々な専門教育科目の修得を通じて、科学的な物事の考え方を理解
し、数理的かつ論理的な物事の考え方を身に付ける。

　ｃ　�実験科目のレポートや各種専門教育科目におけるレポート、特別研究科目での卒業研究論文の執筆を通じて、定量
的・定性的な情報の示し方及び客観的視点でのレポートのまとめ方について修得する。

　ｄ　�各種演習・実験科目及び特別研究科目によって得た知識とスキルをもとに、技術的課題や社会的課題の解決のため
にこれらを利用・応用する力を身に付ける。もしくは新たな科学技術や価値を創造する力を身に付ける。

　ｅ　�プロジェクト演習及び特別研究科目によって、IT機器を活用した効果的なプレゼンテーションを行うための知識及
びスキルを身に付ける。

　ｆ　�共通教育科目の英語科目の修得、及び様々な専門教育科目で学ぶ英語の専門用語やそれらを含む英語の運用方法な
どを通じて、英語での基本的なコミュニケーション能力を身に付ける。

■態度・志向性
　ａ　 1年次の幾つかの専門教育科目及び特別研究科目を通じて、情報倫理や技術者倫理を理解して倫理観を養う。
　ｂ　�1年次の幾つかの専門教育科目及び特別研究科目を通じて、専門の学びで得た知識やスキル、問題発見・問題解決

能力を積極的に社会や人類の平和と幸福のために活用する気概を育む。
　ｃ　�専門教育科目全てを通じて、情報技術の進展の速さと社会の変化について理解し、最新の科学技術及び社会事情に

ついて常に学び続けて専門性を磨き続ける気概を育む。

学修成果の評価
　各科目の学修成果の評価は、各科目のシラバスに定める成績評価方法により行う。



情報理工学部の教育目標
　情報理工学部の教育目標は、「情報理工学の高度な知識・スキル・応用力と情報に関わる高い倫理観を有し、これらを活
かして進展著しい情報化社会の最先端領域に立ち、新しい社会の創造に積極的に携わる人材を養成すること」である。

各コースの体系的学びの概要
【ネットワークシステムコース】
コンピュータネットワークやαーバコンピュータڥなどITΠンフラの設ܭ・開発・運用に関する基礎理論や基൫技術の
知識を習得するとともに、実践的な取組を行ってΠンフラ系技術者としての素養と技能を持つための科目を中心とした体
系的学びをఏڙする。

【情報セキュリティコース】
ネットワーク、ハードウェア、ソフトウェア、Ϣーβ（人間）のそれぞれに関するηキュリティの基本概念や理論を理解し
て、ݱ実にىこる۩体的なηキュリティ問題について実践的に学ぶことを目的とし、そのために必要な基൫知識・技術を含
めた情報ηキュリティに関する体系的学びをఏڙする。

【データサイエンスコース】
いわΏる人工知能の技術の֩である機ց学習と、Ϗッグデータ解ੳのための様々な数学を基礎とし、۩体的なデータॲ理
手法とϝディアデータやϏッグデータの解ੳ・マΠニング（ू積されたデータから有用な情報をந出するૢ作）までの体系
的学びをఏڙする。

【ロボットインタラクションコース】
おআロϘットやドローン、自動運సंなども含め、人ܕとはݶらない様々な形ଶのロϘット・機器と人との対手法及び
その設ܭやカスタマΠζについて取り্げる。ϢーβΠンタフェースやΠンタラクションに関連する科目を中心に、実践的
なΠンタラクションデβΠンの科目などを通じて、今後の社会の様々な場໘で利活用されるロϘットや機器と人との関係を
デβΠンするための体系的学びをఏڙする。

【コンピュータ基盤設計コース】
コンピュータシステムを構成するハードウェア、ソフトウェア、ネットワークのそれぞれの理論的概念と基൫技術、設ܭを
含めた実践的技術について取り্げる。それら基൫の重要性を理解した্で、各種ソフトウェア技術や情報システムの要
素技術を設ܭ・開発し、またಋೖやカスタマΠζを行うための体系的学びをఏڙする。

【組込みシステムコース】
IPT機器や情報Ոిなどを含めた組ࠐみシステムに関する基礎理論や基൫技術について学ぶことを目的とする。アナログ・
デジタル྆໘でのճ࿏設ܭのための基礎理論、ηンシング・৴߸ॲ理技術にՃえ、組ࠐみコンピュータによる機器設ܭと
開発、及びそこで動作するソフトウェア設ܭ・開発までを実践的に行うための体系的学びをఏڙする。

【デジタルファブリケーションコース】
デジタルフΝϒリケーション機材を活用した新たなものͮくりύラμΠムを実践することと、最新の組ࠐみコンピュータ事
情を౿まえたిࢠ機器のプロトタΠピングを中心にとり্げ、IPT機器やウェアラϒル（XFBSBCMFɿ人体にண可能な）コ
ンピュータ、スマートڥ向けデバΠスの設ܭなどを実践的に行う。それらにより、実ੈքの「Ϟϊ」と連携する応用的な
情報技術とデβΠンについての体系的学びをఏڙする。

【脳科学コース】
人間のや身体のಇきをはじめとし、生物の情報ॲ理の組みを含めた科学的な深い知識の習得、またそれらとコン
ピュータシステムとの連携について理解できる素養を身に付けることを目的とする。そして、実践的な活動・生体৴߸の
ଌ技術や認知科学・生理学などの学問分野とコンピュータ技術の྆方の教育を通じて、科学及びその応用についてのܭ
体系的学びをఏڙする。



【メディア処理技術コース】
$(やԻ、ը像、文8、ࣈFCなどの各種情報ϝディアの基礎理論や基൫技術、そのデータを生成・認識するための要素技
術を中心に、73�"3システムや8FCαーϏスなどのϝディアॲ理技術を౷合化した応用システムの設ܭ・開発までの体系
的学びをఏڙする。

【情報システムコース】
従来からある一般的なا業や組৫で利用される情報システムの設ܭ・開発・運用の技術者の育成を定しており、システ
ムを構成するハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク、データϕースなどの基൫知識や基൫技術、またソフトウェア工
学などの情報システムの設ܭ・開発・運用に関する内容など、情報システムに関連する体系的学びをఏڙする。





Contents  ◆  情報理工学部  ◆
◆教学の理念

◆情報理工学部のポリシー

◆情報理工学部の教育目標

ཤमཁ߲ͱཤमཁ߲ผΨΠド��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu�a-1
େֶ͔Βͷ࿈བྷ߲ࣄ��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu�a-2
ֶੜ証��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu�a-3

◆履修一般事項
ηメスλー੍��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu�a-6
ɹֶͱηメスλー੍
ɹ։ࣜܗߨ
ɹ։ܗߨଶ
授業Պͱ୯Ґ੍��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu�a-7
ɹ授業Պ
ɹ୯Ґ੍
ཤमొ��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu�a-8
ɹཤमܭ画
ɹཤमొ
ɹཤमొͷྲྀΕ
ɹཤमొํ๏
ɹ8FCཤमొఔ
ɹཤमొ୯Ґͷ੍ݶ
ɹཤमొͷҙ߲ࣄ
ɹཤमΨΠμϯス
ɹཤमதࢭʢドϩοϓʣ੍ 
授ɹ業��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu �a-13
ɹ授業ؒ࣌
ɹग़੮ͷॏཁੑ
ɹٳɹߨ
ɹิɹߨ
ɹΦϑΟスΞワー
試ɹ験��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu �a-15
ɹ試験ͷछྨ
ɹ定期試験
ɹ試験
ɹྟ࣌試験
ɹ試験ʹؔ͢Δҙ߲ࣄ
ɹड験ʹͯ͠ࡍͷΞドόΠス
ֶ業��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu �a-18
ɹධՁͱ
ɹൃද
ଔɹ業��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu �a-20
ɹଔ業ཁ݅
ɹଔ業࣌期
ɹଔ業ͷԆ期
ɹଔ業ࠐݟ証໌ॻͷൃߦʢ�・�ηメスλーੜʣ

◆学　籍  ················································ a-21

◆単位互換制度  ······································ a-29

◆教育課程

ཤमن定��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu �b-2
ҭՊ��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuڭ௨ڞ �b-4

Պ��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuޠҭͷඞमӳڭ௨ڞ �b-26
ӳޠʹΑΔՊ��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu �b-26
��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuֶཹֶࡏ �b-29
ւ֎Πϯλーϯγοϓ��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu �b-33

◆規　程
業େֶɹֶଇʢൈਮʣ��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu�c-3࢈ژ
ఔ��uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuن業େֶɹཤम一ൠ࢈ژ �c-11
ఔ��uuuuuuuuuuuuuuuuuن業େֶɹֶ੶ʹؔ͢Δ࢈ژ �c-13

履修方法

専門教育科目の履修について  ···················b-13

グローバル・サイエンス・コース（GSC）  ···b-21

グローバルな学び（GET）

図書館司書課程 ········································b-35学芸員課程 



a-1

履 修 要 項

　履修要߲は、େ学での学修におけるルールや履修についてのنଇ、卒業に必要な୯位などを示して

います。ೖ学時にのみ付され、卒業するまで用しますので掲ࡌ内容をख़ಡのうえ、େにอし、

活用してくͩさい。

　なお、掲ࡌ事߲に変ߋが生じた場合は、履修ΨΠμンスまたはిࢠ掲示൘104Tでお知らせしま

す。

履修要項別冊ガイド

　履修要߲別ΨΠドは、当該年度に必要な学修における情報をఏڙすることを目的に付していま

す。

　当該年度に開講される授業科目や履修ొ手続きなど、学修に必要なৄࡉ情報、年間のスケジュー

ル等を掲ࡌしています。

　自らのॆ実した履修ܭըのࡦ定に、ೖ学時に付された履修要߲とซせて活用してくͩさい。

教職໔ڐঢ়取得ر者は、教職課程ΨΠμンスにおいて付される

「教職課程履修要߲」もซせて活用してくͩさい。
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大学からの連絡事項
1．電子掲示板ＰＯＳＴ
　େ学からの連བྷ事߲は、ి 。掲示൘104Tで達しますࢠ
　ύソコンやスマートフΥン等から１日に１回は必ずアクセスして、必要な情報をಀさずに確認する習׳をつけてくͩさ
い。

〔主な伝達事項〕
　 連བྷ事߲ٸۓ
　 等の授業情報ߋ講・ิ講・教ࣨ変ٳ
　 定期ࢼ験・レポートࢼ験の情報
　 各種行事の情報
　 人に向けた情報ݸ出等、学生ݺ

〔電子掲示板POSTへのアクセス方法〕
　ᶃ�本学のトップϖージを開く
　ᶄ�トップϖージの「ࡏ学生の方」をクリック
　ᶅ「104Tへの-PHJO」をクリック
　ᶆ�本学発行の「ϢーβI%」と「ύスワード」をೖ力
　電子掲示板POST URL ：https://portal.kyoto-su.ac.jp/portal/
　携帯電話版URL ：https://portal.kyoto-su.ac.jp/portal/ktop.do
　スマートフォン版URL ：https://portal.kyoto-su.ac.jp/portal/sptop.do

【休講・補講情報、教室変更情報　検索】
。できますࡧは、履修している科目ͩけではなくすての情報を検ߋ講・ิ講及び教ࣨ変ٳ
。新しますߋ講・ิ講情報は1�分ຖに̍ճٳ

【試験情報　検索】
。できますࡧから情報を検ࠒの1�前࢝験期間開ࢼ

2．掲示板（紙掲示）
。でେ学からの連བྷ事߲を達する場合もあります（掲示ࢴ）掲示൘104T以外に、学内に設置されている掲示൘ࢠి　

〈携帯電話版〉 〈スマートフォン版〉

認証画面
ID・パスワード入力

メニュー画面
授業情報 授業掲示一覧URL入力

認証画面
ID・パスワード入力

メニュー画面
授業情報

定期試験検索
レポート試験検索URL入力

。掲示൘104Tでお知らせした内容は、प知されたものとみなしますࢠి
。掲示൘104Tを見なかったために生じるෆ利ӹは、学生本人のとなりますࢠి
また、掲ࡌ後、内容が変ߋされる場合もありますので、ి ׳掲示൘104Tを̍に̍ճはνェックする習ࢠ
およびొߍの際は必ず学内に設置されている掲示൘（ࢴ掲示）に目をとおす習׳をつけてくͩさい。
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学生証
1．学生証
　学生ূは本学学生としての身分をূ明するେなものです。学内外を問わず常に携ଳし、ฆࣦや౪等がないように
ҙしてくͩさい。なお、学生ূは、ࡏ੶期間中ܧ続して用しますのでେに扱ってくͩさい。

ʪද໘ʫ ʪཪ໘ʫ

キョウサン　　ハナコ 

京産　花子

2019 . 4 . 1
2019 . 4 . 1

2023年 月 日

　卒業ཹ年およびٳ学等の事༝により、ࡏ੶期間をԆ長する場合は、教学ηンターで必ずߋ新手続き（࣓気のॻえ、Ԇ
長する有効期間をࡌهしたシールの取得）を行ってくͩさい。

〔学生証番号〕
　本学にೖ学をڐ可された人に学੶൪߸を付与し、これを学生ূ൪߸とします。この学生ূ൪߸はࡏ੶中も卒業後も変わ
りませΜ。本学でのすての事手続きはこの学生ূ൪߸でॲ理されますので、学生ূ൪߸を間ҧえないようにҙして
くͩさい。

〔顔写真〕
付の手続きをަ࠶者から見て本人確認が行えないと判断される場合は速やかにࡾਅは本人確認に利用されます。ୈࣸإ　
とるようにしてくͩさい。特に定期ࢼ験やレポートఏ出の際はҙしてくͩさい。

〔こんなときには学生証が必要です！〕
ᶃ授業に出੮するとき
ᶄࢼ験をड験するとき
ᶅ各種ॻ類等をఏ出またはडけ取るとき
ᶆ図ॻؗで本をआりるとき
ᶇ学内ࢪ設を利用するとき
ᶈ通学定期݊をߪೖするとき
ᶉ学ׂ、各種ূ明ॻの発行をडけるとき
ᶊ本学教職員からఏ示をٻめられたとき

【注意】学生証の取り扱いについて
ᶃ　学生ূを他人にି与、ৡしてはいけませΜ。
　�学生ূは本人以外、用できませΜ。他人にିしたりしてѱ用されると、େきなඃをडけることに
なりますので他人にି与、ৡしてはいけませΜ。
ᶄ　学生ূは、I$νップがࡌされた࣓気カードです。
　�࣓ 気がফえてしまうことがありますので、࣓ 気のڧい携ଳిやమಓなどのI$カード（定期݊）と�
一ॹにอしないようにしてくͩさい。
　また、学生ূ内のI$νップがഁଛすると、ݐ物へのೖؗの際など、データがಡみ取れなくなります。
　ഁଛによるަ࠶付には1,���ԁの手数ྉが必要となります。
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2．学生証の再交付および返還
〔学生証の再交付〕
　学生ূをฆࣦ、ഁ ଛຢはԚଛしたときは、ちに教学ηンターでަ࠶付の手続きをしてくͩさい。
̏、付手続き後、新しい学生ূはަ࠶　 後にަ࠶付します。ަ࠶付の手続きには、手数ྉ1,���ԁとূ明ࣸਅ（カラー、ॎ
̐DNʷ横̏DN、্ 半身、ແ、正໘向き、̏ カ݄以内にࡱӨしたもの）が必要です。
　なお、໊ࢯ変ߋ等により学生ূのࡌه事߲に変ߋが生じた場合は、ݱ学生ূとҾえにແྉでަ࠶付します。たͩし、
ূ明ࣸਅは必要としますのでఏ出してくͩさい。

注意！　 学生証を紛失（盗難等）した場合は、悪用される恐れがありますので、必ず最寄りの警察署に届け出てくださ
い。

〔学生証の返還〕
　卒業、ୀ学ຢはআ੶により本学の学੶をれるときは、学生ূを必ず教学ηンターにฦؐしてくͩさい。
　なお、卒業時には、学位ه授与の際にฦؐしていたͩきます。
。学生ূを教学ηンターにฦؐしてくͩさいچ、学生ূがみつかったときはچ、付をडけた学生で、後ަ࠶　

3．仮学生証
̑、験ड験時には学生ূが必要です。当に学生ূをれた場合はࢼ　 ߸ؗ教員 （ࣨ定期ࢼ験期間中のみ）または1�߸ؗ
教学ηンターで「Ծ学生ূ」のަ付をडけてくͩさい。
　Ծ学生ূは、発行当にݶり学内でのみ有効で、ࢼ験以外の目的で用することはできませΜ。
　年間̑ճまでަ付します。
　なお、用後のԾ学生ূは、教学ηンターにฦ٫してくͩさい。

4．現住所等の登録および通学証明書
　104T学内リンクから「ॅݱॴおよび通学۠間ਃ」を選び、必要事߲をೖ力してくͩさい。
　通学定期݊ߪೖ時には、本学発行の通学ূ明ॻが必要になります。通学۠間等をೖ力後、"̐用ࢴにプリントアウトした
ものを教学ηンター（1�߸ؗ̍֊）へ持ࢀし、通学ূ明ॻ発行の手続きを行ってくͩさい。
　たͩし、ژバスについては、本学発行の通学ূ明ॻはෆ要です。ަ 通機関૭ޱにඋ付けのॴ定様ࣜにهೖし、通学定
期݊をߪೖしてくͩさい。

注意！　 通学区間の申請は自宅から大学までの合理的かつ効率的なルートに限ります。また、大学に届出ている現住
所以外からの申請は認めません。

　　　　 なお、通学区間等については、大学への交通アクセス対策の検討材料としても使用します。通学証明書の申
請有無に関わらず、全員必ず登録してください。

　　　　 現住所を変更した場合は、速やかにPOST「現住所および通学区間申請」から住所変更および交通手段・区
間の変更手続きをしてください。
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履 修 一 般 事 項
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セメスター制
1．学年とセメスター制
　本学では、̍ つの学年をय़学期とळ学期に分け、学期（̍つのηϝスター）͝ とに୯位を修得し、̔ ηϝスター（̐年間）
を積み重Ͷて卒業要件を満たす、ηϝスター੍をとっています。
　また、授業科目については、履修 「্年次」を用いて当しています。
　「年次」は、୯७にೖ学年度からの年数をカウントし、ٳ学期間や修得୯位数を考ྀしませΜ。これらの関係を図に示す
と次のようになります。

य़ֶ期
ୈ�ηメスλー

ळֶ期
ୈ�ηメスλー

य़ֶ期
ୈ�ηメスλー

ळֶ期
ୈ�ηメスλー

य़ֶ期
ୈ�ηメスλー

ळֶ期
ୈ�ηメスλー

य़ֶ期
ୈ�ηメスλー

ळֶ期
ୈ�ηメスλー

�  ࣍ �  ࣍ �  ࣍ �  ࣍

ɿٳ学等によりࡏ学しない期間は、年次は進みますがηϝスターは進みませΜ。
　　その年次に୯位を修得しなければ্ڃ年次に進ڃできないということはありませΜ。

2．開講形式
　各授業科目は、次の̏つのうち、いずれかの開講形ࣜをとっています。

ֶ期݁
�य़学期もしくはळ学期の半年間で授業が݁される。
成績評価および୯位認定は各学期͝とに行われる。

ֶ期࿈݁

��य़学期・ळ学期をܧ続して授業が行われる。
成績評価はय़学期は定点（中間点）として評価され、ळ学期ऴྃ時にय़学期・ळ学期の成績を総合評
価して୯位認定が行われる。
य़学期のみもしくはळ学期のみٳ学やࡏ学ཹ学する場合は、成績評価および୯位認定はされない。

௨ɹɹ

�य़学期・ळ学期をܧ続して授業が行われる。
基本的に、य़学期ऴྃ時での成績評価は行われず、य़学期・ळ学期の成績を総合評価して୯位認定さ
れる。
たͩし、定点（中間点）がެදされる場合もある。
य़学期のみもしくはळ学期のみٳ学やࡏ学ཹ学する場合は、成績評価および୯位認定はされない。

3．開講形態
　通常、一つの講義は、ि̍ճ��分̍時ݶで行われます。
　また、授業を効果的に行うため、科目によっては次のように開講されるものがあります。

ෳ։ߨՊ
�̍ ि間に同じ講義内容を複数ճ܁りฦして行われる科目をいいます。
ຖ年、履修者数が多い科目を、多くの学生が履修できるように、िに数ճ開講しています。

࿈ଓٛߨՊ
��授業の効果をあげるため、同一༵に連続した時ݶ（ʤྫʥ݄ 3・4時ݶ連続）で行われる場合と、
ҟなる༵（ʤྫʥ݄ 3・ۚ2）で行われる場合があります。
該当する時ݶをすて履修しなければなりませΜ。

ϦレーٛߨՊ 一つの講義を୲当者が複数໊でҾきܧいで行う科目をいいます。
ूதٛߨՊ 授業の効果をあげるため、一定期間にू中して行われる科目をいいます。
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授業科目と単位制
1．授業科目
　本学の授業科目は次のいずれかにࢦ定され、各年次に当されています。

ඞ म Պ 
ʲඞͣमಘ͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍Պʳ
この科目の୯位がະ修得の場合は、卒業要件୯位数を修得していても、卒業することができま
せΜ。

બඞमՊ
ʲಛ定͞Ε͍ͯΔՊͷத͔Β一定ͷ୯ҐΛඞमͱ͢ΔՊʳ
この科目も、必修科目と同様にະ修得の場合は、卒業要件୯位数を修得していても、卒業する
ことができませΜ。

બ  Պ  ʲಛ定͞Ε͍ͯΔՊͷத͔Βࣗ༝ʹબΜͰཤमͰ͖ΔՊʳ

ࣗ༝（ਵҙ）Պ
ʲॴଐ͢Δֶ෦ͷڭҭ՝ఔҎ֎ͱͯ͠औΓѻΘΕΔՊʳ
୯位修得があっても卒業要件୯位にॆ当されませΜ。

2．単位制度
　େ学における学修は、୯位੍で行われています。

〔単位制〕
　୯位੍とは、修業年ݶ（最̐年間）中に、卒業に必要な୯位数を修得する੍度です。

〔単位とは〕
　すての授業科目に、୯位数を設定しています。
　୯位とは、科目を修得するために必要な学修量（時間）を数値でදしたものです。
　本学では、授業時間ͩけではなく、事前・事後学習等教ࣨ外での自主学修も含めた4�時間の学修時間をもって̍୯位と
定めています。事前・事後学習の内容については必ずシラバスで確認してくͩさい。

〔授業時間と単位〕
　本学では、̍ 時ݶ��分の授業が年3�ि（य़学期1�ि、ळ学期1�ि）行われます。୯位数は、��分（̍時ݶ）の授業時間を
̎時間相当の学修時間とみなし、事前・事後学習もあわせた時間で設定されています。

考え方（例）

̎୯位の講義・演習科目
લֶशࣄ
ؒ࣌�

ि�ճ授業
ؒ࣌�

शֶޙࣄ
ؒ࣌� ʜ� ʢ̒ؒ࣌ʗिʣ̫ ���ʢिؒʣ�ʹؒ࣌����ʹ�̎୯Ґ

授業̍ɿ自主学修̎

̍୯位の実験・実習科目
ि�ճ授業
ؒ࣌�

शֶޙࣄ・લࣄ
ؒ࣌� ʜ� ʢ̏ؒ࣌ʗिʣ̫ ���ʢिؒʣ�ʹؒ࣌����ʹ��୯Ґ

授業̎ɿ自主学修̍

　˞学期連݁の開講形ࣜをとる授業科目や連続講義科目については、্ 。してくͩさいࢉܭの考え方をഒにしてه

ɹଔ業จ・ଔ業ڀݚ・ଔ業੍࡞ͷ授業Պ
　�　学修の成果を評価して、୯位を授与することが適と認められる場合に、これらに必要な学修を考ྀのうえ୯位が与
えられます。

〔単位の認定〕
　履修ొを行い、その授業科目を履修し、ࢼ験に合 （֨��点以্）することにより、୯位が与えられます。
　たͩし、その授業科目が開講されている期間の学期までࡏ学している必要があります。
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履修登録
1．履修計画
　େ学における学修の特徴は、自ら学びたい領域や分野を決め、多くの授業科目から関連する科目を選択し、決定すること
にあります。
　େ学での学びをॆ実したものとするため、科目選択にあたっては、自分の好きな科目をԿの関連もなく自༝に選択するの
ではなく、ೖ学した学部・学科の特৭や特性、自分のক来の進࿏等を考ྀし、自身の学びの向্に必要な科目を中心に履
修ܭըを立てましΐう。「̍年次の自分は、どΜな科目を履修するきか」、「ক来の目標を実ݱするためには、どのくらいの
ϖースで履修するきか」、「ड講科目には、どれくらいの学習時間が必要なのか」等の目҆をѲすることで、系౷的・段
֊的な学びが可能になります。
　履修ܭըの作成にあたっては、履修要߲やシラバス、科目ナンバリング一ཡの΄か、各学部で実ࢪされるΦリΤンテー
ションや履修ܭը相ஊへのࢀՃで得られる情報がࢀ考になります。必ず出੮し、各学部・学科のカリキュラムの特徴を理
解したうえで、履修ొを行うようにしましΐう。

［履修計画の作成手順］
　ᶃ�ΦリΤンテーションにࢀՃし、履修要 （߲本ࢠ）で卒業に必要な୯位（専門教育と共通教育、必修・選択必修の۠分
等）、̍ 学期で履修可能な୯位数、そのための学修時間をѲする。

　ᶄ�履修ܭը相ஊ会等で、シラバス、科目ナンバリング一ཡ等をࢀরしながら、自身のڵຯ関心や進࿏にあった履修ܭը
を相ஊする。

　ᶅ�履修要߲別ΨΠド、カリキュラムマップ等をࢀ考に、各年次で履修できる科目をѲし、卒業までのプラン（履修ܭ
ը）をඳく。

2．履修登録
　履修ొは、自らの履修ܭըに基ͮき、授業科目について履修（授業をडける）のҙࢥද示をすることであり、学修のス
タート点になります。履修要߲別ΨΠド、時間ׂද等を活用して履修ొを行いましΐう。
　なお、履修ొを行っていない授業科目をड講することはできませΜ。
　また、履修ొを行わない場合には、修学ҙࢤがないものとしてআ੶（B�23ϖージ）となります。Կらかの事情で履修ొ
ができない場合には、履修ొ期間内に学部事ࣨの૭ޱで相ஊしてくͩさい。

3．履修登録の流れ

授業への出席

履修計画の作成

履修要項、科目ナンバリング一覧、シラバス等を参考に、系統
的・段階的な学びを意識した４年間の履修計画を策定する。

学部で実施される履修計画相談等
を積極的に活用しましょう。

大学での学修に慣れるまでの低年
次は、しっかりと予習や復習する時
間を考えて授業を登録しましょう。
予習復習を十分に行うことで授業
がしっかり理解でき、確実な単位修
得につながります。

授業への出席は大変重要です。必
ず初回授業から出席してください。
シラバスに掲載されている評価方
法が期末テスト100％と書かれて
いても、授業回数の３分の２以上を
出席しなければなりません。

［必ずチェック］
・履修要項
・Webシラバス
・科目ナンバリング一覧
・履修要項別冊ガイド
・時間割表
・Web履修登録エントリーガイド

履修登録

シラバスで授業内容や事前・事後学習の内容を確認し、時間割
表に照らし合わせて時間割を組む。

【Web履修登録】
（１）クラス指定科目(語学科目等)の曜日時限を確認
（２）①必修→②選択必修→③選択科目の優先順位で登録
　　　※履修制限科目を含む
（３）履修制限科目の抽選結果を確認
（４）履修登録の確認・確定

※履修登録期間最終日までにWeb履修登録画面を必ず確認し、
エラーがあれば修正してください。
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履修計画の作成、履修登録にはシラバス、科目ナンバリング一覧を活用しましょう！
［シラバス］
　େ学での学修は、୯に授業に対してडけ身の࢟でྟむのではなく、自ら履修ܭըを立て、自分の立てたܭըの中で授
業や४උ学習（༧習・෮習）を位置ͮけ、授業の౸達目標を達成していくことが重要です。それらをࢧえ、手Ҿॻとして機
能するものがシラバスです。
　シラバスには、各授業科目の「内容・実ܭࢪը、४උ学習（事前・事後学習）の内容、౸達目標、授業で身に付く力、履
修্のҙ、必要教材、評価方法」等がࡌهされています。
　シラバスにはେきくわけて̎つの利用方法があり、̍ つは、履修ܭըの作成や履修ొの際、どのような授業をडけるか
を決めるために活用するものです。シラバスにࡌهされている各科目の授業概要、४උ学習（事前・事後学習）、身に付く
力等に目をとおし、େ学で特に学びを深めていきたい分野の科目、自身が৳ばしたい能力を身に付けられる科目、同時に学
ぶことで学びの相効果につながる科目の選択等に活用してくͩさい。
　̎つめの活用方法は、々の授業の༧習・෮習に立てるものです。シラバスを活用することによって、「今ճの授業が
全体の位置ͮけではどうなっていたのか」、「次ճはどういう内容で、どのような学習の४උが必要なのか」等を確認し、教
科ॻやࢀ考図ॻとしてあげられているものに目をとおす等、༧習・෮習に立てることができます。

シラバスは、େ学ϗームϖージでެ開されています。
IUUQT ���TZMMBCVT�LZPUP�TV�BD�KQ�TZMMBCVT@TFBSDI�

［科目ナンバリング］
　科目ナンバリングは、各授業科目の分野やレϕル等を特定のه߸で分類することで、カリキュラムの体系性を明示する
ものです。
　େ学では、授業科目をつまみ৯い的に（຺ུもなく）履修しても、その学問分野の内容を深く理解することはࠔです。
科目ナンバリングを活用することで、体系的に学修していくためにはどの科目から学修していけばよいかがわかるようにな
り、ॱ 次性のある履修ܭըの作成が可能となります。
　時間ׂを作成する段֊においても、୯に必修科目か選択科目かといった視点からͩけではなく、自身がرする進࿏や
ຯ関心をもとにナンバリング一ཡදから分野を選び、қ度を確認しながら科目を選択することで、ແ理なく学びを深めڵ
ていくことができます。
　さらに同じ分野・қ度に含まれる科目を同時に学ぶことで、学びの相効果も期できます。ྫ えば、専門用語のҙຯ
を理解しやすくなったり、ある授業科目ではわかりにくかった内容が、ۙ 領域にある別の授業科目を学ぶことで新たな視
点からの気付きがもたらされたりするからです。

科目ナンバリングの一ཡは、େ学ϗームϖージでެ開されています。
IUUQT ���TZMMBCVT�LZPUP�TV�BD�KQ�TZMMBCVT@TFBSDI�

科目ナンバリングの見方（ྫɿ法学部）

4 
 

᫆ᗘࢆ☜ㄆࢆ┠⛉ࡽࡀ࡞ࡋ㑅ᢥࡃ࡞⌮↓ࠊ࡛ࡇࡿࡍᏛࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡃ࠸࡚ࡵ῝ࢆࡧ�

ᮇᚅ࡛ࡶຠᯝ┦ࡢࡧᏛࠊ࡛ࡇࡪᏛྠࢆ┠⛉ࡿࢀࡲྵศ㔝࣭㞴᫆ᗘࡌྠࡽࡉ

ࡃࡾࢃࡣ࡛┠⛉ᤵᴗࡿ࠶ࠊࡾࡓࡗ࡞ࡃࡍࡸࡋゎ⌮ࢆពࡢᑓ㛛⏝ㄒࠊࡤ࠼ࠋࡍࡲࡁ

ࡓࡶࡀࡁẼࡢࡽどⅬ࡞ࡓ᪂࡛ࡇࡪᏛࢆ┠⛉ᤵᴗࡢูࡿ࠶㏆᥋㡿ᇦࠊࡀෆᐜࡓࡗ

�ࠋࡍ࡛ࡽࡿࡍࡾࡓࢀࡉࡽ

�

�ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࡉබ㛤࡛ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍Ꮫࠊࡣぴ୍ࡢࢢࣥࣜࣂࣥࢼ┠⛉

https://syllabus.kyoto-su.ac.jp/syllabus_search/�

�

�ぢ᪉㸦㸸ἲᏛ㒊㸧ࡢࢢࣥࣜࣂࣥࢼ┠⛉

�

ͤศ㢮ࡸᤵᴗࡢゝㄒࠊࡣ㛤ㅮᏛ㒊ࡀࢢࣥࣜࣂࣥࢼࡾࡼタᐃ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉሙྜࠋࡍࡲࡾ࠶�

�

�

㻶㻶 㼎㼍㼟 㻜㻡
学部番号 科目の分野 科目番号

㻶㻶㻩法律学科 㼟㼑㼙㻩総合演習 難易度㻡　高い
㻶㻼㻩法政策学科 㼘㼚㼓㻩外国語 難易度㻠

㼎㼍㼟㻩基礎法学 難易度㻟
㼜㼡㼎㻩公法学 難易度㻞
㼕㼚㼠㻩国際法学 難易度㻝　低い
㼟㼏㼏㻩社会法学
㼏㼞㼕㻩刑事法学
㼏㼕㼢㻩民事法学
㼜㼛㼘㻩政治学
㼛㼠㼔㻩他分野融合

㻞
科目の難易度
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4．履修登録方法
　履修ొする科目は、自ら決定し、ొ してくͩさい。
　履修ొは、य़学期とळ学期の学期࢝めに年2ճあり、定められた期間内に8FC্のシステム「8FC履修ొシステム」
で行います。
　たͩし、以下の科目は、履修ొ方法がҟなりますのでҙしてくͩさい。該当する科目や۩体的なొ方法について
は、「履修要߲別ΨΠド」にࡌه、またはిࢠ掲示൘104TにてҊ内しますので、よく確認してొを行ってくͩさい。

Ϋϥスࢦ定Պ 人数੍ݶ等の関係から、あらかじめࢦ定（༵時ݶをࢦ定）されたクラスで履修する科目
༧උొՊ 演習科目等、あらかじめืूを行い、ॻ類選考等により履修ొ者を決定する科目
ཤम੍ݶՊ 履修ొر者が多く、人数੍ݶの関係から、ந選等によりొをڐ可する科目

　ந選݁果やクラスࢦ定の݁果については、各自で各科目のࢦ示に従って確認してくͩさい。
　また、これらの݁果発ද後は、ొ の変ߋができない場合がありますので、よく検౼したうえでొするようにしてくͩ
さい。
　なお、履修੍ݶ科目等でམ選した場合のことも考えて時間ׂを組み立ててくͩさい。

5．Web履修登録日程等　　※履修要項別冊ガイドで日程を確認!!
〔Web履修登録〕
　履修ొを行うにあたっては、自分が修得しなければならない授業科目をよく理解し、事前にシラバスの内容（授業内
容、事前・事後学習の内容、科目ナンバリング一ཡ）を確認のうえ、系౷的・段֊的な学びをҙ識して、自らొを行って
くͩさい。

Web履修登録期間
　　य़学期ɿ݄̏下०ʙ݄̐ॳ०　　　　　ळ学期ɿ݄̕中०ʙ݄̕下०

〔履修登録の確認〕
　8FC履修ొのトップϖージから「履修ਃνェック」のϘタンをクリックしてද示される「ొ内容確認ද」ը໘にه
。されている科目が、実際にొされた履修科目ですࡌ
　履修ొを行った科目がすて正確にొされているか確認してくͩさい。
　（Τラーϝッηージのない科目も必ず確認してくͩさい。）
　確認後は、8FC履修ొ「ొ内容確認ද」ը໘から「ొ内容確認ද」をプリントアウトし、ొ 内容を確認後、「ొ
内容確認ද」はอしておいてくͩさい。

6．履修登録単位数の制限（キャップ制）
　̍学期間に履修ొできる୯位数には、্ 。が設けられていますݶ
　これは、୯位のաొを͙ことにより、履修ొした科目͝とに十分な学修時間（༧習෮習を含む̍୯位当たりに必
要な学修時間）を確อし、履修ొした科目の学修効果を高めることが目的です。
ըに基ͮき、しっかりと学修がでܭというҙຯではありませΜので、履修「୯位まで履修ొしなければならないݶ্」　
きる量の科目をొし、一つͻとつの科目の理解をより深めてくͩさい。
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7．履修登録の注意事項
ᶃ�ొ 期間をա͗ると、履修ొはできませΜ。ප気その他やむを得ない理༝で、ॴ定の期までにొ手続きができな
い場合は、事前に学部事ࣨにਃし出て、ࢦ示をडけてくͩさい。
ᶄ�य़学期の履修ొは、य़学期開講科目、学期連݁および通年開講科目が対となります。य़学期にळ学期開講科目を履
修ొすることはできませΜ。
ᶅ�ळ学期の履修ొは、ळ学期開講科目が対となります。
ᶆ�ळ学期履修ొ時に、य़学期にొした学期連݁科目および通年開講科目を変ߋすることはできませΜ。
　なお、ळ学期ٳ学やࡏ学ཹ学する場合、学期連݁および通年開講科目の履修ొはআされます。
ᶇ�複数開講科目を重複してొすることはできませΜ。
ᶈ�修得ࡁの授業科目を࠶度ొすることはできませΜ（科目໊が変ߋされた場合も同一科目扱いとなります）。
ᶉ�୯位ޓ科目を履修している学生は、୯位ޓ科目と本学履修科目の授業༵・時間ଳが重複していないか、Ҡ動時間
も考ྀのうえ確認してくͩさい。
ᶊ�その他、授業科目のৄࡉについては、「履修要項別冊ガイド」でよく確認してくͩさい。

8．履修ガイダンス
　履修ΨΠμンスでは、履修ొおよびその他の手続き等重要なઆ明を行います。当出੮できないということがないよ
う、事前に程を確認し、必ず出੮してくͩさい。

9．履修中止（ドロップ）制度
　履修中ࢭ（ドロップ）੍ 度とは、履修ొ確定後に、下ه理༝により履修を์غしたい場合、授業期間の్中に履修を中
。することができる੍度ですࢭ
　履修を中ࢭした科目のସわりに、その୯位数相当分の別の科目をొすることはできませΜ。
　また、履修を中ࢭした科目は、いかなる理༝があっても、その学期中の෮活はできませΜ。
　たͩし、履修を中ࢭした科目を、次学期以߱にվめて履修することは可能です。

〔履修中止が認められる理由〕
ᶃ授業をडけたものの、授業内容がษڧしたいものとҧっていた場合
ᶄ授業スピードについていけるͩけの事前知識がෆしていた場合
ᶅ্݈߁の理༝から履修科目をݮらしたい場合
ᶆその他、本学が特にやむを得ないと認めた場合

〔履修中止の願い出ができないケース〕
　履修を中ࢭすることにより、履修ొ科目のすてがなくなる場合は、履修中ࢭできませΜ。

〔履修中止の願い出ができない科目〕
　次の科目は、履修中ࢭのئい出ができませΜ。
ᶃळ学期における通年・学期連݁科目
ᶄ୯位ޓ科目（େ学コンソーシアムژ�等）
ᶅ教育実習
ᶆ教職実践演習
ᶇത物ؗ実習
ᶈΠンターンシップ科目
ᶉフィールドワーク科目
ᶊ外ࠃ語学部、文化学部、理学部の学生のみ、専門教育科目の必修科目
ᶋ共通教育科目のݴ語教育科目のうち、必修の科目
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ᶌ共通教育科目のキϟリア形成ࢧԉ教育科目のうち、ࢦ定された科目

〔履修中止の願い出〕　　※履修要項別冊ガイドで日程を確認!!
　履修中ࢭのئい出は、ॴ定の期間に8FCにてਃしてくͩさい。ئい出期間後のਃおよび履修中ࢭをਃした科目の
取ফは一認めませΜ。
　なお、履修中ࢭのਃ理༝やਃ者の修学ঢ়گにより、学部事ࣨから内容の確認を行う場合があります。ి 掲示൘ࢠ
104Tのݴまたは学部事ࣨからのిにより連བྷしますので、対応できるようにしておいてくͩさい。確認に応じない
場合には履修中ࢭのئ出をڐ可しませΜ。
　また、履修中ࢭのئい出後、履修中ࢭがڐ可された科目については、「8FC履修ొシステム」の「ొ内容確認ද」か
らআされますので、必ず点検・確認してくͩさい。

履修中止願い出期間
　　य़学期ɿ݄̑下०　　　　　ळ学期ɿ11্݄०
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授　業
1．授業時間
　本学の授業は、��分を̍時ݶとして行います。授業の時間ଳは下هのとおりです。

ݶɹɹ࣌ ɹɹؒɹɹଳ࣌
ୈ̍時ݶ ��ɿ��ʙ1�ɿ3�
ୈ̎時ݶ 1�ɿ4�ʙ12ɿ1�
ୈ̏時ݶ 13ɿ1�ʙ14ɿ4�
ୈ̐時ݶ 1�ɿ��ʙ1�ɿ3�
ୈ̑時ݶ 1�ɿ4�ʙ1�ɿ1�

2．出席および準備学習の重要性
　େ学での授業は高ߍまでとはҟなり、出੮の確認が行われないものがあります。しかし、それは決して出੮が自༝という
ҙຯではなく、出੮することはେ学での学修の前ఏ、すなわち当たり前と考えているからです。また、授業への出੮ͩけで
満せず、४උ学習（事前・事後の学習）にも取り組Μでくͩさい。େ学生活では、そのような主体的・自的な࢟がڧ
くٻめられます。
　また、授業は、教員と学生が人間的な;れあいをとおして学問を教え学ぶ場であり、学生生活の基本になるものです。
したがって、授業への出੮は重要であり、自主的な学問への୳究心なくしてその成果を期することはできませΜ。
　なお、定められた理༝により授業をܽ੮した場合は、ެ ܽ扱いとなります。ެ ܽに該当しないܽ੮の場合も、Φフィスア
ワー等を活用し、ܽ ੮分の学修を自らิう力をしてくͩさい。

〔公欠扱い〕
ᶃ�教職໔ڐঢ়取得に係る教育実習、հޢ等体験及び教職実践演習における研修ߍ実習のためܽ੮した場合
　� たͩし、հޢ等体験は、�をݶ度とする。
　� 教職課程教育ηンターにਃし出て、ࢦ示に従い手続きをする。
ᶄ�ത物ؗ実習のためܽ੮した場合
　� 教学ηンターへਃし出て、ࢦ示に従い手続きをする。

〔公欠の手続き〕
　ެܽ扱いの手続きは、事前ਃとします。
　事後のड付はしませΜのでҙしてくͩさい。

〔出席停止〕
　以下のいずれかに該当する場合、授業に出੮することはできませΜ。主࣏ҩから出੮可能の判断があるまではେ学にొ
ެ、せず、පӃまたは自でྍ養してくͩさい。たͩしߍ ܽには該当しませΜので、Φフィスアワー等を活用し、ܽ ੮分の
学修をิってくͩさい。
　ᶃ�学ߍอ݈҆全法ࢪ行نଇに定めるײછにጶױした場合
　ᶄ�学ߍอ݈҆全法ࢪ行نଇに定めるײછጶױのٙいによりҩྍ機関から出ࢭఀߍのࢦ示をडけた場合

　※学校保健安全法施行規則に定める感染症

ୈ一種

ΤϘラ出݂、クリミア・コンΰ出݂、ᚃ、ೆ ถ出݂、ϖスト、マールϒルήප、ラッα、ポリ
Φ、ジフテリア、重ٸ性ٵݺ器ީ群（ප原体がϕータ�4"34�コロナウΠルスଐ�4"34�コロナウΠル
スであるものにݶる。）、中౦ٵݺ器ީ群（ප原体がϕータ� 4"34（αーζ）コロナウΠルスଐ� .&34�
コロナウΠルスであるものにݶる。）、特定ௗΠンフルΤンβ（ײછの༧及びײછのױ者に対する
ҩྍに関する法にن定する特定ௗΠンフルΤンβをいう。）
。છײછ及び新ײ定ࢦ、છײΠンフルΤンβ等ܕの他、新ه্˞　

ୈೋ種 ΠンフルΤンβ（特定ௗΠンフルΤンβをআく。）、ඦ֏、ຑ、ྲྀ 行性ࣖ下થԌ（おた;くかͥ）、෩
、ਫ（みず΅うそう）、Һ಄݁ບ（プール）、݁ ֩、ບԌە性ບԌ

ୈࡾ種 コレラ、ەࡉ性ཀྵ、出݂性େײەછ、νフス、ύラνフス、ྲྀ 行性֯݁ບԌ、ٸ性出݂性
݁ບԌ、その他のײછ

〔その他〕
ᶃ̏ϱ݄以্ܽ੮しなければならない場合
　 学部事ࣨへਃし出て、「ٳ学ئ」をఏ出する。（学੶「ٳ学」をࢀর）
ᶄ授業への出੮
　 原ଇとして、授業ճ数の̏分の̎以্出੮しなければならない。
ᶅ४උ学習
　 シラバスࡌهの४උ学習に取り組まなければならない。
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3．休講
〔交通機関が不通・運転見合わせとなった場合の授業〕
ɹަ௨͕ؔػෆ௨・ӡసݟ߹Θͤͱͳͬͨ߹ɺԼهͷ௨ΓऔΓѻ͍·͢ɻ
　ᾇژ�ࢢӦバス、ژバス及びژࢢӦ下మが同時にෆ通（全໘ຢは部分を問わない。たͩし、一時的な運స見合
わせをআく。）の場合

　ᾈ�+3本（ژ発ணのࡏ来ઢ）、ిٸࡕమ（Տ原ொʙകా間）、ۙ 気మಓిࡕژ、（間ࣉʙେ和େژ）本మಓـ
（出ொ༄ʙཎڮ間）の̐ަ通機関のうち、̏ 以্のަ通機関が同時にෆ通（ී通ి （ं各Ӻఀं）のみ運సの場合
を含む）（全໘ຢは部分を問わない。たͩし、一時的な運స見合わせをআく。）の場合

˞該当ަ通機関での事ނ等による一時的な運స見合わせの際には、平常通り授業を実ࢪしますので、͝ ҙくͩさい。
ʪᾇٴͼᾈڞ௨ʫ
　ᶃޕ前̑時までに開通した場合は、平常どおり行います。
　ᶄޕ前̑時までに開通せず、ޕ前̕時までに開通した場合は、ޕ前中をٳ講とし、ޕ後は平常どおり行います。
　ᶅޕ前̕時までに開通しない場合は、ऴٳ講となります。
　ᶆޕ前̕時以߱に発生した場合は、発生時点に行われている次の授業からऴٳ講となります。

〔暴風警報等又は避難勧告等が発令された場合の授業〕
ɹ࣍දͷ͍ͣΕ͔ͷ۠Ҭʹ͓͍ͯಉදʹ͢ࡌهΔ෩ܯ報ຢɺආࠂק͕ൃྩ͞Εͨ߹ɺԼهͷͱ͓ΓऔΓ
ѻ͍·͢ɻ
ᶃޕ前̑時までに解আした場合は、平常どおり行います。
ᶄޕ前̑時までに解আせず、ޕ前̕時までに解আした場合は、ޕ前中をٳ講とし、ޕ後は平常どおり行います。
ᶅޕ前̕時までに解আしない場合は、ऴٳ講となります。
ᶆޕ前̕時以後に発ྩされた場合は、発ྩ時点に行われている次の授業からऴٳ講とします。
　なお、他の۠にܯ報が発ྩされてొߍෆ能等が生じた場合は、速やかに୲当教員にಧけ出てくͩさい。
�　また、教学ηンター長の判断により、ܯ報発ྩ前にٳ講とする場合もあります。その場合の連བྷはిࢠ掲示൘104T�
あるいは、େ学のϗームϖージにて行います。

ൃྩ༰ ର۠Ҭ

෩ܯ報ຢは特別ܯ報
ೆ部における次のいずれかの۠域ژ
ᶃژ・ُԬɿژࢢ、ُ Ԭࢢ、向ࢢ、長Ԭࢢژ、େ࡚ࢁொ
ᶄࢁ中部ɿӉࢢ࣏、ཅࢢ、ീ഼ాژ、ࢢลࢁޚٱ、ࢢொ、Ҫ手ொ、Ӊా࣏原ொ

ආ४උ、ආࠂק
ຢはආࢦ示

۠における次のいずれかの۠域ࢢژ
ᶃඔ野域（ආॴɿඔ野খ学ߍ）
ᶄ্լໜ域（ආॴɿ্լໜখ学ߍ）
ᶅେٶ域（ආॴɿେٶখ学ߍ）

4．補講
ิ、講となった授業はٳ　 講が行われます。授業の進度ຢはެܽとなった学生のෆの学修をิうためิ講を行う場合も
あります。ิ 講については、୲当教員がࢦ示する΄かిࢠ掲示൘104Tにより達します。

5．オフィスアワー
　Φフィスアワーとは、あらかじめ設定された時間ଳに教員が研究ࣨ等で機し、学生からの࣭問や相ஊをडけやすくす
るための੍度です。たͩし、ඇ常ۈ講ࢣの場合は、授業前後の時間ଳやϝール等により࣭問をडけ付けています。
　Φフィスアワーでは、授業内容に関する࣭問や学修の進め方、今後の履修ܭըの相ஊの他、レポートや論文のॻき方、ब
職やେ学Ӄ進学等の進࿏に関する相ஊ等、学生生活全般にわたってݸ人的な相ஊをすることができます。
　༧は必要ありませΜが、他の学生が๚問していることもありますので、確実にコンタクトしたい場合は、༧されると
よいでしΐう。
　各教員のΦフィスアワーの時間・場ॴ等は、104TキϟϏネットにてެ開されています。
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試　験
1．試験の種類

定期試験

 試 験試験ͷछྨ

試験࣌ྟ

　履修した授業科目については、ࢼ験が行われます。

಄ޱ、験ࢼ験ですが、レポートࢼه験の方法は、多くが筆ࢼ　

。験、ϊートఏ出等により行われる場合もありますࢼ問、実技ࢼ

�ྟ˞ 時ࢼ験は定期的に行われるখ
テストなどを含みます。

2．定期試験
　一定の期間と時間ׂを定めて、य़学期ࢼ験（य़学期）とळ学期ࢼ験（ळ学期）の̎ճ実ࢪされます。
。験が組まれることがありますࢼ、とҟなることがあり、༵や༵にݶ験の時間ׂは、通常の授業༵、時ࢼ　
　また、ࢼ験時間ଳは次のとおりです。時間ଳは通常の授業時間とҟなります。

ݶɹɹ࣌ ɹɹؒɹɹଳ࣌
ୈ̍時ݶ ��ɿ3�ʙ1�ɿ3�
ୈ̎時ݶ 11ɿ��ʙ12ɿ��
ୈ̏時ݶ 13ɿ��ʙ14ɿ��
ୈ̐時ݶ 14ɿ3�ʙ1�ɿ3�
ୈ̑時ݶ 1�ɿ��ʙ1�ɿ��
ୈ̒時ݶ 1�ɿ3�ʙ1�ɿ3�

　ɿ科目によっては、最長��分のࢼ験時間となる場合もあります。

〔座席指定〕
。定されている場合がありますࢦ験にはண੮する位置がࢼ　
　この場合は当該ࢼ験開࢝前に、教ࣨのೖޱに学生ূ൪߸でண੮位置がهされた座੮ࢦ定දがషり出されますので、決め
られた位置にண੮しなくてはなりませΜ。

3．追試験
　ࢼ験は「νϟンスが̎度ある」といったҙຯの੍度ではありませΜ。
。い出の対となりますئ、験期間中にड験が可能な場合ࢼ験をड験できなかった場合で、ࢼ定の理༝により定期ن　
験をड験するかしࢼ可されたからといって͝自身にڐ、が与えられますが֨ࢿ験のड験ࢼ可となればڐ、い出後ئ　
ないかの決定ݖが与えられたわけではありませΜ。ࢼ験がڐ可された方のためͩけに特別にࢼ験の機会を用ҙするもの
で、自分の合でड験しないということは認められませΜ。十分ҙしてくͩさい。ෆ明な場合は必ず、教学ηンターに連
བྷ・相ஊし、ࢦ示をڼいでくͩさい。

ᾇ定期ࢼ験を次の理༝によりड験できなかった場合、ئい出てڐ可になればࢼ験をड験することができます。
ᶃ教育実習、հޢ等体験及び教職実践演習における研修ߍ実習（教職課程教育ηンターのূ明ॻ要。「授業」ࢀর）
ᶄത物ؗ実習（教学ηンターのূ明ॻ要）
ᶅ�卒業後の進࿏に関するࢼ験（ब職活動の場合は、あらかじめ進࿏・ब職ࢧԉηンターのࢦಋをडけ、ॴ定の手続き
が必要）
ᶆࡋ判員ީิ者としてݺ出しをडけた場合またはࡋ判員に選された場合（ެ的ূ明ॻ要）
ᶇ自己のめによらないෆྀの事ނຢはࡂ（ެ的ূ明ॻ要）
ᶈ一等・ೋ等ののࢮຢは （ّެ的ূ明ॻຢはّ程のわかるものが必要。原ଇ̎間）
ᶉප気ຢはෛই（断ॻ要）
　˞Ճྍ期間等のࡌه内容から当日受験できないことが読みとれる断ॻにݶる。
　ʪ断ॻʫ
　　「体のௐࢠがѱくてずっとՈで৸ていた」ではୈࡾ者に対してূ明することができませΜ。
　　公的な証明を必要としますので、必ず当日中に医療機関で診察を受け診断書を取得しておいてください。
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ᶊަ通機関のԆ（ަ通機関のԆূ明ॻ要）
ᶋその他、本学が特にやむを得ないと認めた場合（教学ηンターのࢦ定するূ明ॻが必要）
ᾈྟ時ࢼ験、レポートࢼ験および体育教育科目の実習は、ࢼ験の対にはなりませΜ。
ᾉ�ࢼ験をडける場合は、̍ 科目につき1,���ԁのࢼ験ྉが必要です。たͩし、教育実習、հޢ等体験、教職実践演習、
ത物ؗ実習、ࡋ判員ީิ者としてݺ出しをडけた場合またはࡋ判員に選された場合、及びその他本学が特にやむを
得ないと認めた場合は、ࢼ験ྉを໔আします。
ᾊ�受験手続は、教学センターで交付する「追試験願」に所定事項を記入し、大学ホームページ「追試験受付」より所定
事項を入力し、申請画面の提出および追試験料（1,000円×受験科目数）額面分の証紙を貼付し、当該科目の試験実施
日を含めて 3日以内（土・日・祝日を含む）に教学センターに提出してください。金曜日試験については、土曜日の
窓口取扱い時間までとなります。また、暦によっては試験当日の窓口取扱い時間までとなる場合もありますので注意
してください。
ᾋ�ࢼ験をड験できなかった場合、࠶度のࢼ験は行いませΜ。当の出ܽに関わらず、必要ॻ類のఏ出とࢼ験ྉの
い出をड理しئ験のࢼい出ながら自分の合でड験しない場合は以後ئ験をࢼいが必要となります。また、ࢧ
ないことがあります。
ᾌय़学期ࢼ験は̓ʙ݄̔、ळ学期ࢼ験は̍ʙ݄̎の間に行います。

4．臨時試験
　授業科目によっては、平常授業時にྟ時のࢼ験が行われ、成績にՃຯされます。
　ࢼ験の対にはなりませΜ。

5．試験に関する注意事項
〔試験に関する伝達〕
　定期ࢼ験に関する達は、ి ྟ、掲示൘104Tにより行います。たͩしࢠ 時ࢼ験については、授業୲当者からޱ಄で
達される場合もあります。
　実ࢪする授業科目および時間ׂは、ࢼ験期間開࢝の1�前ࠒにిࢠ掲示൘104Tにて発දします。
　なお、発ද後も変ߋになる場合がありますので、ҙしてくͩさい。
。রしてくͩさいࢀを（B�2ϖージ）ࢠ験情報の確認方法については、本ࢼ掲示൘104Tでのࢠి　
　˞ࢼ験については、別్、ئい出ڐ可者にࢦ示します。

〔筆記試験〕
⑴受験の心得
　ड験に際しては次の点を९कしなければなりませΜ。
ᶃࢼ�験開1࢝�分前には前ྻから٧めてண੮し、੩ॗをอたなければならない。
　たͩし、座੮ࢦ定の場合は、ࢦ示に従ってண੮しなければならない。
ᶄ�筆ശおよび下ෑきはࢼ験開࢝前にかたͮけなければならない。クリアケースのカバンを持っている学生は、中身が見
えないよう、Ҝࢠの下に置かなければならない。
ᶅ�通৴機能の有ແに係わらず情報端（スマートフΥン・スマートウΥッν・携ଳి・タϒレット・携ଳԻָプレーϠー
など）を時ܭとして用することは認めない。また、これらはࢼ験教ࣨ内ではిݯをりカバンの中にかたͮけなけれ
ばならない。もしもࢼ験中にண৴Ի（マナーϞード含む）等が໐った場合は、উ手に自分で৮れず、手をڍげてಜ者
のࢦ示に従わなければならない。
。示に従わずউ手に手を৮れた場合、ෆ正行ҝとみなすので、ҙすることࢦಜ者の、についてه্˞　�　
ᶆ�ड験中は、্صに学生ূをఏ示しなければならない。（「学生 （ূBʵ3ϖージ）ࢀর」）
　学生ূ࠶発行中に用するԾカード（ࣸإਅなし）は学生ূではない。
　ࣸਅによる本人確認が行えないもの・ࣸإਅがෆ明なものもແ効である。
ᶇࢦ�定された時およびࢼ験場でड験しなければならない。
ᶈ�解用ࢴ最下段の໊ࢯཝ等は、ࠇ・ೱࠠ৭のϖンຢはϘールϖンでهೖしなければならない。
ᶉ�問題および解用ࢴは必ずఏ出しなければならない。
ᶊࢼ�験開࢝後4�分ܦաするまではୀ場できない。
　�　˞原ଇとして4�分ܦաするまでのୀ場は認められないが、体ௐෆ良等の理༝により、ୀ場を認めることがある。手
をڍげてಜ者のࢦ示に従うこと。
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　たͩし、4�分ܦա後にୀ場する場合は、࠶ೖ場は認められないため、問題および解用ࢴをఏ出の্ୀ場すること。
ᶋ�問題および解用ࢴのఏ出はಜ者のࢦ示に従い、すてのものを持って、ಜ者がࢦ定する出ޱからୀ場しなけれ
ばならない。

⑵受験中の禁止事項
ᶃڐ可なく物・教科ॻ・ϊート類をିआしたとき。
ᶄ他人のҊをのぞき見てࣸしたとき、およびࣸさせたとき。
ᶅࢲ語を行ったとき。
ᶆ持ڐࠐ可物以外の持ࠐみおよびࢀর（カンニングϖーύー、携ଳి、ウェアラϒル端の時ܭ等）したとき。
ᶇ本人とのସえۄड験を行ったとき。
ᶈ্ص等へのॻࠐみを行ったとき。
ᶉ解用ࢴを持ちؼったとき。
ᶊෆ正なଶ度およびಜ者のࢦ示に従わないとき。

禁止事項に反した者は不正行為とみなし、即時受験停止および当該科目の無効を命じられ、
さらに、学則50条により退学、停学等の懲戒を受けます。

⑶次の場合は、失格または無効となります。
ᶃh ड験中のࢭې事߲ にɦした場合
ᶄ履修ొをしていない科目をड験した場合
ᶅࢼ験開࢝後1�分以্ࠁした場合
ᶆٳ学またはఀ学中にड験した場合
ᶇࢼ験においてෆ正行ҝのあった場合

〔レポート試験〕
　定期ࢼ験・ྟ時ࢼ験を問わず、レポートࢼ験を実ࢪする授業科目があります。レポートఏ出が課された場合はテーマ・
様ࣜ・ఏ出期ݶ・ఏ出先等を確認し、ࢦ定どおりにఏ出しなければなりませΜ。
　ఏग़ํ๏ɿ��定期レポート（定期ࢼ験期間に実ࢪ）の場合、作成したレポートに本学ࢦ定のදࢴを必ずఴ付し、本人が教

学ηンターのレポートఏ出用#09にവしてくͩさい。
� �また、必ずレポートを成させたঢ়ଶでఏ出してくͩさい。
� �˞ 用ࢴについては、教員のࢦ示により、このݶりではありませΜ。
� ྟ時レポート（定期ࢼ験期間外に実ࢪ）の場合、දࢴ・用ࢴについては教員のࢦ示に従ってくͩさい。

期限（時間）に遅れた場合は失格となります。
提出後のレポート差替え、変更、内容加筆訂正等は認めません。十分注意してください。

6．受験に際してのアドバイス
　ྫ年よくあるޡりについてྫをあげてઆ明します。いずれもେ事なことですので必ず認識しておいてくͩさい。

持込許可物での「自筆ノート」の解釈
　ʠ自筆ϊートʡとは、他人のϊートをコピーしたもの・コピーをషり付けたϊート・h 講義ϊート とɦশしてചっている類
のものではありませΜ。ʠ自筆ϊートʡとは自分でॻいたϊートのことです。
　自分でॻいたϊート以外のϊートの持ちࠐみはෆ正行ҝとみなし、ॲ分の対となりますのでҙしてくͩさい。
　˞ύソコンなどで作成されたものも認められませΜ。

持込許可物での「六法（判例の付いていないもの）」の解釈
　法全ॻは出൛社によって判ྫの付いているものがあります。
　文のあと等に判ྫがॻかれていないか、もう一度自分の法を確認しておいてくͩさい。
　「判ྫが付いていることを知らなかった」「判ྫが付いていてもࢲは見ない」は通用しませΜ。

レポート試験、筆記試験の両方を課される科目もあります
。験が課される場合もありますࢼりませΜ。なかには複数のݶ験方法は一種類のみとは必ずしもࢼ　
　「この科目はレポートࢼ験ͩから、他はແいͩΖう」と҆心せずに、必ず自分が履修ొしている科目すてについて確
認してくͩさい。
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学業成績
1．評価と点数
　成績は、1��点満点の��点以্を合֨とし、授業がऴྃする当該学期に科目ॴ定の୯位が与えられます。なお、その評
価と点数の関係は、ӈهのとおりです。
　一度修得した୯位を取ফすことはできませΜ。

〔GPAによる成績評価〕
　(1"とは、(SBEF� 1PJOU� "WFSBHF（成績Ճ重平ۉ値）のことで、各科目の評点（1��点満点）をグレードポΠントにࢉし
なおし、その合ܭを科目の総୯位数でׂり、̍ ୯位のグレードポΠントの平ۉ値をࢉ出するものです。
　高ߍまではすての学生が同じ教科・科目を履修しますから、୯७に成績をൺֱできました。とこΖがେ学においては、
学部・学科の専門教育科目や共通教育科目ɼ教職科目など、ݸ々の学生のॴଐや目標に応じて、履修する科目を選択する
自༝度が高く、ҟなる科目を修得した様々な学生を୯७にൺֱすることができませΜ。多様な学習ڥを持つେ学では
「学ぶ量」ͩ けではなく「学ぶ࣭」を端的に評価できるࢦ標が必要であり、(1"はそれをఏڙする方法です。専門性や修学
目標からくる履修ঢ়گのҧいをٵऩし、ެ 平さを与えながら学業成績評価のࢦ標としてわれるものであるといえます。
　(1"のࢉ出にあたっては、合֨科目ͩけではなくෆ合֨科目も対となりますので、ਅな履修ొ、授業への取り組
み࢟の向্につながることが期されています。また、̑ 段֊の成績評価をもとに(1"をࢉ出し可視化することで、学
修の౸達度をより明確に示し、学生が自分自身の学修への力の成果をѲしやすくすることもૂいとしています。
˞�(1"は、履修ొしたすての科目を対にࢉ出しますが、履修を中ࢭした科目および認定科目、卒業要件対外の教
職科目および自༝（ਵҙ）科目は、ࢉ出対からআきます。
˞�(1"は、୯位ޓ科目（େ学コンソーシアムژなど）の出ئ件、ࡏ学ཹ学や学ۚの選考、演習の選考等幅広い分野
で活用されます。

ධɹ άレードポΠϯト

(1"ʹ�

1��ʙ��点 ̐
��ʙ��点 ̏
��ʙ��点 ̎
��ʙ��点 ̍
��点以下

̌� ܽ੮またはݖغ�
および出੮数ෆ

ྫえば、� コンピュータ基礎実習� （̎୯位）��点　̐ポΠント
� 歴史と人間� （̎୯位）��点　̏ポΠント
� ˓˓学講義� （̐୯位）�2点　̐ポΠント
� 英語ॳڃ文法ઓ� （̍୯位）��点　̎ポΠント
� ˓˓˔概論� （̎୯位）��点　̍ポΠント
� ˚˔˕特論� （̎୯位）ܽ ੮　̌ポΠント
� ୯位ޓ科目� （̎୯位）認定　ポΠント対外
� 高等学ߍ教育実習� （̏୯位）�2点　ポΠント対外
の評価を得た場合、̜ ̥̖は次のようにࢉܭします。

(1"ʹ

　最高点は4���です。
　学期͝との(1"とࡏ੶期間中の通1)ࢉ"を学業成績දにࡌهします。

����入ֶऀ
ධɹՁ ɹɹ

߹ɹ֨

ल 1��点　ʙ　��点
༏ ���点　ʙ　��点
良 ���点　ʙ　��点
可 ���点　ʙ　��点

ෆ߹֨
˞ ��点以下
, ݖغ・験ܽ੮ࢼ
ʗ 出੮数ෆ

ˎ履修を中ࢭした科目は、「8」とද示されます。
ˎ認定୯位は、「̣」とද示されます。
ˎ合 「֨1」、ෆ合 「֨'」のみで評価する科目もあります。

（科目のグレードポΠントʷ୯位数）の和
科目の୯位数の和

（̐ʷ̎）ʴ（̏ʷ̎）ɹ （̐ʷ̐）ɹ （̎ʷ̍）ɹ （̍ʷ̎）ɹ （̌ʷ̎）́ 34 ˺ 2��1（̐ʷ̍）ʴ（̎ʷ̐）ʴ（̍ʷ̍） 13
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2．成績発表

〔成績証明書〕
　成績ূ明ॻには、合֨した授業科目のल・༏・良・可・1・/（認定）の評価のみをࡌهし、ෆ合֨になった科目および
履修を中ࢭした科目はࡌهされませΜ。
　また、(1"もࡌهされませΜ。

ֶ業ද

ֶ業ද

ˑ�ֶ ͭʹ࿈݁ɾ௨Պظ
͍ͯ୯Ґೝఆ͞Εͳ͍ɻ

य़ֶ期授業期ؒ

य़ֶ期定期試験

ळֶ期授業期ؒ

ळֶ期定期試験

�
〜

�
セ
メ
生

݄̕中०に、ి 掲示൘104Tより「8FC学業成績ද」にアクηスし、各ࢠ
自で成績を確認してくͩさい。また、อূ人Ѽにૹ付します。

�
セ
メ
生

卒業判定݁果通知とともに、�্݄०にอূ人Ѽにૹ付します。
なお、学業成績දについては、̍ ʙ̓ηϝ生と同様に「8FC学業成績ද」
で確認することが可能です。

�
〜

�
セ
メ
生

݄̏中०に、ి 掲示൘104Tより「8FC学業成績ද」にアクηスし、各ࢠ
自で成績を確認してくͩさい。また、อূ人Ѽにૹ付します。

�
セ
メ
生

卒業判定݁果通知とともに、3্݄०にอূ人Ѽにૹ付します。
なお、学業成績දについては、̍ ʙ̓ηϝ生と同様に「8FC学業成績ද」
で確認することが可能です。

成績の問い合わせ
　成績についてෆ明な点がある場合は、当該学期の成績発දから̓以
内（成績発දを含み、༵及びॕをআく。）に学業成績දを持ࢀのう
え、学部事ࣨにਃし出てくͩさい。
　たͩし、ୈ̔ηϝスター生については、ड領後ちにਃし出てくͩさい。
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卒　業
1．卒業要件
　本学部に̐年以্ࡏ学し、学部が定める教育課程により学修し、科目۠分ຖに定められた必要୯位数を含め124୯位以
্を修得しなければなりませΜ。
　科目۠分ຖに定められる必要୯位数はೖ学年度ຖに定められています。
　ೖ学年度ຖの必要୯位数は各年度ຖの「履修ن定」を確認してくͩさい。
。学期間には含めませΜࡏ੶していてもࡏ学の期間はٳ　
　卒業判定は、ୈ̔ηϝスター生に対して行われます。

2．卒業時期
　卒業の時期は、ळ学期（݄̏）またはय़学期（݄̕）です。
　ळֶ期ʢ�݄ʣɿ�ळ学期ऴྃ時において卒業要件をॆした場合、卒業とします。
� 卒業判定݁果については、̏ ্݄०にอূ人Ѽに通知します。
　य़ֶ期ʢ�݄ʣɿ�य़学期ऴྃ時において卒業要件をॆした場合、卒業とします。
� 卒業判定݁果については、̕ ্݄०にอূ人Ѽに通知します。

3．卒業の延期
ᶃ�य़学期にࡏ学し、かつ卒業要件をॆした人が、ॾ般の事情によりळ学期（ 3݄）まで卒業のԆ期をئい出た場合
は、これを認めます。たͩし、ळ学期の履修ొをすることとし、ळ学期ٳ学は認めませΜ。
ᶄ�卒業のԆ期をرする人は、ࢦ定された期までにॴ定のئ出ॻを学部事ࣨまでఏ出してڐ可を得なければなりませ
Μ。
ᶅ�卒業のԆ期がڐ可された人は、ळ学期分の学අをೲೖしてくͩさい。ॴ定の期までに学අがೲೖされない場合は、卒
業Ԇ期のڐ可を取りফし、य़学期卒業とします。
　˞ळ学期（ 3݄）卒業者のय़学期（ �݄）卒業Ԇ期はありませΜ。

4．卒業見込証明書の発行（7・8セメスター生）
ʲ̓ηϝスター生発行基४（य़学期のみ）r
について、以下のすての件「卒業要件として定める専門教育科目・༥合教育科目および共通教育科目」「学期間ࡏ」　
を満たした場合、ਃにより発行します。
。学期間が̏年（̒ηϝスター）をえていることࡏ・　　
　　・専門教育科目・༥合教育科目および共通教育科目を含めて�2୯位以্修得していること。
　　・専門教育科目を4�୯位以্修得していること。
　　・�य़学期履修ొ可能୯位数とळ学期履修ొ可能୯位数とを合わせて卒業要件୯位数をॆすることが可能であ

ること。

ʲ̔ηϝスター生発行基४（य़学期・ळ学期共通）r
について、以下のすての件「卒業要件として定める専門教育科目・༥合教育科目および共通教育科目」「学期間ࡏ」　
を満たした場合、ਃにより発行します。
。学期間が3��年（̓ηϝスター）をえていることࡏ・　　
　　・専門教育科目・༥合教育科目および共通教育科目を含めて1��୯位以্修得していること。
　　・専門教育科目を��୯位以্修得していること。
　　・当該学期の履修ొにより卒業要件୯位数をॆすることが可能であること。

〈発行時期〉
　　卒業見込証明書は履修登録することを前提に発行します。
　　したがって春学期、秋学期ともに必ず履修登録してください。
　　詳細な日程については電子掲示板POSTで確認してください。
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学　籍
1．学籍上の氏名と身上変更等
〔学籍上の氏名〕
　学੶্の໊ࢯは、ೖ学手続時に本人がಧけ出たもの（ށ੶にࡌهされている໊ࢯ、外ࠃ੶の学生はཹࡏカードにࡌهさ
れている本໊または通໊）とします。
　したがって、本学がަ付する各種ূ明ॻ等は、これに基ͮいて取扱いますので、学੶্の໊ࢯをແ断でվめたり通໊を
用いることはできませΜ。

〔身上変更・住所変更・保証人変更〕
　身্等下هの事߲に変ߋが生じたときは、ॴ定用ࢴ（教学ηンターまたは学部事ࣨඋ付）により教学ηンターまたは学
部事ࣨにಧけ出てくͩさい。
　なお、学生ূࡌه事߲に変ߋが生じる場合は、ແྉで学生ূをަ࠶付します。新しい学生ূは、چ学生ূとަにަ付
しますので、後教学ηンターにडけ取りにきてくͩさい。

มɹɹߋɹɹࣄɹɹ༝ ఏɹग़ɹॻɹྨ ఏɹɹग़ɹɹઌ

本人の໊ࢯ等に変ߋがあったとき
身্変ߋಧ
根ڌॻ類ࣸし˞ᶃ
ূ明ࣸਅ˞ᶄ

学部事ࣨ

本人のॅॴ等に変ߋがあったとき
૭ޱへのಧ出はෆ要
（104T「ॅݱॴおよび通学۠間ਃ」より必要事߲をೖ力・ߋ新）

อূ人（อޢ者）のॅॴ等に変ߋがあったとき ॅॴ等変ߋಧ（อূ人）
教学ηンターอূ人（อޢ者）に変ߋがあったとき

อূ人変ߋಧ
อূ人（อޢ者）の໊ࢯ等に変ߋがあったとき

　˞ᶃ新しい໊ࢯが確認できるެ的な根ڌॻ類（運స໔ূڐ、݈ 。ύスポート等）のࣸしが必要です、ূݥอ߁
　˞ᶄ�新しい໊ࢯの学生ূを作成するため、ূ 明ࣸਅ（カラー、ॎ̐DNʷ横̏DN、্ 半身、ແ、正໘向き、̏ ϱ݄以内に

。Өしたもの）が必要ですࡱ

2．修業年限・在学期間
〔修業年限〕
　修業年ݶとは、本学の教育課程を修ྃするために必要なࡏ学期間をいいます。
　本学では̐年です。
　たͩし、編・సೖ学した人の修業年ݶは次のとおりです。

मɹɹ業ɹɹɹɹݶ
ୈ̎年次に編・సೖ学した人 ̏年
ୈ̏年次に編・సೖ学した人 ̎年

〔在学期間〕
̔、学期間はࡏ　 年をえることはできませΜ。
。学期間に含めませΜࡏ学中の期間はٳ　
　たͩし、編・సೖ学、࠶ೖ学、෮੶、స学部及びస学科した人のࡏ学期間は次のとおりです。

ɹɹֶɹɹ期ɹɹؒࡏ
ୈ̎年次に編・సೖ学した人 ̓年
ୈ̏年次に編・సೖ学した人 ̒年
࠶ ೖ 学 し た 人 ੶前のࡏ学期間と通ࢉして̔年
෮ ੶ し た 人 ੶前のࡏ学期間と通ࢉして̔年
స 学 部 し た 人 స学部する前のࡏ学期間と通ࢉして̔年
స 学 科 し た 人 స学科する前のࡏ学期間と通ࢉして̔年

注意！　 休学した学期、退学および除籍となった学期は、在学期間に算入することはできません。ただし、遡及措置等
により学期末日が退学および除籍の日となる学期は、在学期間に算入します。
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3．休学
　ප気その他やむを得ない理༝により̏ϲ݄以্修学できない場合は、学部事ࣨに「ٳ学ئ」をఏ出しڐ可を得なけれ
ばなりませΜ。たͩし、ප気によるٳ学の場合はҩࢣの「断ॻ」を、ւ外ߤによるٳ学の場合は「ܭߤըॻ」「ཹ学
者ॅॴಧ」をఴ付してくͩさい。
。して̐年以内ですࢉ学できる期間は連続して̎年以内、通ٳ　

〔休学期間および休学中の学費〕
　̍年間または̍学期間の全期間をٳ学する場合は次のとおりです。

ɹֶɹ期ɹؒٳ ݶఏग़期ئֶٳ ɹֶɹதɹͷɹֶɹඅٳ

̍年間（4�1ʙ3�31） 4�3�
ॴ定のࡏ੶ྉ

˞य़学期・ळ学期̎期に分けてೲೖのこと。
य़学期（4�1ʙय़学期ऴྃ） 4�3� ॴ定のࡏ੶ྉ
ळ学期（ळ学期࢝業ʙ3�31） 1��31 ॴ定のࡏ੶ྉ

注意！　 休学を願い出る前に、学費（授業料、実験実習費及び教育充実費）を納入している場合は、当該学期の学費
（授業料、実験実習費及び教育充実費）は返還します。ただし、休学願提出期限までに休学を願い出た場合に
限ります。なお、休学に必要な学費（在籍料）は納入しなければなりません。

〔休学期間終了直前の手続き〕
学期間後の修学について、本人およびอূ人Ѽに「修ٳ、学期間ऴྃ前（य़学期は݄̓下०、ळ学期は݄̍下०）にٳ　
学ҙࢤ確認」のॻ類をૹ付します。同෧ॻ類に従い、ॴ定の期までに手続きを行ってくͩさい。

〔連続して休学する場合〕
確認ࢤ可を得なければなりませΜ。修学ҙڐをఏ出し「ئ学ٳ」度࠶、い出る場合はئ学をٳ学期間ऴྃ後もҾ続きٳ　
ॻ類に同෧の「ٳ学ئ」を、ॴ定の期までに学部事ࣨにఏ出してくͩさい。

注意！　連続して休学する場合の「所定期日」は、復学願提出期限日となります。
 学籍に関する規程第11条参照

4．復学
可を得なければなりませΜ。たͩし、ප気によりڐをఏ出し「ئ෮学」学者が෮学しようとする場合は、学部事ࣨにٳ　
。の「断ॻ」をఴ付してくͩさいࢣのҩࢫোないࢧ学していた場合は、෮学してもٳ

෮ֶΛر͢Δֶ期 खɹଓɹ期ɹؒ
य़　学　期 2�1ʙ2݄
ळ　学　期 ��1ʙ��31

 学籍に関する規程第12条参照

5．除籍
　次のような場合は、আ੶します。
ᶃॴ定のೲೖ期までに学අをೲೖしない場合
ᶄٳ学期間ऴྃまでに෮学、ٳ学Ԇ長、ୀ学のいずれの手続きもとらなかった場合
ᶅཹ学期間ऴྃまでにٳ、ࠃؼ学、ୀ学のいずれの手続きもとらなかった場合
ᶆٳ学期間が̐年をえてなお、෮学またはୀ学しない場合
ᶇࡏ学期間が̔年をえる場合
ᶈ正当な理༝がなくॴ定の手続きをଵり、修学ҙࢤがない場合
ᶉ正当な理༝がなくॴ定の手続きをଵり、ཹࡏ期間満ྃをܦաした場合

　なお、আ੶された人は学生ূをちにฦؐしてくͩさい。

〔除籍日〕
ɹɹɹɹ༝ࣄ আɹɹɹɹɹ੶ɹɹɹɹɹ

य़学期学අະೲ者 前年度　3݄31付
˞�たͩし、学අ分ׂԆೲ者が̍ճ目をೲೖして̎ճ目をೲೖしなかった場合は、̑ ݄31付

ळ学期学අະೲ者 前य़学期付
˞�たͩし、学අ分ׂԆೲ者が̍ճ目をೲೖして̎ճ目をೲೖしなかった場合は、11݄3�付

事༝ᶄᶅᶆᶇه্ 事༝が該当する学期の満ྃ付（学期）
事༝ᶈه্ 事༝が該当する学期の前学期付
事༝ᶉه্ 期間満ྃ付ཹࡏ

 学籍に関する規程第14条参照



a-24

6．復籍
　আ੶となった人は、আ੶のから一年以内にݶり、෮੶をئい出ることができます。

〔復籍手続き〕
　আ੶となった人が෮੶しようとする場合は、আ੶のから一年以内のॴ定の手続期間に、「෮੶ئ」をอূ人連ॺのう
え、学部事ࣨにఏ出してくͩさい。
　෮੶手数ྉとして3,���ԁが必要です。（ॴ定のৼࠐ用ࢴによる༣ศৼࠐ）

෮੶Λر͢Δֶ期 खɹଓɹ期ɹؒ
य़　学　期 2�1ʙ2݄
ळ　学　期 ��1ʙ��31

注意！　 復籍を許可された人は、所定の日までに入学金以外の学費を納入しなければなりません。所定の日までに学
費を納入しない場合は、復籍を取り消します。

˞෮੶をڐ可された人には、学生ূを教学ηンターでަ࠶付します。
 学籍に関する規程第15条参照

7．退学
　ප気その他やむを得ない理༝によりୀ学しようとする人は、「ୀ学ئ」をอূ人連ॺのうえ、学生ূをఴえて学部事ࣨ
にఏ出し、ڐ可を得なければなりませΜ。
　なお、当該学期履修科目の୯位修得をرする人は、当該学期付でୀ学ئをఏ出しなければなりませΜ。
 学籍に関する規程第16条参照

8．再入学
　以下のいずれかに該当する人が、੶のから̏年以内に同一学部学科に࠶ೖ学をرする場合、選考のうえڐ可する
ことがあります。
　たͩし、࠶ೖ学してもりのࡏ学期間で卒業見ࠐみがない人は、࠶ೖ学をئい出ることはできませΜ。
　ᶃୀ学した人
　ᶄআ੶となった人（আ੶事༝ᶆおよびᶇの該当者はআく。）
　ᶅ෮੶ئ出期間内に෮੶の手続をしなかった人

。とともに学部事ࣨにఏ出してくͩさい「断ॻ߁݈」、「ථئࢤೖ学࠶」、をอূ人連ॺのうえ「ئೖ学࠶」者はر　
（ࠐによる༣ศৼࢴ用ࠐॴ定のৼ）。ೖ学手数ྉとして3�,���ԁが必要です࠶　

͢Δֶ期ر入ֶΛ࠶ खɹଓɹ期ɹؒ
य़　学　期 2�1ʙ2݄
ळ　学　期 ��1ʙ��31

注意！　 再入学を許可された人は、所定の日までに入学金と学費を納入し、入学手続書類を学部事務室に提出しなけ
ればなりません。所定の日までに入学手続を行わない場合は、再入学を取り消します。

　　　　なお、入学金の額は最初に入学した年度の入学金と同額とします。

。付しますަ࠶可された人には、学生ূを教学ηンターでڐೖ学を࠶˞
 学籍に関する規程第17条参照

˞�外ࠃ人ཹ学生は、෮੶・࠶ೖ学時点で適な֨ࢿཹࡏをอ持している必要があります。֨ࢿཹࡏを取得するためのϏβ
ਃは時間を要するため、ئ出と同時にϏβਃに必要な手続きを必ず確認し、手続きを進めておいてくͩさい。その
際、ਃからަ付までの期間は各ೖࠃ理ہや各ࡏࠃ外ެؗによってҟなりますので、ਃ先にお問い合わせくͩさい。
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9．留学
　ここでいう「ཹ学」とは、本学のڐ可を得て、学੶が在学の状態で外ࠃのେ学において学修することをいい、ٳ学による
ཹ学は該当しませΜ。
　出֨ࢿئおよび出ئ手続のৄࡉについては、ࡏ学ཹ学のϖージをࢀরしてくͩさい。

在学留学は、次の3種類です。
ᶃ本学とަྲྀڠ定のあるେ学の学部へަཹ学する場合（交換留学）
ᶄ本学とަྲྀڠ定のあるେ学の学部またはେ学付設の語学プログラムへཹݣ学する場合（派遣留学）
ᶅ修学の必要から、学生自身がཹ学先େ学を選定し、学生のਃに基ͮき本学がཹ学先として認めた場合（認定留学）

〔留学期間〕
　ཹ学期間は半年または̍年です。
業　　　　　ऴ期　݄̏31　または　य़学期ऴྃ࢝期　݄̐̍　または　ळ学期࢝　　
　なお、ླཱྀ 学先େ学の事情により、これらの付の前後に出ࠃまたはࠃؼした場合でも、いずれかの付にಡみସえるもの
とします。
　ཹ学期間は、修業年ݶおよびࡏ学年数にࢉೖされます。
　̍年をえてҾき続きཹ学する場合、その期間はٳ学扱いとなりますので、「ٳ学ئ」および「ܭߤըॻ」、「ཹ学者ॅ
ॴಧ」を学部事ࣨにఏ出してڐ可を得なければなりませΜ。

〔留学の届出〕
　ཹ学のため出ࠃするときは、ॴ定の「ཹ学ಧ」を学部事ࣨにఏ出してくͩさい。

〔留学期間中の学費〕
ཱྀླ、学ཹ学のためࡏ　 学期間中の学අはن定どおり全ֹೲೖしなければなりませΜ。たͩし、外ཹࠃ学ࢧԉۚを学අの一
部にॆ当することができます。

〔留学許可の取消〕
　次のいずれかに該当する人は、ླཱྀ 学のڐ可を取りফすことがあります。また、ླཱྀ 学が取りফされた場合は、外ཹࠃ学ࢧԉ
ۚはฦؐしなければなりませΜ。
ᶃ学生ࠪূが認められない場合
ᶄ本学またはཹ学先େ学の学ଇおよびこれに係わる取扱ن定にҧした場合
ᶅ修学の成果があがらないと認められた場合
ᶆප気その他やむを得ない事༝によりཹ学を続けることができない場合

〔継続履修〕
　ळ学期からཌ年度のय़学期まで̍年間のཹ学期間の場合、ླཱྀ 学前のय़学期に履修している学期連݁科目および通年科目
をࠃؼ後のळ学期にܧ続して履修することができます。たͩし、ܧ続履修をرする場合は、ླཱྀ 学前に学部事ࣨに「ܧ
続履修ئ」をఏ出し、ঝ認を得なければなりませΜ。

〔帰国後の手続き〕
　ཹ学をऴྃしてࠃؼした人は、ి は学部事ࣨ「学ಧؼ」、を出力し「ॻࠂ学報ཹ」および「学ಧؼ」掲示൘104Tよりࢠ
に、「ཹ学報ࠂॻ」はࠃ際ަྲྀηンター事ࣨにఏ出してくͩさい。

〔単位の認定〕
　ཹ学先のେ学等で修得した୯位のうち、適当と認められるものは、��୯位をݶ度として、各学部の定めるとこΖにより本
学の卒業に必要な୯位として認定をडけることができます。
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10．転学部
　本学の他学部にస学部をࢤする人は、ܽ 員のある場合にݶり、選考のうえڐ可することがあります。
〔出願資格〕
　ୈ̍年次ऴྃ時またはୈ̎年次ऴྃ時の人とします。
　転学部の資格条件の細部については、各学部毎に定められていますので、出願する前に必ず学部事務室までお問い合
わせください。
　なお、外ࠃ語学部英語学科へస学部をرする場合、T0&I$�-�3のスコアが���点以্、または、T0&'-�J#Tのスコ
アが�2点（T0&'-�IT1�4��点）以্の成績をおさめていない人は出֨ࢿئがありませΜ。

〔出願手続き〕
　「స学部ئ」（学部事ࣨඋ付）に必要事߲をهೖし、อূ人連ॺのうえ、̍ ݄31までに学部事ࣨにఏ出してくͩさ
い。
　స学部手数ྉとして�,���ԁが必要です（ॴ定のৼࠐ用ࢴによる༣ศৼࠐ）。

〔転学部の時期〕
　స学部の時期は学年࢝めとし、年度్中のస学部はできませΜ。
　స学部時のࡏ学ηϝスターは、履修ঢ়گその他を考ྀして決定します。

〔学生証〕
　స学部をڐ可された人には、ݱ学生ূとҾえに学部໊を変ߋした新しい学生ূを教学ηンターでަ࠶付します。

11．転学科
　本学の同一学部内でのస学科をࢤする人は、ܽ 員のある場合にݶり、選考のうえڐ可することがあります。

〔出願資格〕
　ୈ̍年次ऴྃ時またはୈ̎年次ऴྃ時の人とします。
　なお、転学科の資格条件の細部については、各学部毎に定められていますので、出願する前に必ず学部事務室までお問
い合わせください。

〔出願手続き〕
　「స学科ئ」（学部事ࣨඋ付）に必要事߲をهೖし、อূ人連ॺのうえ、̍ ݄31までに学部事ࣨにఏ出してくͩさ
い。
　స学科手数ྉとして�,���ԁが必要です。（ॴ定のৼࠐ用ࢴによる༣ศৼࠐ）

〔転学科の時期〕
　స学科の時期は学年࢝めとし、年度్中のస学科はできませΜ。
　స学科時のࡏ学ηϝスターは、履修ঢ়گその他を考ྀして決定します。

12．春学期末（9月末）卒業
　य़学期ऴྃ時において、卒業要件（̐年以্ࡏ学し、ॴ定の୯位を修得すること）をॆした場合は、य़学期（݄̕）
卒業とします。

〔卒業の延期〕
　ᶃ�य़学期にࡏ学し、かつ卒業要件をॆした人が、ॾ般の事情によりळ学期（݄̏）まで卒業のԆ期をئい出た場合
は、これを認めます。たͩし、ळ学期の履修ొをすることとし、ळ学期ٳ学は認めませΜ。

　ᶄ�卒業のԆ期をرする人は、ࢦ定された期までにॴ定のئ出ॻを学部事ࣨまでఏ出してڐ可を得なければなりま
せΜ。

　ᶅ�卒業のԆ期がڐ可された人は、ळ学期分の学අをೲೖしてくͩさい。ॴ定の期までに学අがೲೖされない場合は、
卒業Ԇ期のڐ可を取りফし、य़学期卒業とします。

　˞ळ学期（݄̏）卒業者のय़学期（݄̕）卒業Ԇ期はありませΜ。
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13．学費
〔納入期間〕
　学අのೲೖはय़学期とळ学期の̎期に分けて学අৼࠐґཔॻをอূ人Ѽにૹ付しますので、それぞれ定められた期ま
でにೲೖしてくͩさい。
　　य़学期学අೲೖ期　　݄̐3�
　　ळ学期学අೲೖ期　　1�݄31

〔納入方法〕
　必ず本学ࢦ定の「学අৼࠐґཔॻ」をい、ి ৴扱いが利用できるۚ༥機関（Ώうちΐۜ行をআく）からૹۚしてくͩさ
い。文ॻ扱い、ۚݱॻཹおよびେ学への持ࢀはडけ付けませΜ。

〔納入金額〕
　学අのೲೖֹۚについては、「学ଇ」（ｃɻ 3ϖージʙｃɻ 1�ϖージ）に掲ࡌしています。

〔学費延納・分割延納制度〕
　学අのೲೖが期（य़学期ɿ݄̐3�　ळ学期ɿ1�݄31）までにࠔな場合は、本学ϗームϖージより学අのԆೲ・分
ׂԆೲをਃすることができます。たͩし、次のいずれかに該当する場合は分ׂԆೲ、ຢはԆೲ・分ׂԆೲどちらもਃ
することができませΜ。
　ᶃ෮੶および࠶ೖ学をڐ可された方については、当該年度については、Ԇೲ・分ׂԆೲのਃはできませΜ。
　ᶄ�本学の学੍ۚ度の利用者含め、学අのݮ໔をडけている学生は、分ׂԆೲのਃはできませΜ（Ԇೲのみਃでき
ます）。

　ᶅٳ学に必要な学අ（ࡏ੶ྉ）については、分ׂԆೲのਃはできませΜ（Ԇೲのみਃできます）。

य़ֶ期 ळֶ期
ਃ期ؒ 4݄1ʙ4݄3� 1�݄1ʙ1�݄31

ೲ
ೖ
ظ


Ԇɹɹೲ �݄31 11݄3�

ׂԆೲ
̍ճ目　�݄31 ̍ճ目　11݄3�
̎ճ目　�݄�� ̎ճ目　12݄2�

　ਃ方法等の۩体的な手続き方法については、ਃ期間に別్ϗームϖージ及び̨̥̤̩にてお知らせします。

14．納入期日
　学අのೲೖ期がۚ༥機関のٳ業（・・ॕ）にあたる場合は、そのཌӦ業をもってೲೖ期とします。
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単位互換制度

1．単位互換制度とは
　୯位੍ޓ度は、େ学および期େ学が相ޓに୯位ڠޓ定をక݁し、これらのେ学にॴଐする学生が他େ学の講義を
ड講し取得した୯位をその学生がॴଐするେ学の୯位として認定できる੍度です。
　下هの要領でड講ر者をืूします。ৄ 者は必ず出੮してくͩر、についてはืूΨΠμンスでઆ明しますのでࡉ
さい。
　すての科目にड講定員が設定されていますので、رしてもड講が認められない場合もあります。
　また、出ئに際しては通学時間などを十分考ྀして履修が可能かどうかܭըを立てるようにしてくͩさい。

2．ガイダンス日程等　　※履修要項別冊ガイドで日程を確認!!
〔募集ガイダンス〕
　履修ΨΠμンス期間に実ࢪ༧定（य़学期のみ）

〔受講出願期間〕
　্݄̐०
˞େ学コンソーシアムژ科目において、定員を満たしていない科目については݄̕にՃืूを༧定しています。

〔出願票提出先〕
　1�߸ؗ̍֊　教学ηンター

3．出願資格
次の件を全て満たしている人。
・全学部̎年次以্で通ࢉまたはۙの(1"が1��以্の人。
・修学ҙࢤがڧく、履修ڐ可になった場合、最後まで出੮することが可能な人。

4．登録の概要

ཤɹɹम 年間̐୯位まで出ئ可能。学部で定めている本学科目の履修ొ্ݶ୯位数には含まれませΜ。

୯Ґ認定

合֨した科目は他େ学で実際に履修した科目の開講期間にかかわらず、すべて通年科目として当該年度末
に認定されます。したがって、̍ 年間ࡏ੶しない場合、୯位認定されませΜのでҙしてくͩさい。認定さ
れた୯位は共通教育科目として、ࡏ学期間を通じて最େ12୯位まで卒業に必要な୯位にࢉೖし、科目໊はす
て「୯位ޓ科目」の科目໊で認定をҙຯする「/」を本学の学業成績දおよび成績ূ明ॻにදهします。

5．登録上の注意事項
　次のような場合、ొ はできませΜ。
ᶃ重複ొ（本学で履修ొした科目と同一༵時間ଳにొ）
　˞他େ学のू中形ࣜの科目が、本学の科目と̍でも重複する場合も含みます。
ᶄҠ動時間からड講がࠔであると考えられる時間ଳでのొ
　ྫɿ同一༵に連続した時間ଳで別々のେ学の科目をొ
　特に、͕ݶ࣌ҟͳる߹Ͱɺຊֶのतؒ࣌ۀଳとଞେֶのतؒ࣌ۀଳҟͳるՄ性͕͋ることをཹҙしてくͩさい。
　なお、ॏෳొͨ͠߹ɺຊֶཤमՊΛআ͠ɺ୯ҐޓՊのཤम͕༏ઌ͞Ε·すɻ
　たͩし、ळֶظのཤमొ࣌ʹɺΉΛ得ͳ͍ࣄͰຊֶཤमՊと୯ҐޓՊのत͕ۀॏෳする߹ɺཤमొ
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ηϯλʔ·Ͱ૬ஊʹདྷ͍ͯͩ͘͞ɻֶڭʹؒظ
ᶅ教学ηンターからの確認に応じない場合
　教学ηンターから内容の確認を行う場合があります。ి または教学ηンターからのిにより連ݴ掲示൘104Tのࢠ
བྷしますので、対応できるようにしておいてくͩさい。なお、確認に応じない場合にはਃ及びొをڐ可しませΜ。
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履修規定
卒業に必要な最低修得単位数

Պɹɹɹɹ۠ɹɹ मಘ୯Ґ࠷

௨ڞ
ҭՊڭ

ਓؒՊֶڭҭՊ
選択必修

人文科学 4୯位

24୯位
以্ 124୯位

以্

社会科学 4୯位
選択

ҭՊڭޠݴ
必修 英語教育科目 �୯位
選択

ΩϟϦΞܗࢧԉڭҭՊ 選択必修 2୯位
ମҭڭҭՊ 選択
༥߹ڭҭՊ 選択 情報理工学部生履修可とする他学部専門教育科目
ઐڭҭՊ 「専門教育科目の履修について」のϖージをࢀর ��୯位以্

ᾇ �卒業するためには、4年以্ࡏ学し、্ 。の科目۠分に従って124୯位以্を修得しなければなりませΜه
ᾈ ৄ。定された科目�୯位を修得しなければなりませΜࢦ、語教育科目はݴ� ࢀについては、C��ϖージからC��ϖージをࡉ
রしてくͩさい。

ᾉ �キϟリア形成ࢧԉ教育科目は、科目۠分の中から2୯位を修得しなければなりませΜ。ৄ ࢀについてはC�12ϖージをࡉ
রしてくͩさい。共通教育科目のৄࡉについては、C�4ϖージからC�12ϖージをࢀরしてくͩさい。

ᾊ �༥合教育科目۠分には、情報理工学部生履修可とする他学部専門教育科目をࢉೖすることができます。
ᾋ �専門教育科目の履修については、C�13からC�1�ϖージをࢀরしてくͩさい。

履修コースの選択・変更について
　情報理工学部では、情報学をϕースに、ి 気ిࢠ工学、数理科学、科学（ਆܦ科学）、デβΠン学を༥合した体系的な
カリキュラムを構築し、ݱの情報社会のニーζに合わせた1�コースを設定しています。1年次ळ学期からコースを選択
し、いずれかのコースの要件を1つ以্満たすことを卒業要件とします。「ネットワークシステムコース」「情報ηキュリ
ティコース」「データαΠΤンスコース」「ロϘットΠンタラクションコース」「コンピュータ基൫設ܭコース」「組ࠐみシス
テムコース」「デジタルフΝϒリケーションコース」「科学コース」「ϝディアॲ理技術コース」「情報システムコース」の
1�コースの内、必ず1つ以্のコースを選択してくͩさい。
　これらコースは1つͩけでなく複数を選択して学ぶことも可能とし、分野横断的な形での深い知識とスキルを身に付け
ることもできます。コース͝とに「コース要件科目」と「コースਪ科目」を設定していますが、専門教育科目の体系的学
修໘にもྀし、一部の科目をコース間で重複させることにより、複数のコースを選択してそれぞれの学びをฒ行してແ理
なく学習することも可能となっています。なお、「コースਪ科目」も十分に修得して各コースの体系的学びを୲อするこ
とを考ྀすると、最େ 3つのコースを同時に選択することが可能です。このようなカリキュラムのもと、1つの分野で深く
究することも、分野横断により広く学ぶことにも対応し、社会のニーζに即した学びを可能とします。
　履修コースの選択・変ߋは次のとおりです。
ᾇ �ୈ 1ʙ 。まで選択することができますر3
ᾈ �コース選択は、ୈ 2ηϝスター開࢝時とします。
ᾉ �「情報ηキュリティコース」「デジタルフΝϒリケーションコース」は3�໊の人数੍ݶがあります。
ᾊ �コース変ߋは、ୈ 3ηϝスター以߱、「情報理工学特別研究ᶗ」にଐされるまで、ਃし出ることができます。
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各履修コースの修了要件について
　学部必修科目であるプログラミング教育科目や実験・演習科目により、情報学としての根幹的な教育を各コース共通の
組みで実ࢪします。そして、各コースにおいては、多数ある専門教育科目のうち、そのコースの分野・領域を体系立てて
修得する際の֨ࠎとなる科目を「コース要件科目」と定義し、それらをʤ全て修得することで当該コースの要件を満たし
たʥとみなします。また、各コースではそれぞれの「コース要件科目」にՃえ、́ かの専門教育科目からその分野・領域を
幅広く修得するためのิڧとなる科目を「コースਪ科目」とします。学部必修科目を根幹としつつ、この「コース要件科
目」と「コースਪ科目」により、各コースの体系的学びを実ݱします。
　ͳ͓ɺબͨ͠Ҏ֎のίʔスͰʮίʔスཁ݅ՊʯΛશͯम得ͯ͠ଔۀཁ݅とͯ͠ೝΊ·ͤΜɻ

早期卒業について
　情報理工学部では、情報理工学部（学部）と先端情報学研究科（ത士前期課程）を�年間で卒業・修ྃすることができる
よう、成績が༏लで、かつେ学Ӄに進学をする学生で、以下の件をすて満たす者については、ୈ �ηϝスターऴྃ時の
�݄に卒業することができます。

1．早期卒業の条件について
　ᾇ �ୈ �ηϝスターऴྃ時点での件
　　ア　「情報理工学特別研究ᶘ"ŋᶘ#」をআいて卒業要件を満たしていること。
　　Π　修得した専門教育科目の1�3以্が��点以্の評価であること。
　　ウ　「情報理工学特別研究ᶗ」の୲当教員एしくは学部長のਪનが得られること。
　　Τ　ୈ �ηϝスターでେ学Ӄ科目のૣ期履修件を満たしていること。
　　Φ　େ学Ӄへのळ学期ೖ学の学内ਪન基४を満たしていること。
　ᾈ ୈ �ηϝスターऴྃ時点での件
　　ア　卒業に必要なすての୯位を修得していること。
　　Π　�େ学Ӄの学内ਪનೖࢼ（情報理工学部ૣ期卒業生対）に合֨していること。たͩし、次に該当する学生はૣ期

卒業の対とはなりませΜ。
　　　　ᶃ編సೖ学によりೖ学した者
　　　　ᶄ卒業までの期間にٳ学等学੶ҟ動のあった者

2．特別履修について
�期卒業の件のᾇを満たす学生については、学部のೖ学定員のૣه্　 （̀11໊）をえないൣғで「情報理工学特別
研究ᶘ#」をୈ �ηϝスターで履修することができます。
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共通教育科目
内外ࠃ、しくしつつ、創造力にみ、社会的な義をଵることなくݫ業େ学では、教学の理念に掲げる「自らを࢈ژ　
を問わず活༂できる人材」の育成のために、学生が自らの専門分野を深く学ぶͩけでなく、幅広い教養を身につけることの
できるよう、「人間科学教育科目」「ݴ語教育科目」「体育教育科目」「キϟリア形成ࢧԉ教育科目」の۠分を設けて、す
ての学生に開講しています。
　ೖ学年度͝とに定められている履修ن定を十分にѲしたうえで履修してくͩさい。

1．人間科学教育科目
　人間科学教育科目は、「人文科学」「社会科学」「自然科学」「総合」の̐つの領域にわかれます。
　このうち、「総合」以外の̏領域は、「基本科目」と「展開科目」から構成されています。自らの専門以外の学問分野を学
ぶにあたって、まず基本科目でその学問分野のେまかな全体像を得て基本的な考え方をつかみ、そこでڵຯをײじた内容
を展開科目でさらに深く学ぶことで、体系的に学習できるよう工しています。

（1）各領域の特徴
【人文科学領域】
　この領域は、ݹ今౦の人類の文化を対とします。これには「学」「心理学」「歴史学」「文学・ܳ術学」といった分
野が含まれます。この領域の科目は、文化の多様性を認識し、ॊೈにࢥ考できるようになることを目的としています。
【社会科学領域】
　この領域は、ҙ見や利が多種多様で、価値観のҟなる人々が構成する社会とそのような社会で生じるॾݱとを対
とします。これには、「ࡁܦ学」「ܦӦ学」「法学・࣏学」「社会学」といった分野が含まれます。この領域の科目は、多種
多様な人々の共ଘやڠ力を図るしくみを理解することを目的としています。
【自然科学領域】
　この領域は、ミクロ（素ཻࢠ）からマクロ（Ӊ）までの様々なスケールの自然ݱを対とします。これには、ژ࢈業
େ学の特৭といえる「ఱ文・物理科学」「生໋・ڥ科学」「情報科学」それに、自然科学の基൫である「数学」といった分
野が含まれます。この領域の科目は、自然法ଇや生໋のӦみへの見方を養うことを目的としています。
【総合領域】
　この領域は、次の科目群に۠分されます。
　・ಋೖ・続教育科目群˞1ɿ主に1年次生を対としたେ学生活に適応するための力を養う科目
　・̠ ̨ ̪ 科 目 群ɿ本学の特৭ある科目と本学で学ぶための基礎となる科目
　・教 育 ・ 教 職 科 目 群ɿ教員໔ڐ取得などに関わる科目
　・人 ݖ 科 目 群ɿ人ݖに関わるॾ問題や歴史などを学ぶ科目
　・情 報 科 目 群ɿ情報に関する科目
　˞1　�օさΜがこれから体験する「高ߍからେ学へのҠ行」「共通教育と専門教育の連動」「େ学から社会へのҠ行」と

いったہ໘において、ॊೈに適応する力を身につける科目を開講しています。キϟリア形成ࢧԉ教育科目（C�12
ϖージ）内にも、「ಋೖ・続教育科目群」を設けています。

（2）履修方法について
　人文科学領域および社会科学領域の̎領域から̐୯位ずつ修得しなければなりませΜ。

合計　 8単位ਓจՊֶྖҬ
û୯Ґ ʴ ࣾձՊֶྖҬ

û୯Ґ

˰　�人文科学領域および社会科学領域の̎領域から「基本科目」と、
　　それに関連する「展開科目」を修得することをਪします。
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2．言語教育科目
。語教育科目から構成されていますࠃ語教育科目は、英語教育科目と英語以外の外ݴ　

英語教育科目
�　グローバル社会の中で活༂し社会にݙߩするためには、実用的な英語運用能力の֫得が必ਢとなります。本学で
は、全学部̍・̎年次に英語授業を必修とし「ಡむ・ॻく・す・ฉく」の英語学習にՃえて、ब職活動のೖޱやϏ
ジネス場໘で有用とされるT0&I$対応の学習も行います。また、その達成度合いをଌるために年数ճT0&I$� -�3
をड験します。英語がۤ手な方には基礎から学ぶ授業を開講し、基礎から英語能力の向্を図ります。

外国語教育科目
�　外ࠃ語教育科目は、ࠃ際社会でٻめられる高度な語学力を身に付けてࠃ際的視野を磨く科目で、̕ 語から学びݴ
たいݴ語を選択できます。ネΠティϒスピーカーの教員による会や検定ࢼ験を念಄に置いた科目など、各種レϕ
ルの特৭ある科目が用ҙされており、学習ܦ験の有ແにかかわらず、৳ばしたい力と学習の目的に応じて履修する
ことができます。

⑴ 履修について
。語教育科目では、英語必修科目̔୯位を修得しなければなりませΜݴ�˕　

Պ۠ Պɹɹɹɹɹɹɹɹ໊ ୯Ґ मಘ୯Ґ࠷

ӳޠ ඞम クラスࢦ定された科目˞̍ 各̍ ̔

˞ �̍ ೖ学時の英語プレΠスϝントテスト（T0&I$�#SJEHF�I1）のスコアに基ͮき、レϕル（クラス）分けを行います。
� そのレϕルにより、ηϝスター͝とに履修する科目がҟなります。ʤ下දࢀরʥ

【英語必修科目】

レϕル レϕル分け基४
（T0&I$�-�3スコア）

T0&I$�-�3
スコア目標

̍年次 ̎年次
̍ηϝ（य़学期） ̎ηϝ（ळ学期） ̏ηϝ（य़学期） ̐ηϝ（ळ学期）

ʲ্ڃʳ �2�以্ ���以্ 英語（プレゼンテーション）ᶗڃ্ 英語（プレゼンテーション）ᶘڃ্ 英語（ディスカッション）ᶗڃ্ 英語（ディスカッション）ᶘڃ্
্ ڃ 英 語（T0&I$）ᶗ ্ ڃ 英 語（T0&I$）ᶘ ্ ڃ 英 語（T0&I$）ᶙ ্ ڃ 英 語（T0&I$）ᶚ

ʲ中ڃʳ 4��以্ ���以্ 中ڃ英語（コミュニケーション）ᶗ 中ڃ英語（コミュニケーション）ᶘ 中ڃ英語（コミュニケーション）ᶙ 中ڃ英語（コミュニケーション）ᶚ
中 ڃ 英 語（T0&I$）ᶗ 中 ڃ 英 語（T0&I$）ᶘ 中 ڃ 英 語（T0&I$）ᶙ 中 ڃ 英 語（T0&I$）ᶚ

ʲॳڃʳ 31�以্ 4��以্ ॳڃ英語（コミュニケーション）ᶗ ॳڃ英語（コミュニケーション）ᶘ ॳڃ英語（コミュニケーション）ᶙ ॳڃ英語（コミュニケーション）ᶚ
ॳ ڃ 英 語（T0&I$）ᶗ ॳ ڃ 英 語（T0&I$）ᶘ ॳ ڃ 英 語（T0&I$）ᶙ ॳ ڃ 英 語（T0&I$）ᶚ

ʲ基礎ʳ � � 基礎英語（コミュニケーション）ᶗ 基礎英語（コミュニケーション）ᶘ 基礎英語（コミュニケーション）ᶙ 基礎英語（コミュニケーション）ᶚ
基 礎 英 語（ 総 合 ）ᶗ 基 礎 英 語（ 総 合 ）ᶘ 基 礎 英 語（ 総 合 ）ᶙ 基 礎 英 語（ 総 合 ）ᶚ

˞ηϝスター͝とに̎科目を学びます。
˞ֻは、原ଇ、英語ネΠティϒスピーカーの教員が୲当（ֻ以外は、本人教員が୲当）

【TOEIC L&R受験について】
　˖�̍ ・̎年次ऴྃ時に、「্ڃ」・「中ڃ」・「ॳڃ」レϕルのクラスは全員、「基礎」レϕルの学生はر者のみ、T0&I$�
-�3�I1（学内ड験）をड験します。ʦड験ྉはେ学ෛ୲ʧ

　˖य़学期ऴྃ時にも、T0&I$�-�3�I1（学内ड験）をر者に実ࢪします。ʦड験ྉはݸ人ෛ୲ʧ
　　ड験方法などのৄࡉについては、ి 。掲示൘104T等でお知らせしますࢠ

⑵ 各種検定試験のスコアによる単位認定について（b-7～ b-9ページ参照）
　˖英語教育科目
　　�T0&I$� -�3� I1（学内ड験）およびT0&I$� -�3（ެ開テスト）でのスコアに基ͮき、英語必修科目として୯位認定し
ます。

　　また、T0&'-や実用英語技能検定のスコアで英語選択科目として認定する੍度があります。
　˖外ࠃ語教育科目
。語教育科目の選択科目として୯位認定しますݴ、験のスコアに基ͮきࢼ定された各種検定ࢦ　　
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⑶ 余剰単位の取り扱いについて
。ೖしますࢉ語教育科目で定める୯位数をえて修得した୯位は、卒業要件୯位にݴ　

⑷ 再履修について
　ηϝスターຖに決められた英語必修科目の୯位が修得できなかった場合には、次ηϝスター以߱に࠶履修クラスを履修
します。

⑸ 履修上の注意事項について
　英語必修科目は、ηϝスターຖに設けているT0&I$� -�3� I1（学内ड験）をड験し、そのスコアによって自動的に্位の
クラスに্がります。そのクラス変ߋの݁果は、新学期の開࢝前にిࢠ掲示൘104T等で連བྷします。

⑹ 外国人留学生を対象とした言語教育科目について

＜履修パターン＞
1ηメスλー 2ηメスλー

本語科目（̐୯位・必修） 本語科目（̐୯位・必修）

̍、履修ύターンによる履修は、ਪされる履修方法でありه্˞ ηϝスター・̎ηϝスターで必修科目が修得できなかっ
た場合は、̏ ηϝスターから卒業までの間に必修科目を修得する必要があります。

＜日本語科目＞
୯ 位 数ɿ̍୯位（ 「˞ཹ学生のための本事情」আく）
当年次ɿ̍年次

ରऀ レϕϧ ඞम・
બผ Պ໊

正
規
学
部
留
学
生

̓ 選択 本語コミュニケーション
（す�ฉく）ᶗ�ᶘ

本語コミュニケーション
（ಡむ�ॻく）ᶗ�ᶘ

本語̏ڃ্
（Ϗジネス）ᶗ�ᶘ

本語̏ڃ্
（文ষදݱ）ᶗ�ᶘ

ʲ選択ʳ
検定で学ぶ
本語
ᶗ�ᶘ（ڃ্） ʲ選択ʳ

ཹ学生のため
の本事情
（̎୯位）

̒ ඞम ̎ޠຊڃ্
ʢޠኮ・ಡղʣᶗ�ᶘ

̎ޠຊڃ্
ʢจষදݱʣᶗ�ᶘ

̎ޠຊڃ্
ʢޱ಄දݱʣᶗ�ᶘ

̎ޠຊڃ্
ʢௌղʣᶗ�ᶘ

ʲ選択ʳ
実践本語̑ ඞम ̍ޠຊڃ্

ʢޠኮ・ಡղʣᶗ�ᶘ
̍ޠຊڃ্
ʢจষදݱʣᶗ�ᶘ

̍ޠຊڃ্
ʢޱ಄දݱʣᶗ�ᶘ

̍ޠຊڃ্
ʢௌղʣᶗ�ᶘ

̐ 選択 中ڃ本語̎
（語ኮ・ಡ解）ᶗ�ᶘ

中ڃ本語̎
（文法）ᶗ�ᶘ

中ڃ本語̎
ᶗ�ᶘ（ݱ಄දޱ）

中ڃ本語̎
（ௌ解）ᶗ�ᶘ 中ڃ本語

（文ࣈ・දه）ᶗ�ᶘ

検定で学ぶ
本語
（中ڃ）ᶗ�ᶘ̏ 選択 中ڃ本語̍

（語ኮ・ಡ解）ᶗ�ᶘ
中ڃ本語̍
（文法）ᶗ�ᶘ

中ڃ本語̍
（会）ᶗ�ᶘ

中ڃ本語̍
（ௌ解）ᶗ�ᶘ

非
正
規
留
学
生

̎ ʕ

ॳڃ本語̎
（文法#）ᶗ�ᶘ ॳڃ本語̎

（会）ᶗ�ᶘ
ॳڃ本語̎
（ಡ解）ᶗ�ᶘ

ॳڃ本語
（文ࣈ・දه）ᶗ�ᶘ

ॳڃ本語̎
（文法"）ᶗ�ᶘ

̍ ʕ

ॳڃ本語̍
（文法#）ᶗ�ᶘ

ॳڃ本語̍
（会#）ᶗ�ᶘ

ॳڃ本語̍
（文法"）ᶗ�ᶘ

ॳڃ本語̍
（会"）ᶗ�ᶘ

̌ ʕ

ೖ門本語
（会#）

ೖ門本語
（会"）

� ˞科目໊のᶗはय़学期科目、ᶘはळ学期科目をදし、それぞれ̍୯位

・外ࠃ人ཹ学生とみなされる学生のみ履修できます。
。語教育科目の最修得୯位数は、必修の「本語」科目を̔୯位修得しなければなりませΜݴ・
・たͩし、ೖ学時のプレΠスϝントテストの݁果等により「本語」科目を履修しない学生は、「本語以外のݴ語（語以
外）」を履修します。修得した୯位は、卒業要件୯位にࢉೖします。

・レϕル̏ʙ̐の科目を正ن学部ཹ学生が履修する場合は、本語୲当教員からの履修ڐ可が必要です。

˞履修可能な科目は、履修要߲別ΨΠドの授業科目一ཡで確認してくͩさい。



b-7

履
修
一
般

事
項

学　

籍

単
位
互
換
制
度

履

修

ํ

๏

ઐ

ڭ
ҭ
Պ

ͷ

履

修

ʹ

ͭ

͍

ͯ

　ن

ఔ

ਤ
ॻ
ؗ
࢘
ॻ
՝
ఔ

学

ܳ

һ

՝

ఔ

ά
ϩ
ồ
ό
ϧ
ɾ
α
Π
Τ
ϯ
ε
ɾ
ί
ồ
ε
ớ
̜
̨
̘
Ờ
ά
ϩ
ồ
ό
ϧ
ͳ
学
ͼ
ớ
̜
̚
̩
Ờ

◇英語資格試験等の単位認定制度（編・転入学生および英語を母語とする外国人留学生を除く）◇
　この੍度は、T0&I$� -�3、T0&'-、実用英語技能検定において下දに示す基४を満たしている場合、その学修に対し
て、୯位を認定する੍度です。
　「̍ɽ共通教育科目（英語教育科目）の必修科目に認定（্̒ݶ୯位まで）」と、「̎ɽ共通教育科目（英語教育科目）の選
択科目に認定」の̎つの੍度があります。方あわせて、最େ̔୯位までしか認められませΜ。

ʲ認定科目・୯位数一ཡදʳ

छɹྨ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ 認定Պ

T0&I$�-�3 �2�ʙ���点 ���ʙ���点 ���ʙ���点 ���点ʙ

英語必修科目
（୯位まで̒ݶ্）

˞�認定する୯位数の༨分
については、「英語選択科
目」で認定

T0&'-�IT1 4��ʙ���点 ��3ʙ�3�点 �4�ʙ���点 ��3点ʙ 英語選択科目

T0&'-�J#T �3ʙ�1点 �2ʙ��点 ��ʙ��点 ��点ʙ 英語選択科目

実用英語技能検定 ڃ̎ ४̍ڃ ʵ ̍ ڃ 英語選択科目

1．共通教育科目（英語教育科目）の必修科目での認定
　ᶃ�認定基४及び୯位数
。りますݶに（内ड験ࠃ）験はT0&I$�-�3�I1（学内ड験）またはT0&I$�-�3（ެ開テスト）ࢼ　�　�　
　ᶄ認定科目の取扱い
　　ａɽ対者は、英語必修科目履修者のみです。
　　ｂɽT0&I$�-�3�I1（学内ड験）またはT0&I$�-�3（ެ開テスト）のスコアに基ͮき、共通教育科目の英語必修科目と

して認定します。
　　ｃɽ୯位認定する科目は、高年次当の英語必修科目からॱ次認定します。たͩし、࠶履修科目がある場合は、࠶履

修科目の年次当科目を先に認定します。
　　ｄɽ認定は、ॴ定のਃをした学期に認定します。
　　ｅɽ認定した科目の成績評価は、認定をදす「/」とදهして認定します。認定された科目は(1"ࢉ出の対外としま

す。
　　ｆɽ同一基४でのスコアの重複認定はできませΜが、্ 位基४のスコアによるՃ認定は、ط認定୯位数をࠩしҾい

て認定します。
　　　　　ྫ）� ̍年次� T0&I$�-�3�I1（学内ड験）� ���点� 　　　�̎ ୯位認定
� ̎年次� T0&I$�-�3（ެ開テスト）� ���点� 　　　�̐୯位該当
� � � � 　ࠩしҾき̎୯位Ճ認定
　　̶ɽ必修科目としての認定୯位は、̒ ୯位を্ݶに卒業要件୯位としてࢉೖします。༨୯位は、「英語認定科目」

（選択科目）として認定します。
　　̷ɽ一୴認定された内容の変ߋ・取ফしはできませΜ。
　ᶅਃ期間
　　�　ਃ手続きおよびਃのड付期間は、ి �$掲示൘104Tにてお知らせします。なお、T0&Iࢠ -�3� I1（学内ड験）を
ड験された場合については、େ学ଆでスコアを確認して୯位認定を行います（本人ਃෆ要）。

　ᶆఏ出ॻ類
　　ａɽ英語ࢼ֨ࢿ験等に対する୯位認定ਃॻ
　　ｂɽT0&I$�-�3（ެ開テスト）のスコアカードの原本とそのコピー
　　ｃɽ最新の学業成績දのコピー（̍年次य़学期以外）
　　˞T0&I$�-�3�I1（学内ड験）をड験された場合は、ਃはෆ要です。
　ᶇ有効期ݶ
　　�　T0&I$� -�3（ެ開テスト）のスコアの有効期ݶは、取得後̎年以内とします（ೖ学前に取得したスコアは୯位認定の対
外）。
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2．共通教育科目(英語教育科目)の選択科目としての認定
　ᶃ認定基४及び୯位数（ࢼ験はࠃ内ड験にݶる）
　�　�　前ท̡ 認定科目・୯位数一ཡද rরࢀ
　ᶄ認定科目の取扱い
　　ａɽᶃの認定基४及び୯位数に基ͮき、共通教育科目の「英語認定科目」（選択科目）として認定します。
　　ｂɽ�認定した科目の成績評価は、認定をදす「/」とදهして認定します。認定された科目は(1"ࢉ出の対外としま

す。
　　ｃɽ�同一基४での֨ࢿ・スコアの重複認定はできませΜが、্ 位基४の֨ࢿやスコアによるՃ認定は、ط認定୯位

数をࠩしҾいて認定することができます。
　　　　　ྫ）� ̍年次� 実用英語技能検定� ୯位ਃ・認定̎　　�ڃ̎
� ̏年次� T0&'-�IT1� �32点�　　̐୯位該当
� � � � 　ࠩしҾき̎୯位Ճ認定
　　ｄɽ「英語認定科目」（必修科目）の認定における༨୯位は、「英語認定科目」（選択科目）として認定します。こちら

についても、্ 位基४の֨ࢿやスコアによるՃ認定は、ط認定୯位数をࠩしҾいて認定します。
　　ｅɽ認定୯位は、「英語認定科目」（必修科目ɿ্̒ݶ୯位まで）と「英語認定科目」（選択科目）を合わせて̔୯位を

。ೖしますࢉ度に卒業要件୯位としてݶ
　　ｆɽ一୴認定した科目の変ߋ・取ফしはできませΜ。
　ᶅਃ期間
　�　�　ਃ手続きおよびਃのड付期間は、ి 掲示൘104Tにてお知らせします。なお、ਃした科目の୯位認定は、各ࢠ
学期とします。

　ᶆఏ出ॻ類
　　ａɽ英語ࢼ֨ࢿ験等に対する୯位認定ਃॻ
　　ｂɽ�T0&I$� -�3（ެ開テスト）またはT0&'-のスコアカード（T0&'-�J#T、T0&'-�IT1を含む）、実用英語技能検

定合֨ূॻの原本とコピー
　　ｃɽ最新の学業成績දのコピー（̍年次य़学期以外）
　　˞T0&I$�-�3�I1（学内ड験）をड験された場合は、ਃはෆ要です。
　ᶇ有効期ݶ
　　�　T0&I$� -�3（ެ開テスト）・T0&'-のスコアの有効期ݶは、取得後̎年以内とします（ೖ学前に取得したT0&I$�
-�3（ެ開テスト）のスコアは୯位認定の対外）。
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◇英語以外の外国語検定試験合格者の単位認定制度（編・転入学生および各言語を母語とする外国人留学生を除く）◇
　�　この੍度は、下هදの検定ࢼ験において一定の基४を満たしている場合、その学修に対して、୯位を認定する੍度で
す。

　ᶃ認定基४及び୯位数

検定試験ͷछྨ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ �୯Ґ

ドΠπ語技能検定ࢼ験 ڃ̐ ڃ̏ ڃ̎
४̍ڃ
ڃ̍

実用フランス語技能検定ࢼ験 ڃ̐ ڃ̏ ४̎ڃ
ڃ̎
४̍ڃ
ڃ̍

中ࠃ語検定ࢼ験 ڃ̐ ڃ̏ ڃ̎
४̍ڃ
ڃ̍

ロシア語能力検定ࢼ験 ڃ̐ ڃ̏ ڃ̎ ڃ̍

スϖΠン語技能検定ࢼ験 ڃ̑ ڃ̐ ڃ̏
ڃ̎
ڃ̍

Πンドネシア語技能検定ࢼ験 ڃ̚ ڃ̙ ڃ̘
ڃ̗
ڃ̖

実用Πタリア語検定ࢼ験 ڃ̑ ڃ̐ ڃ̏
४̎ڃ
ڃ̎
ڃ̍

ハングル能力検定ࢼ験 ڃ̐ ڃ̏ ४̎ڃ
ڃ̎
ڃ̍

　ᶄ認定科目の取扱
　　ａɽ共通教育科目の「˓˓語認定科目」（選択科目）として認定します。
　　　　（˓˓の中には、各ݴ語の໊前がೖります。）
　　ｂɽ認定した科目の成績評価は、認定をදす「̣」とදهして認定します。
　　ｃɽ認定୯位は、最修得୯位数124୯位のうち、̔ ୯位をݶ度に卒業要件୯位としてࢉೖします。
　　　　（履修ొ্ݶ୯位数には、含まれませΜ。）
　　ｄɽҟなるݴ語の検定ࢼ験に合֨した場合も認定୯位の্ݶは̔୯位とします。
　　　　�ҟなるݴ語で֨ࢿを取得しても同一基४での֨ࢿ・スコアの重複認定はできませΜが、্ 位基४の֨ࢿやスコア

によるՃ認定は、ط認定୯位数をࠩしҾいて認定することができます。
　　　　　ྫ）� ̍年次� ドΠπ語技能検定ࢼ験� �ڃ̐ 　　̎୯位ਃ・認定
� ̏年次� 中ࠃ語検定ࢼ験� �ڃ̏ 　　̐୯位該当
� � � � 　ࠩしҾき̎୯位Ճ認定
　　ｅɽ一୴認定した୯位の取ফしはできませΜ。
　ᶅਃ期間
　　�　ਃ手続きおよびਃのड付期間は、ి 。掲示൘104Tにてお知らせしますࢠ
　　　なお、ਃした科目の୯位認定は、各学期とします。
　ᶆఏ出ॻ類
　　ａɽ検定ࢼ験合֨者等に対する୯位認定ਃॻ
　　ｂɽ各検定ࢼ験合֨ূॻの原本とコピー
　　ｃɽ最新の学業成績දのコピー（̍年次य़学期以外）
　ᶇ有効期ݶ
　　�　ೖ学前に取得した֨ࢿも認定することができますが、有効期ݶが設定されている検定ࢼ験は、ಧけ出以前にࣦ効
している場合は対外とします。

　 「˞中ࠃ語検定ࢼ験」において定められている「能力อূ期間」は「有効期ݶ」とはҟなります。
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3．体育教育科目
　体育教育科目は、「講義科目」「実習科目」「演習科目」に۠分しています。

（１）「健康科学実習」
　ొはコンピュータந選により教職ر者を༏先して決定します。
　ҩࢣのࢦಋ等により運動が੍ݶされている学生と、そのαポートを中心としたϘランティア学習をرする学生を対
としたクラス（̝クラス）を設けています。̝ クラスの履修ر者は、教学ηンターにਃし出てొの手続きをしてくͩさ
い。

（２）「スポーツ科学実習Ａ」「スポーツ科学実習Ｂ」
　科目໊にڝ技໊をදす෭題がついています。
　෭題がҟなっていても「スポーπ科学実習̖」「スポーπ科学実習̗」は、それぞれ̍科目しか履修できませΜ。

（３）「健康科学演習Ａ」「健康科学演習Ｂ」
　科目໊に෭題がついています。
　෭題がҟなっていても「݈߁科学演習̖」「݈߁科学演習̗」は、それぞれ̍科目しか履修できませΜ。

（４）「スポーツ科学演習Ａ」「スポーツ科学演習Ｂ」
　科目໊に෭題がついています。
　෭題がҟなっていても「スポーπ科学演習̖」「スポーπ科学演習̗」は、それぞれ̍科目しか履修できませΜ。

（5）スポーツ指導者育成科目
ެ、会ではڠ本スポーπ（ࡒެ）　 認スポーπࢦಋ者੍度に基ͮきスポーπࢦಋ者を認定しています。このެ認スポーπ
ಋ者としてࢦ技の基礎的・専門的ڝಋ者として、また特定ࢦを取得した者は、ক来域のスポーπクラϒの֨ࢿಋ者のࢦ
活動できることとなります。
　これらの֨ࢿを取得するためには、本スポーπڠ会で定めた「共通科目」と「専門科目」を修ྃする必要があります
が、「共通科目」のうち「共通科目ᶗ」「共通科目ᶘ」「共通科目ᶙ」にあたる科目については、次දの本学開設科目を୯位取
得し、卒業年度時にେ学を通じ（ެࡒ）本スポーπڠ会に修ྃূ明ॻの発行等ॴ定の手続きをすることにより、ެ 認ス
ポーπࢦಋ者養成講習会ड講時に講習・ࢼ験の໔আをडけることができます。
˞本学での履修方法やਃのৄࡉについては、આ明会または104TでҊ内します。

〈本学開設科目を単位取得することにより講習・試験の免除が受けられる公認スポーツ指導者の資格〉
・「スポーπリーμー」ɿ「共通科目」のみ修ྃすれば֨ࢿが得られます。
クラϒマ」「アシスタントマネジϟー」「スポーπプログラマー」「ಋ員ࢦジュニアスポーπ」「ಋ員ࢦڃ্」「ಋ員ࢦ」・
ネージϟー」ɿ次ද˓ҹの �科目すてを卒業までに୯位取得し、本スポーπڠ会へਃ（卒業年度にਃ）すれば、
該当ࢦಋ者の「共通科目」の講習とࢼ験໔আがडけられ、修ྃূ明ॻが発行（要৹ࠪྉ）されます。
・「コーν」「教ࢣ」「アスレティックトレーナー」「スポーπӫ養士」ɿ次ද˓と˕ҹの1�科目すてを卒業までに୯位取得
し、本スポーπڠ会へਃ（卒業年度にਃ）すれば、該当ࢦಋ者の「共通科目」の講習とࢼ験໔আがडけられ、修ྃ
ূ明ॻが発行（要৹ࠪྉ）されます。
˞各֨ࢿのৄࡉは「本スポーπڠ会ϗームϖージ」でも確認ができます。



b-11

履
修
一
般

事
項

学　

籍

単
位
互
換
制
度

履

修

ํ

๏

ઐ

ڭ
ҭ
Պ

ͷ

履

修

ʹ

ͭ

͍

ͯ

　ن

ఔ

ਤ
ॻ
ؗ
࢘
ॻ
՝
ఔ

学

ܳ

һ

՝

ఔ

ά
ϩ
ồ
ό
ϧ
ɾ
α
Π
Τ
ϯ
ε
ɾ
ί
ồ
ε
ớ
̜
̨
̘
Ờ
ά
ϩ
ồ
ό
ϧ
ͳ
学
ͼ
ớ
̜
̚
̩
Ờ

スポーツ指導者育成科目

ຊֶͷ։ઃՊʢମҭڭҭՊʣ ຊスポーπڠձߨशՊ

˓ スポーπの心理
共通ᶘ スポーπの心理ᶗ
共通ᶙ スポーπの心理ᶘ

˓ スポーπࢦಋ論
共通ᶗ

ಋ者のׂᶗࢦ
ըと҆全理ܭಋࢦ

共通ᶙ
ಋ者のׂᶘࢦ
ಋ法ࢦ技者育成のためのڝ

˓ スポーπҩ学ᶗ 共通ᶗ スポーπࢦಋ者に必要なҩ学的知識ᶗ

˓ スポーπマネジϝント
共通ᶗ 文化としてのスポーπ

共通ᶘ
スポーπと法
スポーπ組৫の運Ӧと事業

˓ スポーπӫ養学˞
共通ᶗ スポーπとӫ養
共通ᶙ アスリートのӫ養・৯事

˓ スポーπのスキル
共通ᶗ ジュニア期のスポーπ
共通ᶘ 対に合わせたスポーπࢦಋ
共通ᶙ 身体のしくみとಇき

˓ ˞社会とスポーπݱ
共通ᶗ 域におけるスポーπৼڵ
共通ᶘ 社会の中のスポーπ

˓ ウェΠトトレーニングの理論と実際 共通ᶗ トレーニング論ᶗ
˕ スポーπҩ学ᶘ 共通ᶙ スポーπࢦಋ者に必要なҩ学的知識ᶘ
˕ トレーニング論˞ 共通ᶙ トレーニング論ᶘ

スポーπ社会学科の専門教育科目߁社会学部݈ݱ˞
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4．キャリア形成支援教育科目
ԉプログラムでは、「େ学での学び」と「社会での実践」を段֊的に積み重Ͷていくことࢧ業େ学のキϟリア形成࢈ژ　
で、学生のݸ性や自主性を養い、自ら考え行動する「社会で活༂できる人材」を育成しています。

˞Պの֓ཁ・ৄࡉʹ͍ͭͯຊֶXFCϖʔδʹ͍ͯ͠ࡌܝ·すのͰɺࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ɹ63-ɿIUUQT���XXX�LZPUP�TV�BD�KQ�GFBUVSFT�DBSFFS�JOEFY�IUNM

【キャリア形成支援教育科目一覧】

　˞ද内の科目は2�1�年度開講科目です。

●導入・接続教育科目群
　�　主に1年次生を対としたେ学生活に適応するための力を養う科目です。օさΜがこれから体験する、「高ߍからେ学
へのҠ行」・「共通教育と専門教育の連動」・「େ学から社会へのҠ行」といったہ໘において、ॊೈに適応する力を身に
つける科目を開講しています。

˞人間科学教育科目内にも、ಋೖ・続教育科目群を設けています。（ৄࡉはC�4ϖージࢀর）

●産学協働教育科目群
①キャリアデザイン系科目
　卒業後の進࿏と自分自身のେ学生活とを݁びつけ、ॆ 実ײの高いେ学生活をૹる力を身につけることができます。ήス
ト講ࢣの講義や社会人との対やディスカッションを通じて、自分のキϟリアプランについて考えることができます。

②PBL系科目
　େ学（0O�$BNQVT）での学びと実社会（0GG�$BNQVT）での学びとを༥合させた、課題解決ܕ学習（1#-ɿ1SPKFDU�
#BTFE-FBSOJOH）科目です。ا業や行機関から与えられる課題の解決活動を通じて、社会に出た時に必要となる心構えや
能力を身につけることができます。

③インターンシップ系科目
　実際にا業等でब業体験等を行う科目です。社員の方としたり、実際の事を体験することで、事のやりがい、業
種や職種による業内容のҧい、会社の෩を体ײすることができます。キϟリア選択の視野を֦げることにՃえ、େ学
の学びが実社会でどのように活きるのかを体ײし、実習後に学習ҙཉが向্することもૂいとしています。

※各科目には、様々な履修条件があります。卒業まで計画的に履修するようにしてください。
※各科目を履修する場合は、履修要項別冊ガイドおよびシラバスを必ず参照し、詳細を確認してください。

Պ܈ Պܥ

ಋೖɾଓڭҭ

ҭڭಇڠֶ࢈

ΩϟϦΞσβΠンܥ

ܥ-1#

Πンλーンγοϓܥ

׆ͱେֶੜݟൃݾࣗ

ͱΩϟϦΞσβΠンݟൃݾࣗ
0�0$'�1#-�

0�0$'�1#-�
ਓͱֶੜͷϋΠϒϦουۀا

スλートΞοϓɾΠンλーンγοϓ
ϓϨοϓɾΠンλーンγοϓ
Πンλーンγοϓ̍ʢେֶίンιーγΞϜژओ࠵Պʣ

Πンλーンγοϓ̎ʢେֶίンιーγΞϜژओ࠵Պʣ
Πンλーンγοϓ̏ʢࠃʣ

Πンλーンγοϓ̐ʢւ֎ʣ
Πンλーンγοϓ̑ʢࣗݾ։ʣ

ཧܥスλートΞοϓɾΩϟϦΞσβΠン
ΩϟϦΞɾ3F�σβΠン

ø࣍ ù࣍ ú࣍ û࣍

ྫɿ「自己発見とେ学生活」
　�େ学という新たなڥの中で自己の特性とキϟンύスڥの྆方を活かし、「̐年間のେ学生活」を自らΠϝージし、実行する力を身につ
けます。ݴいえると、「アウェΠ（新たなڥ）をϗーム（҆心して自分からपғにಇきかける場・自己දݱし合える場）に変える力」を
養います。授業は主に、ड講生同士のグループワークを中心に展開します。（̍年次のय़学期しか履修することができませΜ。）

ྫɿ「自己発見とキϟリアデβΠン」
　�「社会における自らのݸ性の活かし方」「社会課題とେ学の学びの関わり」「࢈業քと専門科目のつながり」を理解し、卒業後のキϟリアプ
ランの明確化をଅ進します。その্で、主体的なେ学生活のਪ進と自らのキϟリア観を形成する力を高めます。

ྫɿ「0�0$'�1#-2」
自」「ײ定ߠ自他」をఏҊ。「社会人基礎力」ࡦ会で解決ࠂされた課題にνームで̒ϲ݄間ઓし、最ऴ成果報ڙ業・行機関等からఏا�　
。に人と関わる力」「問題解決力」を身につけますࡏ

ྫɿ「Πンターンシップ̏」
業・業ք研究、Ϗジネスマナーا、Ջ中に̎ि間以্のΠンターンシップを行います。事前学習では目標設定ٳ業・ஂ体等で、Ն期ا内ࠃ�　
講義等、事後学習では「ब業体験」をৼりฦり、成果報ࠂを行うことで、学習ҙཉやब業ҙ識の向্につながっています。
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専門教育科目の履修について
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卒業要件単位数
Պɹɹɹɹ۠ɹɹ मಘ୯Ґ࠷

௨ڞ
ҭՊڭ

ਓؒՊֶڭҭՊ
選択必修

人文科学 4୯位

24୯位
以্

124୯位
以্

社会科学 4୯位
選択

ҭՊڭޠݴ
必修 英語教育科目 �୯位
選択

ΩϟϦΞܗࢧԉڭҭՊ 選択必修 2୯位
ମҭڭҭՊ 選択
༥߹ڭҭՊ 選択 情報理工学部生履修可とする他学部専門教育科目

ઐڭҭՊ

必修 2�୯位
��୯位
以্選択必修 選択したコースのコース要件科目全て

（最1コース） 1�୯位

選択
自༝

（ 1）必修科目は全て修得しなければなりませΜ。
（ 2）�選択必修科目については、選択したコースのコース要件科目全て（1�୯位）を最 1コース修得しなければなりま

せΜ。なお、1�୯位をえて修得した科目については選択科目として認めます。
（ 3）�1年次当の必修科目「基礎プログラミング演習ᶘ」を履修するには、1年次当の必修科目「基礎プログラミング

演習ᶗ」を修得していなければなりませΜ。
（ 4）�2 年次当の必修科目「発展プログラミング演習」を履修するには、1年次当の必修科目「基礎プログラミング

演習ᶘ」を修得していなければなりませΜ。
（ �）�「ඍ分積分ᶙ」を履修するには、1年次当の「ඍ分積分ᶗ」及び「ඍ分積分ᶘ」を修得していなければなりませ

Μ。
（ �）�「情報理工学特別研究ᶗ」を履修するには、1年次当の必修科目（1�୯位）を全て修得し、かつ、卒業要件୯位の

うち��୯位以্を修得していなければなりませΜ。
（ �）�「情報理工学特別研究ᶘ"・ᶘ#」を履修するには、「情報理工学特別研究ᶗ」及び 2年次当の必修科目（ �୯位）

を全て修得し、かつ、卒業要件୯位のうち�2୯位以্を修得していなければなりませΜ。
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各年次の履修登録上限単位数について
履修登録上限単位数

࣍ �࣍ �࣍ �࣍ �࣍

ֶ期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期 य़学期 ळ学期

୯Ґ 24 24 24 24 24 24 24 24

たͩし、次の科目は্ه୯位数に含まれませΜ。
　ᶃ �卒業要件とならない自༝（ਵҙ）科目
　ᶄ �୯位ޓ科目（େ学コンソーシアムژ科目ç等）
　ᶅ �Πンターンシップ、0�0$'ʵ1#-
　ᶆ �「スタートアップ・Πンターンシップ」「理工系スタートアップ・キϟリアデβΠン」「プレップ・Πンターンシップ」
「業人と学生のハΠϒリッドا」

　ᶇ �ւ外語学実習
　ᶈ「ത物ؗ実習」
　ᶉ「ւ外αΠΤンスキϟンプ」「特別英語（英語αマーキϟンプ）」、「˓˓ւ外実習」（˓˓には、英語・ドΠπ語・フラ

ンス語・スϖΠン語・Πタリア語・ロシア語・中ࠃ語・ؖࠃ語・Πンドネシア語がೖる）
　ᶊ「ࠃ際ࡁܦ研修」「ࠃ際文化研修」

その他の注意事項

1．「特別研究」の分属について
　̏年次のळ学期から「特別研究」が必修科目として開講されており、履修にあたっては、グレード੍が適用されているこ
とは、履修ن定にࡌهのとおりです。
　研究ࣨの分ଐの方法などについては、ి 。掲示൘104T等でお知らせしますので、よく確認してくͩさいࢠ
　また、ر者が多い場合には、成績が選考基४となりますから、しっかりと学修しておくことがまれます。

2．通年・学期連結科目の登録について
　य़学期に通年科目や学期連݁科目をొする際には、その༵・時ݶにळ学期開講の必修科目がແいかよく確認の্、
ొしてくͩさい。
　ळ学期のొの際に気がついても、通年科目や学期連݁科目の取りফしはできませΜ。

3．低単位指導について
　情報理工学部では、修得୯位数が著しくগないために卒業にӨڹを及΅すと考えられる学生に対して、修学ࢦಋを行っ
ています。
　୯位ࢦಋの基४は次のとおりです。

�࣍ऴྃ࣌ �࣍ऴྃ࣌ �࣍ऴྃ࣌

3�୯位以下 �2୯位以下 ��୯位以下

　その他、্ 。ಋの対としますࢦの基४を満たしていても、次の߲目に該当する場合は、୯位ه
　　・必修の実験科目がະ修得である者
　　・必修科目を2年以্連続してະ修得である者
　　・�ηϝスターऴྃ時で、いずれのコースでも要件を満たせていない者
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科目区分

年次

必修科目 選択必修・選択〈コース要件・推奨科目〉 ●コース要件（選択必修）　○コース推奨（選択） 自由科目※注3

全コース ネットワーク
システムコース

情報セキュリティ
コース

データサイエンス
コース

ロボットインタ
ラクションコース

コンピュータ基盤
設計コース 組込みシステムコース デジタルファブリ

ケーションコース 脳科学コース メディア処理技術
コース 情報システムコース 全コース

̍

࣍

基礎プログラミング
演習Ⅰ⑵
コンピュータのため
の数学⑵
コンピュータ概論⑵
情報理工学概論⑵
基礎プログラミング
演習Ⅱ⑵

●離散数学⑵
○情報セキュリティ
基礎⑵
○確率と統計⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵

●情報セキュリティ
基礎⑵
○確率と統計⑵
○離散数学⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵

●微分積分Ⅰ⑵
●線形代数Ⅰ⑵
●確率と統計⑵
○微分積分Ⅱ⑵
○線形代数Ⅱ⑵

●ヒューマンインタ
フェース⑵

●ブレインマシンイ
ンタフェース⑵

○デジタルファブリ
ケーション⑵

○確率と統計⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○微分積分Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵
○微分積分Ⅱ⑵

●線形代数Ⅱ⑵
●論理回路Ⅰ⑵
○情報セキュリティ
基礎⑵

○確率と統計⑵
○離散数学⑵
○線形代数Ⅰ⑵

●論理回路Ⅰ⑵
○電子回路⑵
○確率と統計⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○微分積分Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵
○微分積分Ⅱ⑵

●電子回路⑵
●デジタルファブリ
ケーション⑵

○ブレインマシンイン
タフェース⑵

○ヒューマンインタ
フェース⑵

○確率と統計⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○微分積分Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵
○微分積分Ⅱ⑵

●ヒューマンインタ
フェース⑵

●ブレインマシンイン
タフェース⑵

○電子回路⑵
○確率と統計⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○微分積分Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵
○微分積分Ⅱ⑵

●ヒューマンインタ
フェース⑵

○デジタルファブリ
ケーション⑵

○確率と統計⑵
○離散数学⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○微分積分Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵
○微分積分Ⅱ⑵

●離散数学⑵
●ヒューマンインタ
フェース⑵

●情報セキュリティ基
礎⑵

○論理回路Ⅰ⑵
○確率と統計⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵

大学数学の基礎演習Ⅰ
⑴
情報リテラシ基礎演習
⑴
大学数学の基礎演習Ⅱ
⑴

̎

࣍

発展プログラミング
演習⑵
情報理工学実験A・B
⑷

●コンピュータネッ
トワークⅠ⑵
●アルゴリズムと
データ構造⑵
●情報理論⑵
●コンピュータネッ
トワークⅡ⑵
○制御理論⑵
○情報セキュリティ
特別講義⑵
○応用プログラミン
グ（Web）⑵
○応用プログラミン
グ（C）⑵

●コンピュータネッ
トワークⅠ⑵
●産業システムセ
キュリティ⑵
●データ解析の基礎
⑵
●コンピュータネッ
トワークⅡ⑵
●情報セキュリティ
特別講義⑵
○コンピュータアキ
テクチャⅠ⑵
○応用プログラミン
グ（Web）⑵

●多変量解析の初歩
⑵

●データ解析の基礎
⑵

●最適化理論⑵
●機械学習入門⑵
○微分積分Ⅲ⑵
○数値計算⑵
○自然言語処理⑵
○情報理論⑵
○アルゴリズムと
データ構造⑵

○応用プログラミン
グ（データ解析）⑵

○応用プログラミン
グ（Java）⑵

●運動の数学⑵
●自然言語処理⑵
○微分積分Ⅲ⑵
○機械学習入門⑵
○脳生体情報計測⑵
○データ解析の基礎
⑵

○信号処理基礎⑵
○応用プログラミン
グ（Java）⑵

○応用プログラミン
グ（Python）⑵

●数理論理学⑵
●アルゴリズムと
データ構造⑵

●コンピュータアー
キテクチャⅠ⑵

○情報セキュリティ
特別講義⑵

○ソフトウエア工学
Ⅰ⑵

○コンピュータネッ
トワークⅠ⑵

○論理回路Ⅱ⑵
○応用プログラミン
グ（C）⑵

○応用プログラミン
グ（アルゴリズム）
⑵

●信号処理基礎⑵
●システム理論⑵
●コンピュータアーキ
テクチャⅠ⑵

●電気回路理論⑵
●デジタル信号処理⑵
○微分積分Ⅲ⑵
○アルゴリズムとデー
タ構造⑵

○制御理論⑵
○論理回路Ⅱ⑵
○応用プログラミング
（C）⑵

●運動の数学⑵
●脳生体情報計測⑵
○微分積分Ⅲ⑵
○デジタル信号処理⑵
○電気回路理論⑵
○信号処理基礎⑵
○制御理論⑵
○応用プログラミング
（C）⑵
○応用プログラミング
（Java）⑵

●神経科学Ⅰ⑵
●神経科学Ⅱ⑵
●脳生体情報計測⑵
●機械学習入門⑵
○微分積分Ⅲ⑵
○電気回路理論⑵
○データ解析の基礎⑵
○多変量解析の初歩⑵
○信号処理基礎⑵
○応用プログラミング
（データ解析）⑵
○応用プログラミング
（Python）⑵

●信号処理基礎⑵
●自然言語処理⑵
○運動の数学⑵
○数値計算⑵
○データ解析の基礎⑵
○多変量解析の初歩⑵
○情報理論⑵
○微分積分Ⅲ⑵
○機械学習入門⑵
○デジタル信号処理⑵
○アルゴリズムとデー
タ構造⑵

○コンピュータネット
ワークⅠ⑵

○コンピュータネット
ワークⅡ⑵

○応用プログラミング
（Web）⑵
○応用プログラミング
（C）⑵
○応用プログラミング
（Python）⑵

●コンピュータネット
ワークⅠ⑵

●コンピュータアーキ
テクチャⅠ⑵

●ソフトウェア工学Ⅰ
⑵

○情報理論⑵
○アルゴリズムとデー
タ構造⑵

○コンピュータネット
ワークⅡ⑵

○機械学習入門⑵
○自然言語処理⑵
○情報セキュリティ特
別講義⑵

○応用プログラミング
（Web）⑵
○応用プログラミング
（Java）⑵
○応用プログラミング
（アルゴリズム）⑵

̏

࣍

プロジェクト演習⑵
情報理工学特別研究
Ⅰ⑵

●オペレーティング
システム⑵
●実践Webテクノロ
ジ⑵
●分散処理システム
⑵
○データベースシス
テムⅠ⑵
○センサと計測⑵
○パターン認識と機
械学習⑵
○電磁波情報学⑵
○言語オートマトン
⑵
○コンピュータグラ
フィックス⑵
○技術と社会⑵

●オペレーティング
システム⑵
●実践情報セキュリ
ティ⑵
○データベースシス
テムⅠ⑵
○コンピュータアキ
テクチャⅡ⑵
○データベースシス
テムⅡ⑵
○実践Webテクノロ
ジ⑵
○分散処理システム
⑵
○技術と社会⑵

●パターン認識と機
械学習⑵

○音響メディア論⑵
○データベースシス
テムⅠ⑵

○画像処理⑵
○計算知能⑵
○データベースシス
テムⅡ⑵

○技術と社会⑵

●画像処理⑵
●ユーザインタ
フェース設計⑵

●感性工学⑵
●インタラクション
デザイン論⑵

○パターン認識と機
械学習⑵

○音響メディア論⑵
○計算知能⑵
○センサと計測⑵
○技術と社会⑵

●コンピュータアー
キテクチャⅡ⑵

●オペレーティング
システム⑵

●言語オートマトン
⑵

○データベースシス
テムⅠ⑵

○分散処理システム
⑵

○プログラミング言
語⑵

○システムLSI設計⑵
○ソフトウエア工学
Ⅱ⑵

○技術と社会⑵

●オペレーティングシ
ステム⑵

●電磁波情報学⑵
○センサと計測⑵
○組込みハードウェア
設計⑵

○システムLSI設計⑵
○技術と社会⑵

●組込みハードウェア
設計⑵

●センサと計測⑵
●実践Webテクノロジ
⑵

●インタラクションデ
ザイン論⑵

○ユーザインタフェー
ス設計⑵

○音響メディア論⑵
○感性工学⑵
○コンピュータグラ
フィックス⑵

○電磁波情報学
○技術と社会⑵

●感性工学⑵
●インタラクションデ
ザイン論⑵

○組込みハードウェア
設計⑵

○パターン認識と機械
学習⑵

○ユーザインタフェー
ス設計⑵

○音響メディア論⑵
○計算知能⑵
○現象の数学⑵
○技術と社会⑵

●画像処理⑵
●音響メディア論⑵
●パターン認識と機械
学習⑵

●実践Webテクノロジ
⑵

●コンピュータグラ
フィックス⑵

○ユーザインタフェー
ス設計⑵

○計算知能⑵
○現象の数学⑵
○感性工学⑵
○センサと計測⑵
○技術と社会⑵

●データベースシステ
ムⅠ⑵

●オペレーティングシ
ステム⑵

○コンピュータアキテ
クチャⅡ⑵

○プログラミング言語
⑵

○データベースシステ
ムⅡ⑵

○ソフトウエア工学Ⅱ
⑵

○実践Webテクノロジ
⑵

○分散処理システム⑵
○技術と社会⑵

̐

࣍

情報理工学特別研究
ⅡA・ⅡB⑹

○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵

࠷

修
ಘ

単
位


26単位 コース要件科目（選択必修）で 16単位　※注 2

専門教育科目で 88単位以上

注 1．各科目の開講期間等は履修要項別冊ガイドの授業一覧で必ず確認すること。また、各科目の授業内容はシラバスを必ず確認すること。
注 2．選択したコースのコース要件科目全て（16単位）を最低 1コース修得すること。
注 3．卒業要件単位外

専門教育科目カリキュラムの概要ɹ˞ø



b-19

履
修
一
般

事
項

学　

籍

単
位
互
換
制
度

履

修

ํ

๏

ઐ

ڭ
ҭ
Պ

ͷ

履

修

ʹ

ͭ

͍

ͯ

　ن

ఔ

ਤ
ॻ
ؗ
࢘
ॻ
՝
ఔ

学

ܳ

һ

՝

ఔ

ά
ϩ
ồ
ό
ϧ
ɾ
α
Π
Τ
ϯ
ε
ɾ
ί
ồ
ε
ớ
̜
̨
̘
Ờ
ά
ϩ
ồ
ό
ϧ
ͳ
学
ͼ
ớ
̜
̚
̩
Ờ

科目区分

年次

必修科目 選択必修・選択〈コース要件・推奨科目〉 ●コース要件（選択必修）　○コース推奨（選択） 自由科目※注3

全コース ネットワーク
システムコース

情報セキュリティ
コース

データサイエンス
コース

ロボットインタ
ラクションコース

コンピュータ基盤
設計コース 組込みシステムコース デジタルファブリ

ケーションコース 脳科学コース メディア処理技術
コース 情報システムコース 全コース

̍

࣍

基礎プログラミング
演習Ⅰ⑵
コンピュータのため
の数学⑵
コンピュータ概論⑵
情報理工学概論⑵
基礎プログラミング
演習Ⅱ⑵

●離散数学⑵
○情報セキュリティ
基礎⑵

○確率と統計⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵

●情報セキュリティ
基礎⑵

○確率と統計⑵
○離散数学⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵

●微分積分Ⅰ⑵
●線形代数Ⅰ⑵
●確率と統計⑵
○微分積分Ⅱ⑵
○線形代数Ⅱ⑵

●ヒューマンインタ
フェース⑵
●ブレインマシンイ
ンタフェース⑵
○デジタルファブリ
ケーション⑵
○確率と統計⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○微分積分Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵
○微分積分Ⅱ⑵

●線形代数Ⅱ⑵
●論理回路Ⅰ⑵
○情報セキュリティ
基礎⑵

○確率と統計⑵
○離散数学⑵
○線形代数Ⅰ⑵

●論理回路Ⅰ⑵
○電子回路⑵
○確率と統計⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○微分積分Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵
○微分積分Ⅱ⑵

●電子回路⑵
●デジタルファブリ
ケーション⑵
○ブレインマシンイン
タフェース⑵
○ヒューマンインタ
フェース⑵
○確率と統計⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○微分積分Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵
○微分積分Ⅱ⑵

●ヒューマンインタ
フェース⑵
●ブレインマシンイン
タフェース⑵
○電子回路⑵
○確率と統計⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○微分積分Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵
○微分積分Ⅱ⑵

●ヒューマンインタ
フェース⑵

○デジタルファブリ
ケーション⑵

○確率と統計⑵
○離散数学⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○微分積分Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵
○微分積分Ⅱ⑵

●離散数学⑵
●ヒューマンインタ
フェース⑵

●情報セキュリティ基
礎⑵

○論理回路Ⅰ⑵
○確率と統計⑵
○線形代数Ⅰ⑵
○線形代数Ⅱ⑵

大学数学の基礎演習Ⅰ
⑴
情報リテラシ基礎演習
⑴
大学数学の基礎演習Ⅱ
⑴

̎

࣍

発展プログラミング
演習⑵
情報理工学実験A・B
⑷

●コンピュータネッ
トワークⅠ⑵

●アルゴリズムと
データ構造⑵

●情報理論⑵
●コンピュータネッ
トワークⅡ⑵

○制御理論⑵
○情報セキュリティ
特別講義⑵

○応用プログラミン
グ（Web）⑵

○応用プログラミン
グ（C）⑵

●コンピュータネッ
トワークⅠ⑵

●産業システムセ
キュリティ⑵

●データ解析の基礎
⑵

●コンピュータネッ
トワークⅡ⑵

●情報セキュリティ
特別講義⑵

○コンピュータアキ
テクチャⅠ⑵

○応用プログラミン
グ（Web）⑵

●多変量解析の初歩
⑵

●データ解析の基礎
⑵

●最適化理論⑵
●機械学習入門⑵
○微分積分Ⅲ⑵
○数値計算⑵
○自然言語処理⑵
○情報理論⑵
○アルゴリズムと
データ構造⑵

○応用プログラミン
グ（データ解析）⑵

○応用プログラミン
グ（Java）⑵

●運動の数学⑵
●自然言語処理⑵
○微分積分Ⅲ⑵
○機械学習入門⑵
○脳生体情報計測⑵
○データ解析の基礎
⑵
○信号処理基礎⑵
○応用プログラミン
グ（Java）⑵
○応用プログラミン
グ（Python）⑵

●数理論理学⑵
●アルゴリズムと
データ構造⑵

●コンピュータアー
キテクチャⅠ⑵

○情報セキュリティ
特別講義⑵

○ソフトウエア工学
Ⅰ⑵

○コンピュータネッ
トワークⅠ⑵

○論理回路Ⅱ⑵
○応用プログラミン
グ（C）⑵

○応用プログラミン
グ（アルゴリズム）
⑵

●信号処理基礎⑵
●システム理論⑵
●コンピュータアーキ
テクチャⅠ⑵

●電気回路理論⑵
●デジタル信号処理⑵
○微分積分Ⅲ⑵
○アルゴリズムとデー
タ構造⑵

○制御理論⑵
○論理回路Ⅱ⑵
○応用プログラミング
（C）⑵

●運動の数学⑵
●脳生体情報計測⑵
○微分積分Ⅲ⑵
○デジタル信号処理⑵
○電気回路理論⑵
○信号処理基礎⑵
○制御理論⑵
○応用プログラミング
（C）⑵
○応用プログラミング
（Java）⑵

●神経科学Ⅰ⑵
●神経科学Ⅱ⑵
●脳生体情報計測⑵
●機械学習入門⑵
○微分積分Ⅲ⑵
○電気回路理論⑵
○データ解析の基礎⑵
○多変量解析の初歩⑵
○信号処理基礎⑵
○応用プログラミング
（データ解析）⑵
○応用プログラミング
（Python）⑵

●信号処理基礎⑵
●自然言語処理⑵
○運動の数学⑵
○数値計算⑵
○データ解析の基礎⑵
○多変量解析の初歩⑵
○情報理論⑵
○微分積分Ⅲ⑵
○機械学習入門⑵
○デジタル信号処理⑵
○アルゴリズムとデー
タ構造⑵

○コンピュータネット
ワークⅠ⑵

○コンピュータネット
ワークⅡ⑵

○応用プログラミング
（Web）⑵
○応用プログラミング
（C）⑵
○応用プログラミング
（Python）⑵

●コンピュータネット
ワークⅠ⑵

●コンピュータアーキ
テクチャⅠ⑵

●ソフトウェア工学Ⅰ
⑵

○情報理論⑵
○アルゴリズムとデー
タ構造⑵

○コンピュータネット
ワークⅡ⑵

○機械学習入門⑵
○自然言語処理⑵
○情報セキュリティ特
別講義⑵

○応用プログラミング
（Web）⑵
○応用プログラミング
（Java）⑵
○応用プログラミング
（アルゴリズム）⑵

̏

࣍

プロジェクト演習⑵
情報理工学特別研究
Ⅰ⑵

●オペレーティング
システム⑵

●実践Webテクノロ
ジ⑵

●分散処理システム
⑵

○データベースシス
テムⅠ⑵

○センサと計測⑵
○パターン認識と機
械学習⑵

○電磁波情報学⑵
○言語オートマトン
⑵

○コンピュータグラ
フィックス⑵

○技術と社会⑵

●オペレーティング
システム⑵

●実践情報セキュリ
ティ⑵

○データベースシス
テムⅠ⑵

○コンピュータアキ
テクチャⅡ⑵

○データベースシス
テムⅡ⑵

○実践Webテクノロ
ジ⑵

○分散処理システム
⑵

○技術と社会⑵

●パターン認識と機
械学習⑵

○音響メディア論⑵
○データベースシス
テムⅠ⑵

○画像処理⑵
○計算知能⑵
○データベースシス
テムⅡ⑵

○技術と社会⑵

●画像処理⑵
●ユーザインタ
フェース設計⑵
●感性工学⑵
●インタラクション
デザイン論⑵
○パターン認識と機
械学習⑵
○音響メディア論⑵
○計算知能⑵
○センサと計測⑵
○技術と社会⑵

●コンピュータアー
キテクチャⅡ⑵

●オペレーティング
システム⑵

●言語オートマトン
⑵

○データベースシス
テムⅠ⑵

○分散処理システム
⑵

○プログラミング言
語⑵

○システムLSI設計⑵
○ソフトウエア工学
Ⅱ⑵

○技術と社会⑵

●オペレーティングシ
ステム⑵

●電磁波情報学⑵
○センサと計測⑵
○組込みハードウェア
設計⑵

○システムLSI設計⑵
○技術と社会⑵

●組込みハードウェア
設計⑵
●センサと計測⑵
●実践Webテクノロジ
⑵
●インタラクションデ
ザイン論⑵
○ユーザインタフェー
ス設計⑵
○音響メディア論⑵
○感性工学⑵
○コンピュータグラ
フィックス⑵
○電磁波情報学
○技術と社会⑵

●感性工学⑵
●インタラクションデ
ザイン論⑵
○組込みハードウェア
設計⑵
○パターン認識と機械
学習⑵
○ユーザインタフェー
ス設計⑵
○音響メディア論⑵
○計算知能⑵
○現象の数学⑵
○技術と社会⑵

●画像処理⑵
●音響メディア論⑵
●パターン認識と機械
学習⑵

●実践Webテクノロジ
⑵

●コンピュータグラ
フィックス⑵

○ユーザインタフェー
ス設計⑵

○計算知能⑵
○現象の数学⑵
○感性工学⑵
○センサと計測⑵
○技術と社会⑵

●データベースシステ
ムⅠ⑵

●オペレーティングシ
ステム⑵

○コンピュータアキテ
クチャⅡ⑵

○プログラミング言語
⑵

○データベースシステ
ムⅡ⑵

○ソフトウエア工学Ⅱ
⑵

○実践Webテクノロジ
⑵

○分散処理システム⑵
○技術と社会⑵

̐

࣍

情報理工学特別研究
ⅡA・ⅡB⑹

○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵ ○技術英語⑵

࠷
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26単位 コース要件科目（選択必修）で 16単位　※注 2

専門教育科目で 88単位以上

注 1．各科目の開講期間等は履修要項別冊ガイドの授業一覧で必ず確認すること。また、各科目の授業内容はシラバスを必ず確認すること。
注 2．選択したコースのコース要件科目全て（16単位）を最低 1コース修得すること。
注 3．卒業要件単位外
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グローバル・サイエンス・コース（GSC）



b-22

グローバル・サイエンス・コース
1．グローバル・サイエンス・コースとは
　グローバル・αΠΤンス・コース（(4$）は、理学部、情報理工学部、生໋科学部の理工系̏学部がڠ同して設置してい
るコースです。理系の専門知識とともに、英語力をڧ化して、グローバル社会にνϟレンジする理系࢈業人の育成を目ࢦし
ています。グローバル・αΠΤンス・コースでは、理工系̏学部それぞれの専門性や特৭を生かして、学部ಠ自の教育目標
やカリキュラムを設けています。情報理工学部のグローバル・αΠΤンス・コースでは、学部のポリシーにՃえて次の̏つ
のポリシーに基ͮいた教育を行います。

アドミッションポリシー
　実社会において有用な領域でক来にわたりੈք的に活༂する、あるいはੈք的に通用する情報科学の新しい分野を開
するҙཉのある者を(4$ొの方針とする。
　۩体的には、学部のアドミッションポリシーのいずれかの要件にՃえて、
　・ੈք的に活༂できる英語力、νϟレンジਫ਼ਆ、幅広い教養の֫得にҙཉのある者。

カリキュラムポリシー
　学部の専門教育にՃえて、高度な語学力を身につけ、また、νϟレンジਫ਼ਆと教養をᔻ養する。
　۩体的には、学部のカリキュラムポリシーにՃえて、
　・論理的な題の展開および専門用語の学習を基に、英語の理解能力とදݱ能力を修得させる。
　・Πンターンシップやཹ学を通じて、ࣦ ഊをڪれずະ知の領域にνϟレンジするҙཉを育成する。
　・自ࠃ及び他ࠃの文化を学び、ҟ文化コミュニケーション能力を高める。

ディプロマポリシー
　情報科学の基礎知識と基礎技術、及び確かな語学力をしっかりと身につけ、ੈ ք的に活༂できるνϟレンジਫ਼ਆと幅広
い教養をඋえていることを(4$修ྃ認定の方針とする。
　۩体的には、学部のディプロマポリシーにՃえて、
　・技術文ݙのಡ解、研究内容の発ද、ٞ 論に十分な英語力を身につけていること。
　・Բせず進Μでνϟレンジするҙཉを持つこと。
　・本文化についての十分な理解と、ҟ文化をଚ重し理解しようとするਫ਼ਆを持つこと。

2．グローバル・サイエンス・コースへの登録について
　コースの履修には、ਃによるొが必要です。

（1）定員
　2�໊

（2）選考
　各学部のアドミッション・ポリシーに基ͮいて、基礎学力（プレΠスϝントテスト等の成績）やࢤ動機（ॻ類・໘）を
。考にして選考しますࢀ

（3）選考時期
　ୈ̍ηϝスター（य़学期）の݄̒中०にઆ明会を行い、̒ ݄に(4$へのొ応ืక、̓ ݄ॳ०に選考を行う༧定で
す。(4$へొされた方は、̕ ݄のՆ期ٳՋ中に行う英語αマーキϟンプ（コース必ਢ科目）から本֨的なカリキュラムが
。まります࢝

3．グローバル・サイエンス・コースのカリキュラムについて
　・�構成දに沿って、コア科目、コア選択科目、ࢦ定選択科目の履修を行ってくͩさい。コア科目のすてと、コア選択科
目から̓୯位、ࢦ定選択科目から̒୯位を修得してくͩさい。

　・�理工系̏学部共通のコア科目として、特別英語科目「英語αマーキϟンプ」を履修します。
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　・�コースにొした্で、卒業要件୯位内で、構成දにࢦ定された科目の中から2�୯位以্を修得してくͩさい。
　・�݄ 一ճ程度開࠵される学習会や研修会（(4$Πϕント）の1�2以্に出੮する必要があります。
　・�原ଇとして、̐ 年次の݄̏ॳ०͝Ζに行われる(4$̐年次生英語研究発ද会において発දを行う必要があります。

4．グローバル・サイエンス・コースの特色について
　グローバル・αΠΤンス・コースではւ外のେ学や研究ࢪ設での研修など、ླཱྀ 学をڧくਪ進します。̍ 年次のय़ٳみ（̎
݄ʙ݄̏）を利用して「ւ外αΠΤンスキϟンプ」を実ࢪし、ւ外のେ学や研究ࢪ設・ا業での研修を行います。ੈ քのୈ
一ઢで活༂する人々とのަྲྀ・対を通じて、自らの可能性をࡧし、研究活動やক来のキϟリアへと生かします。ւ外
でのब業体験（Πンターンシップ）の実ࢪも༧定しており、グローバルなܦ験を深める機会を数多く設けます。
内では「特別英語」で一般的な英語力を高めるͩけでなく、自然科学のテーマを取り্げ、自分の考えを英語で発දしࠃ　
౼論する力を養成します。また、̜ ̟̥科目等ではւ外からのཹ学生と一ॹに、歴史・文化・法・Ϗジネス・科学・テク
ϊロジーなどを英語で学びます。さま͟まなࠃ੶のཹ学生とディスカッションすることで、語学力やҟ文化理解能力も高め
ることができます。

5．その他の注意事項
　・�「ւ外αΠΤンスキϟンプ」には定員があります。ر者多数の場合、語学力や成績等によって選考の্決定します。
　・「特別英語（英語αマーキϟンプ）」及び「ւ外αΠΤンスキϟンプ」は履修ొ্ݶ୯位数に含まれませΜ。
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◇構成表

Պ۠ ୯Ґ

࣍

ʦ֘࣍Ҏ্
ཤमՄʧ

උߟ
ɹ࠷
मɹಘ
୯Ґ

ίɹɹΞ
専門教育

情報理工学実験̖・̗ ̐ ̎

��
情報理工学特別研究ᶗ ̎ ̏

情報理工学特別研究ᶘ̖・ᶘ̗ ̒ ̐

༥合教育 特別英語 英語αマーキϟンプ ̍ ̍ ू中

ίΞબ
共通教育 人文科学・社会科学領域から選択 各̍ʙ̎ ̍ʙ̎ 人文科学・社会科学

領域から̐୯位
�

༥合教育 特別英語 英語αマーキϟンプ以外の科目から選択 各̍ʙ̎ ̍ʙ̎ 特別英語から̏୯位

定બࢦ

༥合教育
ւ外αΠΤンスキϟンプ ̎ ̍ ू中

�

特別英語 英語αマーキϟンプ以外の科目から選択 各̍ʙ̎ ̍ʙ̎

共通教育
キϟリア
形成ࢧԉ
教育科目

キϟリア形成ࢧԉ教育科目の中から
選択 各̎ʙ̐ ̍ʙ̏

共通教育・�
༥合教育

英語によ
る科目 ̜̟̥科目および下هのリストから選択 各̎ ̍ʙ̎

��୯ҐҎ্ܭ

˞履修科目の୯位の扱いについて、履修ن定を必ず確認してくͩさい。
　また、各科目の開講期間や履修੍ݶ等は、履修要߲別ΨΠドの授業科目一ཡで確認してくͩさい。
˞ւ外αΠΤンスキϟンプは、生໋科学部開講の科目を履修してくͩさい。

英語による授業科目（共通教育科目）

۠ Պ໊ උɹߟ

自然 &OWJSPONFOUBM�1SPCMFNT य़・ळ学期リピート科目

人文 TIF�8PSME�PG�)JTUPSZ ळ学期のみ開講

人文 "QQSPBDIFT�UP�-JUFSBUVSF�BOE�UIF�"SUT य़・ळ学期リピート科目

社会 $POTJEFSJOH�"NFSJDBO�4PDJFUZ य़・ळ学期リピート科目

自然 &DPMPHZ�BOE�4PDJFUZ य़・ळ学期リピート科目

社会 1FPQMF�BOE�4PDJFUZ य़・ळ学期リピート科目

社会 8PSME�PG�.BOBHFNFOU�4DJFODF य़・ळ学期リピート科目
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グローバルな学び

（GET：Global Studies, Education and Training）
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GET（Global Studies, Education and Training）とは
学のਫ਼ਆにᨳう本学は、グローバルな学びを積極的にਪ進しています。グローバルݐ内外で活༂できる人材の育成をࠃ　
人材には「ࠃ際対能力」「๛かな教養」「確かな専門性」がٻめられます。本学では、この̏つの࣭ࢿを体系的に修得で
きるように、(&Tとݺばれるグローバルな教育プログラムを用ҙしています。
　(&Tの中には、高度な英語力にՃえて๛かな教養と専門知識を同時に修得できる「英語による科目」「ࡏ学ཹ学੍度」
「ւ外Πンターンシップ੍度」などのプログラムがඋされています。卒業後、グローバルに活༂することをرする学生
は、積極的に英語による科目を履修し、ࡏ学中にւ外ཹ学やւ外Πンターンシップを体験してくͩさい。

【GETを構成する教育プログラム】
共通教育の必修英語科目  

英語による科目
　　　・英語講義（人間科学教育科目（共通教育科目）、学部専門教育科目）
　　　・特別英語（外国語学部専門教育科目）

在学留学

海外インターンシップ

共通教育の必修英語科目
　グローバル社会の中で活༂し、社会にݙߩするためには、実用的な英語運用能力の֫得が必ਢです。本学の英語教育科
目は、従来の「ಡむ」「ॻく」「す」「ฉく」中心の学習にՃえて、より実用的な英語運用能力を向্させる学習手段とし
て、ब職活動のೖޱやϏジネス場໘で有用とされるT0&I$対応の学習内容を授業に組みࠐΜでいます。さらに、英語コ
ミュニケーション能力を身に付けるための授業も設け、T0&I$と英語コミュニケーションの授業を通して「社会人が必要
とする英語運用能力に応えられる人材」を育成するプログラムとなっています。また、英語がۤ手な人には基礎から学ぶ授
業を開講し、基礎から英語運用能力の向্を図るなど、ݸ々のレϕルが্がるڥをえています。
˞外ࠃ語学部�英語学科、ࠃ際関係学科の学生は共通教育の必修英語科目履修対外となります。

英語による科目
　本学は、「英語を学ぶ科目」ͩ けではなく「英語を使って学ぶ科目」が๛に開講されており、ւ外からのަཹ学生も
英語による科目を多くड講しています。これらの科目を履修し୯位を取得するためには、一定ਫ४以্の英語力が必要と
なります。科目͝とに要ٻされる履修件を確認し、自らの知的好ح心と英語力に適った授業を積極的に履修してくͩさい。

【英語講義（人間科学教育科目（共通教育科目）、学部専門教育科目）】
　人間科学教育科目の各領域には、英語でफ教学、歴史、ࡁܦ、࣏学、生ଶ学や科学技術などを学ぶ科目を開講してい
ます。これらの講義では、英語でさま͟まなࠃのཹ学生とともに授業をडけることで、英語力を向্させることのみなら
ず、ҟ文化理解も深めることができます。講義によってはසൟにグループワークが行われ、積極的にディスカッションへの
められます。また、英語による౼論、プレゼンテーション、レポート作成などのアカデミックスキルの修得を通しٻՃがࢀ
て実践的英語運用能力を学ぶ科目も開講しています。これらの科目はւ外ཹ学を考えている学生にはその४උとして、ླཱྀ
学からࠃؼした学生には語学力のさらなる向্のための科目として活用することができます。また、学部によっては、専門
教育科目の一部を英語で開講しています。
　　　63-�IUUQ���XXX�LZPUP�TV�BD�KQ�LPLVTBJ�HFU�QSPHSBN�JOEFY�IUNM
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【特別英語（外国語学部専門教育科目）】
◇目的
　「特別英語」の目的は̎つあります。ୈ̍は、学部で学Μでいる専門分野について、基本的な内容を英語でઆ明したり
ディスカッションする能力を育成することです。ୈ̎の目的は、ւ外のେ学へ期・長期ཹ学するために必要な英語力
（T0&'-、I&-T4）を磨き、ࠃؼ後の英語力を発展させることです。この̎つの目的を本学学生が達成するαポートをする
ために開講されるのが「特別英語」です。
　　　63-�IUUQ���XXX�LZPUP�TV�BD�KQ�LPLVTBJ�HFU�QSPHSBN�JOEFY�IUNM
　　　（ （の「科目۠分別ʗ特別英語プログラム」をクリック-63ه্

◇特色
　「特別英語」は、ࡏ学中に長期ཹ学を考えている学生、େ学Ӄへ進学し研究者を目ࢦそうとする学生、専門を活かしグ
ローバルا業で活༂しようと考えている学生などのニーζに応えるために多様な科目を開講し、また、学生のݸ々の目的・
レϕルに応じた科目をఏڙしています。

◇履修条件
　「特別英語」は外ࠃ語学部の専門教育科目ですが、一部の科目をআき、全学部生が履修できます。
　たͩし、各科目にはレϕルがࢦ定されています。レϕルࢦ定なしクラス・ॳڃレϕルクラスは୭でも履修できますが、中
�-'&レϕルクラスを履修するためには、I&-T4もしくはT0ڃ্・ڃ J#Tのスコアが必要になります。これら英語検定のス
コアをॴ有していない場合は、外ࠃ語学部が実ࢪするレϕル分けラΠティングテストとスピーキングテストをड験しなけれ
ばなりませΜ。（レϕル分けテストは学期͝とに定期的に実ࢪしています）
　なお、各科目のレϕルやৄしい授業内容は、シラバス等で確認してくͩさい。
　また、「特別英語」の履修ొ方法は、通常とҟなります。ৄ は、特別英語履修આ明会でઆ明します。આ明会及びラΠࡉ
ティング・スピーキングテストの開࠵については、ి 。掲示൘104TでҊ内しますࢠ

˞各レϕルの目҆
ॳڃɿI&-T4　ʙ�4��ʗ T0&'-�J#T�ʙ3�
中ڃɿI&-T4�4��ʙ���ʗ T0&'-�J#T�4�ʙ�3
ɿI&-T4����ʙʗT0&'-�J#T��4ʙڃ্

˔ରֶੜ

　全学部生
˔ଟ༷ͳՊ܈

　専門分野に対応する科目群
　スキル（ಡむ・ॻく・ฉく・す）アップに対応する科目群
　各自の英語レϕルに対応する科目群　等

˔ඪ

　アカデミックΠングリッシュをえ、専門分野をւ外のେ学で学ぶためのを育成
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※GJP（グローバル・ジャパン・プログラム）
　英語による科目（英語講義、特別英語、学部専門英語講義）のうち、本の文化、歴史、ࡁܦなどを英語で学ぶ科目をू
めたものを(+1とݺΜでいます。(+1科目の授業には、様々なࠃのڠ定ߍから来たަཹ学生も多く履修しています。ւ外
ཹ学を考えている学生の४උ科目として、また、ླཱྀ 学からࠃؼした学生の語学力ҡ持のための科目として活用することが
できます。

【科目一覧】　˞科目によって履修੍ݶがあります。
科目名 単位数 科目区分

(+1�IOUSPEVDUPSZ�4FNJOBS 2 共通教育科目（総合領域）
3FMJHJPO�JO�+BQBO 2 共通教育科目（人文科学領域）
)JTUPSJDBM�0SJHJOT�PG�.PEFSO�+BQBO 2 共通教育科目（人文科学領域）
+BQBOFTF�$VMUVSF�JO�)JTUPSJDBM�1FSTQFDUJWF 2 共通教育科目（人文科学領域）
8PSME�)FSJUBHF�4JUFT�JO�+BQBO 2 共通教育科目（人文科学領域）
IOUSPEVDUJPO�UP�+BQBOFTF�-JUFSBUVSF 2 共通教育科目（人文科学領域）
.PEFSO�+BQBOFTF�-JUFSBUVSF 2 共通教育科目（人文科学領域）
+BQBOFTF�.BOBHFNFOU�BOE�#VTJOFTT 2 共通教育科目（社会科学領域）
IOUSPEVDUJPO�UP�+BQBOFTF�1PMJUJDT 2 共通教育科目（社会科学領域）
.PEFSO�+BQBOFTF�(PWFSONFOU 2 共通教育科目（社会科学領域）
ITTVFT�JO�+BQBOFTF�4PDJFUZ 2 共通教育科目（社会科学領域）
+BQBOFTF�4DJFODF���TFDIOPMPHZ 2 共通教育科目（自然科学領域）
,46特別講義（+BQBO�T�'PSFJHO�1PMJDZ） 2 共通教育科目（総合領域）
"学英語講義ࡁܦ 2 学部専門教育科目ࡁܦ
#学英語講義ࡁܦ 2 学部専門教育科目ࡁܦ
法学英ॻ講ಡ（本の法と࢘法੍度） 2 法学部専門教育科目
本の法 2 法学部専門教育科目
英語でژ文化ᶗ" 2 文化学部専門教育科目
英語でژ文化ᶗ# 2 文化学部専門教育科目
英語でژ文化ᶘ" 2 文化学部専門教育科目
英語でژ文化ᶘ# 2 文化学部専門教育科目
英語でژ文化実習ᶗ" 1 文化学部専門教育科目
英語でژ文化実習ᶗ# 1 文化学部専門教育科目
英語でژ文化実習ᶘ" 1 文化学部専門教育科目
英語でژ文化実習ᶘ# 1 文化学部専門教育科目
英語でಡむ本社会（্ڃ）" 1 文化学部専門教育科目
英語でಡむ本社会（্ڃ）# 1 文化学部専門教育科目
英語でژ文化ᶙ" 2 文化学部専門教育科目
英語でژ文化ᶙ# 2 文化学部専門教育科目
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在学留学
1．在学留学制度
。によるཹ学は該当しませΜ「学ٳ」、いݴのେ学へཹ学することをࠃ学のঢ়ଶで外ࡏ、とは「学ཹ学ࡏ」　

2． 留学の種類
。学ཹ学には、次の̏種類がありますࡏ　
（1）ަ ཱྀླ、定をక݁しているւ外のେ学との間でڠ学ʜʜ�本学とަྲྀཹ 学生を相ޓにݣまたはडけೖれることをݴい

ます。
（2）ཹݣ学ʜʜ本学のަྲྀڠ定ߍへ本学学生をݣすることをݴいます。
（3）認定ཹ学ʜʜ�自分でཹ学したいେ学（学位授与ݖのあるେ学）のೖ学ڐ可ॻを取りدせ、本学のڐ可を得てཹ学するこ

とをݴいます。

　本学のڠ定ߍ一ཡは、)1から確認できます（2�カࠃ��େ学 1研究ॴʗ2�1�年11݄時点）。

3．在学留学の資格要件
ཱྀླ、学ཹ学をਃする場合は、次の件を満たしていなければなりませΜ。またࡏ　 学に際しෆ適なݥةଳ等へのཹ
学は認められませΜ。
（1）本学に1年以্ࡏ学し、かつॴଐ学部の定めるॴ定の୯位を修得している者。
（2）心身共にཹ学にえ得る݈߁ঢ়ଶである者。
（3）ླཱྀ 学先のେ学等の要件を満たす者。
（4）อূ人のঝが得られる者。
（�）ླཱྀ 学目的およびཹ学ܭըが明確で適であること。
（�）ླཱྀ 学に必要なࡁܦ力を十分に有していること。

˞�ަ ্、する場合はر学をཹݣ・ 。にՃえて各プログラムで必要とされる学力・語学力要件を満たしていることه
ৄしくは、該当時期のืू要߲を確認してくͩさい。
˞認定ཹ学の場合は、্ 。可ॻを取得していることڐにՃえてཹ学先のೖ学ه

4．申請手続
（1）交換・派遣留学
学は、ຖ年ཹݣ・ަ　 4݄及び1�݄にืूします。ืूઆ明会の開࠵はిࢠ掲示൘104TでҊ内します。応ืر者
は、応ืॻ類のఏ出期ݶをݫकのうえ、ࠃ際ަྲྀηンター事ࣨへਃしࠐΜでくͩさい。ॻ類ड付後は、໘を実ࢪのう
え、学業成績、語学力等総合的に判定し、ླཱྀ 学生を決定します。
。のとおりです（要件֨ࢿ学ཹ学のࡏ3ɽ）は、前ड़֨ࢿ学ཹ学生のࡏ　

（2）認定留学
　認定ཹ学は、自分がཹ学したいେ学（学位授与ݖのあるେ学）のೖ学ڐ可ॻを各自が取りدせ、本学のڐ可を得てཹ学
する੍度です。まずはཹ学ܭըやड講するコース、୯位認定等についてཹ学アドバΠβーと十分相ஊしたうえで、ਃ手
続きを行ってくͩさい。ਃのためには、「認定ཹ学رಧ」をఏ出した後、ླཱྀ 学先のೖ学ڐ可ॻを取りدせ、「認定ཹ学ئ
ॻ」等の必要ॻ類を期までにఏ出する必要があります。ఏ出されたすてのॻ類は、各学部のࡏ学ཹ学֨ࢿ要件等を考
ྀのうえ、認定ཹ学の可൱を決定します。
˔認定ཹ学ਃॻ類
　「認定ཹ学رಧ」「認定ཹ学ئॻ」「ೖ学ڐ可ॻのࣸし（和༁ఴ付）」「ॻ」「ཹ学ಧ」
　ఏ出先ɿ情報理工学部事ࣨ
˔ఏ出期ݶ（ݫक）
　य़学期から出発する場合　݄̍まで（「認定ཹ学رಧ」は、11݄まで）
　ळ学期から出発する場合　݄̒まで（「認定ཹ学رಧ」は、̐ ݄まで）
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5．留学期間の取扱い
（1）�ླཱྀ 学期間は1学期間（一部のަཹ学・&#+ཹݣ学プログラム・認定ཹ学）または1年間（ަ・ݣ・認定ཹ学）

とし、本学の修業年ݶ及びࡏ学年数にࢉೖします。
（2）�্ ड़のཹ学期間はあくまでも学੶্の期間であり、実際のཹ学（ߤ）期間をҙຯするものではありませΜ。原ଇ、य़

学期は、�݄までに、ळ学期は1݄までにࠃؼし、୯位認定手続きを行わͶばなりませΜ。（「11ɽ୯位認定の手
続き」ࢀর）なお、ླཱྀ 学先でのࡏ期間は、原ଇとして、1学期間の場合は 3ϲ݄以্、また、1年間の場合は �ϲ݄以
্のࡏを要します。

（3）�ླཱྀ 学期間をԆ長する場合はٳ学扱いとなり、「ٳ学ئ」及び「ܭߤըॻ」を情報理工学部事ࣨへఏ出のうえڐ可を
得なければなりませΜ。

6．留学期間の始期及び終期
　ཹ学期間の࢝期及びऴ期は次のとおりですが、ླཱྀ 学先での授業の合্、これらの付の前後に出ࠃまたはࠃؼした場
合でも、いずれかの付にಡみସえます。
ʪ࢝期　य़学期࢝業　　または　ळ学期࢝業ʫ
　「ཹ学ಧ」をもって学੶を「ࡏ学」から「ཹ学」へ変ߋします。
ʪऴ期　य़学期ऴྃ　　または　ळ学期ऴྃʫ
。しますߋへ変「学ࡏ」をもって学੶を「ཹ学」から「学ಧؼ」　

7．留学終了の手続
　ཹ学をऴえてࠃؼした学生は、ి をଧち出し、速やかに情報理工学部事ࣨへఏ出してく「学ಧؼ」掲示൘104Tよりࢠ
ͩさい。

8．留学中における本学学費
　本学の学අは、ࡏ学ཹ学中であっても、学ଇୈ43に定めるとおり全ֹをೲೖしていたͩくことになりますが、本学の学
අ及びཹ学先の授業ྉやࡏඅ用等、かなりのཹ学අ用がかさむことから、ླཱྀ 学へのࡁܦ的ࢧԉを後ड़（�ɽ外ཹࠃ学ࢧԉ
ۚ）のとおり行っています。

9．外国留学支援金
学ཹࠃ方法は、本学授業ྉから外څࢧ、します。なおڅࢧԉۚをࢧ学ཹࠃԉとして、次の外ࢧ的ࡁܦ学ཹ学する際のࡏ　
。ԉֹۚをࠩしҾくことにより行いますࢧ

（1）交換留学生及び派遣留学生
語・文化学部ʜ��ສԁ（年ֹ）ࠃ際関係・外ࠃ・社会ݱ・Ӧ・法ܦ・ࡁܦ　
　理・情報理工・生໋科学部ʜ��ສԁ（年ֹ）

（2）認定留学生
語・文化学部ʜ4�ສԁ（年ֹ）ࠃ際関係・外ࠃ・社会ݱ・Ӧ・法ܦ・ࡁܦ　
　理・情報理工・生໋科学部ʜ��ສԁ（年ֹ）

。は1年間ཹ学した場合のֹۚです。1学期間の場合は半ֹとなりますֹۚه্˞
˞他の学අݮ໔੍度、学੍ۚ度等の適用をडけている場合は、授業ྉ相当ֹをݶ度としてซڅௐしてڅࢧします。
˞ॾ事情により্ֹۚهを変ߋする場合があります。
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10．留学許可の取消
　次のいずれかに該当した場合は、ླཱྀ 学のڐ可を取りফすことがあります。また、ླཱྀ 学が取りফされた場合は、外ཹࠃ学ࢧ
ԉۚはฦؐしなければなりませΜ。
（1）学生ࠪূが認められない者
（2）法ྩにҧした者ຢは学ଇその他の本学のن程等にҧした者
（3）本学への学අ等のೲೖをଵった者
（4）ླཱྀ 学先において成業の見ࠐみがないと認められた者
（�）ප気その他やむを得ない事༝によりཹ学を続けることができなくなった者
˞ืू要߲ࡌهの件等の基४を満たすことが出来なかった場合もཹ学ڐ可が取りফされる場合があります。

11．単位認定の手続
　ཹ学先のେ学で修得した୯位のうち、適当と認められたものは3�୯位をݶ度として、本学の卒業に必要な୯位として認
定をडけることができます。
　専門教育科目として୯位認定するものは「外ཹࠃ学特घ科目」、共通教育科目として୯位認定するものは「外ཹࠃ学科
目」の科目໊で、それぞれ認定されます。
　୯位認定に係わる必要ॻ類としては、「ཹ学科目୯位認定ਃॻ」の他、ླཱྀ 学先େ学の成績ূ明ॻ、履修科目の時間数及
び୯位数をূ明するॻ類、授業ࡉ目（シラバス）等のॻ類がٻめられますので、ླཱྀ 学前に必ずॴଐ学部のཹ学アドバΠβー
の教員または情報理工学部事ࣨで確認しておいてくͩさい。
　୯位認定ਃは、ࠃؼ後、速やかに情報理工学部事ࣨで行ってくͩさい（期ݫक）。
　ਃ期　य़学期認定ʜ݄̓まで
　　　　　　ळ学期認定ʜ݄̍まで

12．夏季短期語学実習及び春季短期語学実習
　Նق・य़ق期語学実習は、Ҿ者がつかない「自立ܕ」のプログラムです。学部・年次を問わずࢀՃできます。語学要
件はプログラムによってҟなりますが、事前の学習ܦ験が必ਢとなります。
　ืूઆ明会の開࠵はిࢠ掲示൘104TでҊ内します。応ืر者は期間内にਃしてくͩさい。（「Նق期語学実習」
のެืは݄̐、「य़ق期語学実習」のެืは1�݄を༧定）˞ य़ق期語学実習については、̔ ηϝ生は応ืできませΜ。
　なお、実習ऴྃ後、実習େ学でަ付された修ྃॻ等をもって୯位認定のਃをした場合は、授業時間数に応じて共通教
育科目の「ւ外実習科目」として、̍ ʙ̐୯位が認定されます。
˞定員に満たない場合は、中ࢭすることがあります。

13．留学相談
　ཹ学全般的な相ஊについてはࠃ際ަྲྀηンター事ࣨ、୯位認定に係わる相ஊは情報理工学部事ࣨ及びཹ学アドバΠ
βーの教員が୲当しています。
　なお、ླཱྀ 学をرされる方は、ࡏ学中の履修ܭըやক来の進࿏もख़ྀのうえ、ૣ 期から十分なܭըを立てることがま
れます。また、ւ外にཹ学するのですから、本では当たり前のことがそれぞれのࠃによってさま͟まな法、نଇや׳習
がありҟなることが多々ありますので、ླཱྀ 学してからށうことのないよう、ླཱྀ 学前には必ずཹ学先の歴史、文化、׳習等
を理解しておくことが؊要です。

14．継続履修について
ཱྀླ、とは、ळ学期からཌ年度のय़学期まで1年間のཹ学期間の場合「続履修ܧ」　 学前のय़学期に履修している学期連݁科
目および通年科目をࠃؼ後のळ学期にܧ続して履修することができることをݴいます。ܧ続履修の可・ෆ可についてはཹ
学前に情報理工学部事ࣨで確認をしてくͩさい。なお、ࠃؼ後、ঝ認を得た科目であってもෆ開講その他の理༝により
。示しますࢦ続履修できない場合は情報理工学部事ࣨよりܧ
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15．危機管理
（1）海外プログラム実施についての基本的な考え方
　本学では、ւ外ߤの४උとւ外プログラム実ࢪ期間中、学生の҆全をकるためのྀと方ࡦ、そしてそれに基ͮくࢦ
ಋを可能なݶり行いますが、ւ外プログラムにࢀՃする学生は、各自が自主的に自֮とを持ち、適な判断と行動をと
らなければなりませΜ。
　原ଇとして、本学のւ外プログラムにࢀՃする学生は、本学からのࢦ示、連བྷに従わなければなりませΜ。

（2）海外プログラム実施の判断基準（中止、延期、継続）
　本学のւ外プログラムの実ࢪ判断は以下̏点の基४によって行います。
　ᶃߤ先ࠃの事情（ݥة情報が出た場合等）
　ᶄプログラム実ࢪ機関等の事情
　ᶅݸ人的事情（ප気等）
。事情により発生するඅ用はすて自己ෛ୲となりますه্˞　
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海外インターンシップ
■概要
　ւ外Πンターンシップ（科目 「໊Πンターンシップ̐」）は、ՆٳقՋを利用して、ւ外のا業やஂ体で̍ϲ݄のब業体
験（Πンターンシップ）にࢀՃする、正課科目です。プログラムは、ΠンターンシップにՃえて、業ք研究やマナー講座など
の事前授業、実習のৼฦりや成果報ࠂなどの事後授業で構成され、օさΜの実習での学びをαポートするよう、設ܭされ
ています。
　ߤ先は、アジア・Φηアニア域が中心です。またब業先は、本語教ࢣアシスタント、ཱྀ 行業、コンαルティング業
などが用ҙされています。
　Πンターンシップは、事内容や職場のঢ়گを深く知ることができ、自分の適性や今後の進࿏選択について考えるきっ
かけになります。特に、ւ外でのΠンターンシップは、主体性やҟ文化コミュニケーションにおいて必要となるスキルを養
うことができるઈ好の機会です。グローバル化した社会の中で、ւ外を視野にೖれたক来の進࿏について、実体験をもと
にਅに考えることができます。

■目標
・�ҟ文化に対する理解力と適応力を身につけ、効果的にコミュニケーションをとれるようになる。
・ੈքをフィールドにしているا業やஂ体に対する知識を深めることで、ࠃ際的な視点からキϟリアについて考えられるよ
うになる。
・自分の適性をより深く知り、ক来のキϟリアの方向性をより明確にଊえられるようになる。

■履修方法
 当 年 次ɿ̎年次生、̏ 年次生
対  学 部ɿ全学部学科
୯ 　 位 　数ɿ̐୯位
履 修 方 法ɿॻ類選考と໘選考を実ࢪし、履修者を決定します。
　　　　　　　˞�ื ूઆ明会を実ࢪしますので、履修ر者はืूઆ明会に必ずࢀՃしてくͩさい。（ืूઆ明会のৄࡉ

はిࢠ掲示൘104T等でࠂ知します。）
履修্のҙɿ�同一年度に履修できるΠンターンシップ科目は̍科目とします。たͩし、同一年度でなくても、Πンターン

シップ̍、Πンターンシップ̎はいずれかの科目、Πンターンシップ̏、Πンターンシップ̐はいずれかの
科目しか履修できませΜ。

� ˞その他の同時履修ෆ可科目については、履修要߲別ΨΠドをࢀরしてくͩさい。

■参考：過年度の就業先（実績）
໊ࠃ

ʢ·ͨߦ۠ʣ ໊ࢢ 業छ

ߓ߳ ཾ େ学教員アシスタント

  コンαルタント業

ࠃؖ ソウル ϗテル業、৴用ௐࠪ業

ϕトナム ϗーνミン ཱྀ行業、қ業

マレーシア シントック େ学職員アシスタント

Φーストラリア シドニー ཱྀ行業、ϗテル業、中学・高等学ߍ、ҿ৯業

ニュージーランド Φークランド、クラΠストνϟーν ཱྀ行業、中学・高等学ߍ、本語学ߍ、ϝディアˍマーケティング・
コミュニケーション
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図 書 館 司 書 課 程
学 芸 員 課 程
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図書館司書課程
◇目的
　図ॻؗ法ୈ̎に定められているެ立図ॻؗ及びࢲ立図ॻؗなどに専門的職員として置かれる࢘ॻの֨ࢿを取得するための課程です。
ྉの選択・発・डೖから、分類・目作成・ି出業・レフΝレンスなどをࢿॻは、方ެ共ஂ体が設置するެ立図ॻؗなどで、図ॻؗ࢘　
行う専門的職員です。
については、図ॻؗ法ୈ̑ୈ߲̍ୈ̍߸に「େ学を卒業した者でେ学において文部科学লྩで定める図ॻؗに関する科目を֨ࢿॻとなる࢘　
履修したもの」と定められています。࢘ॻ֨ࢿ取得に必要な科目を修得すれば、卒業と同時に֨ࢿを得ることができます。たͩし、ඈびڃによる
େ学Ӄ進学については、େ学卒業の件を満たしていないと見なされるため、当該֨ࢿを取得することはできませΜ。
　本課程を履修し、ࠃ際化・情報化・生֔学習時というݱのঢ়گ下で活༂できる࢘ॻとしての能力を身に付けてくͩさい。

◇履修条件
　図ॻؗでಇきたいという、ڧいҙࢤのある者。
　本課程を履修し、֨ࢿを取得するには、課程ొをする必要があります。ৄ される課程ొઆ明会に出੮し࠵前に開࢝については各学期開ࡉ
確認してくͩさい。
　なお、࢘ॻの֨ࢿを取れば、図ॻؗの正職員に即࠾用されるというわけではありませΜ。ྫえばެ立図ॻؗの場合は、各自࣏体が実ࢪする࠾
用ࢼ験に合֨し、図ॻؗにଐされることにより、࢘ॻとしてಇくことができます。

◇修了証書の発行
　卒業要件を満たし、本課程ॴ定の必修科目2�୯位、選択科目̏୯位以্、31ܭ୯位以্を修得した者には、「図ॻؗ࢘ॻ課程修ྃূॻ」を発行
します。なお、ূ ॻは卒業ࣜ当に授与します。

◇構成

๏ྩ্ͷՊ ຊֶʹ͓͚Δ։ߨՊ ࣍
当該年次
以্は
履修可能

Պ۠
（�卒業要件ࢉೖ等については、
各学部の履修ن定で確認のこと）

උɹߟ
Պɹɹ໊ ୯Ґ Պɹɹ໊ ୯Ґ

ඞ

म

Պ



生֔学習概論 2

ඞ

म

Պ



生֔学習概論 2 1 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
図ॻؗ概論 2 図ॻؗ概論 2 1 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
図ॻ੍ؗ度・ܦӦ論 2 図ॻ੍ؗ度・ܦӦ論 2 1 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
図ॻؗ情報技術論 2 図ॻؗ情報技術論 2 2 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ̎ɽ
図ॻؗαーϏス概論 2 図ॻؗαーϏス概論 2 1 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
情報αーϏス論 2 情報αーϏス論 2 2 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
ಐαーϏス論ࣇ 2 ಐαーϏス論ࣇ 2 2 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ

情報αーϏス演習 2 情報αーϏス演習ᶗ 2 2 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ̏ɽ
情報αーϏス演習ᶘ 2 2 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ̏ɽ

図ॻؗ情報ݯࢿ概論 2 図ॻؗ情報ݯࢿ概論 2 1 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
情報ݯࢿ組৫論 2 情報ݯࢿ組৫論 2 2 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ

情報ݯࢿ組৫演習 2 情報ݯࢿ組৫演習ᶗ 2 3 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ̐ɽ
情報ݯࢿ組৫演習ᶘ 2 3 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ̐ɽ

必修科目の合ܭ୯位数 22

બ

Պ


図ॻؗ情報ݯࢿ特論 1 図ॻؗ情報ݯࢿ特論 2 1 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
必修科目の合ܭ୯位数 2�

図ॻؗ基礎特論 1

બ

Պ


図ॻؗ基礎特論 2 2 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
図ॻؗαーϏス特論 1 図ॻؗαーϏス特論 1 1 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
図ॻ・図ॻؗ史 1 図ॻ及び図ॻؗ史 2 1 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
図ॻؗࢪ設論 1 図ॻؗࢪ設論 1 2 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
図ॻؗ総合演習 1
図ॻؗ実習 1

うち̎科目以্ 2 うち̏୯位以্ 3
）̍ɽ本課程ొ者のみ履修可能です。�
　　̎ɽ「図ॻؗ概論」修得ࡁみの者のみ履修可能です。
　　̏ɽ「情報αーϏス論」修得ࡁみの者のみ履修可能です。
　　̐ɽ「情報ݯࢿ組৫論」修得ࡁみの者のみ履修可能です。
　　˞ॴଐ学部により履修ొの方法がҟなります。ৄ 。はઆ明会または教学ηンターで確認してくͩさいࡉ

◇履修モデル（実ঢ়を考えて作った一ྫです。科目͝との当年次と一部ҟなっています。）
1࣍ 2࣍ 3࣍ 4࣍

生涯学習概論
図書館概論
図書館制度・経営論
図書館サービス概論
図書館情報資源概論

情報サービス論★
児童サービス論
情報サービス演習Ⅰ
情報サービス演習Ⅱ
情報資源組織論◆
図書館情報資源特論
図ॻؗαーϏス特論

図書館情報技術論
情報資源組織演習Ⅰ
情報資源組織演習Ⅱ
図ॻؗ基礎特論
図ॻ及び図ॻؗ史

図ॻؗࢪ設論

　˞ଠࣈは必修科目
　˞˒ҹは「情報αーϏス演習ᶗ」及び「情報αーϏス演習ᶘ」を履修するための先修要件
　˞˗ҹは「情報ݯࢿ組৫演習ᶗ」及び「情報ݯࢿ組৫演習ᶘ」を履修するための先修要件
　˞ଠࣈ以外の選択科目から̏୯位以্修得すること
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学芸員課程
◇目的
　ത物ؗに専門的職員として置かれる学ܳ員の֨ࢿを取得するための課程です。
　学ܳ員は、ത物ؗに置かれる専門的職員で、ത物ؗࢿྉのऩू、อ、展示、ௐࠪ研究及びその他これと関連する事業について専門的な職
に従事します。また、ຒଂ文化ࡒなどに関わる発۷ௐࠪ員という進࿏が考えられます。
　学ܳ員の֨ࢿは、ത物ؗ法ୈ̑ୈ߲̍ୈ̍߸に「学士の学位を有する者で、େ学において文部科学লྩで定めるത物ؗに関する科目の୯位
を修得したもの」と定められており、取得に必要な科目を履修し୯位を修得すれば、卒業（学士の学位授与）と同時に֨ࢿを得ることができます。
౷・ࡒྉ・ඒ術・文化ࢿで活༂できる学ܳ員としての能力を身に付けてくͩさい。歴史گのঢ়ࡏݱ際化・情報化・生֔学習時というࠃ　
文化などをক来にえるҙ義のある事です。
◇履修条件
　ത物ؗでಇきたいというڧいҙࢤのある者。
　େな文化ࡒ・文化Ҩ࢈を、後ੈまでकりえていこうというڧいࢥいのある者。
　本課程を履修し、֨ࢿを取得するには、課程ొをする必要があります。ৄ される課程ొઆ明会に出੮し࠵前に開࢝については各学期開ࡉ
確認してくͩさい。
　なお、学ܳ員の֨ࢿを取れば、ത物ؗの正職員に即࠾用されるというわけではありませΜ。学ܳ員としての࠾用は、学部を卒業したͩけではݫ
しく、େ学Ӄ修士課程修ྃ以্もしくはそれと同等の知識及びܦ験を有することをٻめられるのが実ঢ়です。
。取得には実習科目の修得が必要となりますが、ਅ໘目に取り組まない者には学外ؗԂで実習を行う「ത物ؗ実習ᶘ」の履修を認めませΜ֨ࢿ　
実習डけೖれ先ؗԂ及び֨ࢿ取得を目ࢦす他の学生に多େなをֻけることになりますので、十分ཹҙしてくͩさい。
◇課程運用費
　「ത物ؗ実習ᶘ」におけるؗԂ実習を含め、他科目における学外実習のഈ観ྉ及び課程の運用に係るその他අ用を、「ത物ؗ実習ᶗ」を履修す
る年度にೲめる必要があります。ৄ 学生対ΨΠμンスに出੮し確認してくࡏについては、「ത物ؗ実習ᶗ」を履修する前年度（݄̏）のࡉ
ͩさい。
◇修了証書の発行
　卒業要件を満たし、本課程ॴ定の必修科目21୯位、選択科目̔୯位以্、2ܭ�୯位以্を修得した者には、「学ܳ員課程修ྃূॻ」を発行しま
す。なお、ূ ॻは卒業ࣜ当に授与します。
◇構成

๏ྩ্ͷՊ ຊֶʹ͓͚Δ։ߨՊ ࣍
当該年次
以্は
履修可能

Պ۠
（�卒業要件ࢉೖ等については、
各学部の履修ن定で確認のこと）

උɹߟ
Պɹɹ໊ ୯Ґ Պɹɹ໊ ୯Ґ

ඞ

म

Պ



生֔学習概論 2

ඞ

म

Պ



生֔学習概論 2 1 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
ത物ؗ概論 2 ത物ؗ概論 2 1 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
ത物ؗܦӦ論 2 ത物ؗܦӦ・情報論 2 1 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
ത物ؗࢿྉ論 2 ത物ؗࢿྉ論 2 2 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
ത物ؗࢿྉอଘ論 2 ത物ؗࢿྉอଘ論 2 3 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
ത物ؗ展示論 2 ത物ؗ展示論 2 2 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
ത物ؗ教育論 2 ത物ؗ教育論 2 2 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ
ത物ؗ情報・ϝディア論 2 視ௌ֮ϝディア論 2 2 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ

ത物ؗ実習 3 ത物ؗ実習ᶗ 2 3 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ̎ ɽ
ത物ؗ実習ᶘ 1 3 文化学部専門教育科目 ）̍ ɽ̎ ɽ

必修科目の合ܭ୯位数 1� 文化ࡒೖ門 2 1 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ

）̍ ɽ�本課程ొ者のみ履修可能で
す。�

　　̎ɽ�「ത物ؗ概論」、「ത物ؗࢿྉ論」
及び「ത物ؗ教育論」を含む本
課程必修科目1�୯位以্修得し
た者のみ履修可能です。

　　̏ɽ�文化学部生以外の学生は、ॴ定
の期間内に8FC履修ొը໘か
らਃしてくͩさい。

　　̐ɽ�同一科目໊の、理学部物理科学
科開講もしくは理学部Ӊ物
理・気学科開講どちらかのみ
履修可能です。

　　̑ɽ�2�1�年度ೖ学生より、科目໊が
変ߋとなっています。2�1�年度
以前ೖ学生は、ೖ学時の履修要
߲をࢀরしてくͩさい。

　　˞�ॴଐ学部により履修ొの方法
がҟなります。課程ొઆ明会ま
たはॴଐの事ࣨで確認してくͩ
さい。

必修科目の合ܭ୯位数 21

બ



Պ



本史概論 2 2 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ̑ ɽ
本史ࢿྉ論ᶗ 2 2 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ̑ ɽ
本史講ಡᶗ̖ 2 2 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ̑ ɽ
本史講ಡᶗ̗ 2 2 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ̑ ɽ
考ݹ学ೖ門 2 1 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ
考ݹ学̖ 2 2 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ
考ݹ学̗ 2 2 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ
文化人類学 2 1 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ
ܳ術ೖ門 2 2 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ
ඒ術史̖ 2 2 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ
ඒ術史̗ 2 2 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ
工ܳデβΠン論 2 2 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ
文化特論ᶘژ 2 3 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ
のඒ術工ܳ史ژ 2 2 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ
のຽଏژ 2 2 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ
ຽଏ学概論 2 1 文化学部専門教育科目 ）̏ ɽ
科学史ೖ門 2 1 共通教育科目
科学コミュニケーションೖ門 2 1 共通教育科目
力学̖ 2 1 理学部専門教育科目 ）̐ ɽ
力学̗ 2 1 理学部専門教育科目 ）̐ ɽ
ి࣓気学̖ 2 2 理学部専門教育科目 ）̐ ɽ
ి࣓気学̗ 2 2 理学部専門教育科目 ）̐ ɽ
ఱ文学概論 2 2 理学部専門教育科目
ٿ科学概論 2 2 理学部専門教育科目

うち̔୯位以্ �

◇履修モデル（「考ݹ学」をコアに選択科目を履修した一ྫです。科目͝との当年次と一部ҟなっています。）
1࣍ 2࣍ 3࣍ 4࣍

生涯学習概論
博物館概論★
博物館経営・情報論
文化財入門
考ݹ学ೖ門

博物館資料論★
博物館展示論
博物館教育論★
視聴覚メディア論
考ݹ学̖
考ݹ学̗

博物館資料保存論
博物館実習Ⅰ
工ܳデβΠン論
文化特論ᶘژ

博物館実習Ⅱ

　˞ଠࣈは必修科目　˞˒ҹは必修科目かつ「ത物ؗ実習ᶗ」及び「ത物ؗ実習ᶘ」を履修するための先修要件　˞選択科目から̔୯位以্修得すること






